
























































勇者ノ心得3

授業参観、崩壊しました。






著者　ひびき遊

イラスト　雪月 佳













電子版　ファミ通文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　　目次


序

１　魔界初の「普通の授業」

２　突然の学級崩壊!?

３　人間界へ……

４　あくまで課外授業です！

５　過去との邂逅

６　そして、これからの未来へ

終

あとがき














































　魔界の空は漆(しつ)黒(こく)で、青、赤、緑の三つの月が輝くという。

　もっとも青年魔族――フォカロル家のルキフゲスは、知識でしか知らないことだ。

　身に纏(まと)う、ゆったりとしたローブに合わせてつくらせた、布製の仮面(ベール)。その下には、盲(もう)目(もく)の双(そう)眸(ぼう)が隠されている。最も月に近いとされる、この天高く飛ぶ「浮(ふ)遊(ゆう)城(じよう)」の中にいても、月光の彩(いろど)り一つわからないのだ。

　だが、目が見えなくともルキフゲスは困らない。

　かわりにすべてを見通す『第三の目』が、その額(ひたい)にあったからだ。

（そして……ここにはいつも変わらず、あのお方がいらっしゃる）

　ルキフゲスは心静かに、そう思う。それはこの城のどこにいても、圧(あつ)倒(とう)的(てき)な魔力を感じ取ることのできる、魔族の頂(ちよう)点(てん)に立つ者。――「大地に触(ふ)れること禁ずる」のただ一言でこの巨大な城を飛ばした、大魔王バアル・ゼブブが存在するのだ。

　だからこそルキフゲスは今日も、己が仕える主(あるじ)のため、この執(しつ)務(む)室(しつ)で宰(さい)相(しよう)としての雑(ざつ)務(む)をこなしていた。机に向かい、集められた膨(ぼう)大(だい)な書類を処理していく。

　魔(ま)獣(じゆう)の革や石(せき)版(ばん)などに刻(きざ)まれたそれらは、城に届く供(く)物(もつ)の報告書や、御用聞きなどである。どれも主の手を煩(わずら)わせるものではなく、ルキフゲスは淡(たん)々(たん)と――。

　いや。その手は唐(とう)突(とつ)に、ある一枚の封(ふう)書(しよ)で止まった。

　これは？　と仮面(ベール)の切れ目から覗(のぞ)く、『第三の目』がきらりと光る。

　――それは薄い金属でできた、特(とく)殊(しゆ)な刻(こく)印(いん)の彫(ほ)られた封書だ。大魔王宛(あて)に送られた、大魔王本人にしか開けることのできない、強固な術がかけられている。

　だが、ルキフゲスには無意味だった。封を開けなくとも中がわかる。いいや――「見えた」のは、その封書から導(みちび)かれる、必ず起こる『未来』のヴィジョンで。

「見える……！　繋(つな)がる『二つの世界』、大いなる『策(さく)略(りやく)』、そして……『赤毛』の――！」

　封書を落とし、床に小さく硬(こう)質(しつ)な音が響いた。ルキフゲスは我に返る。だが、慌(あわ)てふためきはしない。封書をそっと拾い上げ、いつものように溜(ため)息(いき)を一つ、漏(も)らすだけだ。

　予知の魔法を持つルキフゲスは、割り切っている。自分は事象の傍(ぼう)観(かん)者(しや)なのだ、と。

　そう、抗(あらが)っても仕方がない。ルキフゲスの見た未来は外れることがないのだから。フォカロル家の魔族は、生まれつきそう悟(さと)っているのだ。

　ただ、それでも――ルキフゲスは、主の気配を確認する。大魔王バアル・ゼブブは変わりない。執務室とは厚い壁を隔(へだ)てた向こうに、微動だにせず存在していた。だから。

（……。せめて御(おん)身(み)、そのままに）

　ルキフゲスは席を立ち、主に向けてただ深々と頭(こうべ)を垂れた。そして次の瞬間、音もなく地を蹴(け)る。開け放たれた窓から月明かりの満ちた空へと、一気に飛び出していた。ローブの裾(すそ)をはためかせ、浮遊城から遙(はる)か下へと落ちていく。

　その手に、魔界文字で『招待状』と書かれた、一枚の封書を握(にぎ)りしめて――。
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「ん？　今の……まさか流れ星？　って、なわけないか」

　三つの月が浮かぶ、魔界の空。その遠くの方で一瞬、煌(きら)めきが落ちたような気がして、村(むら)雲(くも)護(ご)狼(ろう)は寝(ね)惚(ぼ)け眼(まなこ)をこすった。しかしすぐに苦笑する。

　――なにしろ魔界は、人間界とはまるで違う。いつも闇(やみ)に包まれているし、そこに月以外のものはない。要するに、星に該(がい)当(とう)する光がないのだ。

　この魔界はほんと、どうなってるんだろう？　そんなことをいまさらながら護狼は思う。

（もうこの《パンデモニウム学園》に来てから、一カ月半くらい経(た)つってのになあ……）

　むくり、と護狼が身を起こしたのは、その学園の一画だ。傍(かたわ)らのリュックとともに置いていた、開いたままのノートに偶(ぐう)然(ぜん)手が触れた。それは弱(じやつ)冠(かん)十五歳の護狼が「教師」としてやってきてから書いている日誌だ。日付はすでに「４３日目」になっていた。

（教師か……それに見合っただけのことを、俺はやれてない気はするけど）

　護狼が這(は)い出(だ)したのは、学園の瓦(が)礫(れき)の中である。石でできた厚い壁と柱との隙(すき)間(ま)に、隠れるようにして眠っていたのだ。ぽっかりと空いた天(てん)井(じよう)から空を見上げて、ふわわ、とついあくびが出る。ここ半月ほど護狼は、こうして一人でこそこそ眠っていた。

　 三つの月が高い位置に昇(のぼ)り始めた、魔界の朝。しかし昼夜を問わずあちこちから、建材を運ぶ重い音が響いていた。空からふと視線を落とせば、無数の塔(とう)がようやくその姿を形作り始めていた。《パンデモニウム学園》はとある事情で損(そん)壊(かい)し、現在は復(ふつ)旧(きゆう)作(さ)業(ぎよう)の真っ最中なのである。

　その喧(けん)騒(そう)から逃げるために、こうして離れた場所で寝起きしていたわけだ。

　どのみち、まともに授業ができる状況でもないし。――しかし。

「……おおお？　でも中央の塔は、もうほとんど再(さい)建(けん)されてるかな？」

　昨日まではまだ、最上階部分が折れた状態だったのに、今では荘(そう)厳(ごん)な頂(いただき)を構えている。はあー、と護狼は感心した。これも再建を指(し)揮(き)する、あの赤毛の魔王少女の手(しゆ)腕(わん)なのか。

「って、待てよ？　ああっ、じゃあ……最上階の、寝(しん)室(しつ)も完成してる!?」

　やっと、ちゃんと眠れるかも？　護狼は慌ててリュックに自分の荷物を詰め直す。肩に担(かつ)いで腰を上げて、急いで中央塔へと駆け出した。




「内装の仕上げはハルパスとマルパスに任せる。ふさわしいものに仕上げるがいい！」

　息を切らせて、塔の最上階までやってきた護狼。そこで大勢の魔族たちの陣(じん)頭(とう)指揮を執(と)っていたのは、「クラス委員長」の座を射止めた魔王ベルゼビュートである。

　燃えるような真(しん)紅(く)の髪を持つ魔王少女の白い肌には、鋭(えい)利(り)で硬(かた)い漆黒の鱗(うろこ)が貼(は)り付(つ)いている。が、それもどうやらようやく一区切り、といったところなのか。白と黒の鳥型の双子魔族に後を譲(ゆず)り、鱗を衣服の下に消した。 

「うん？　なんだキサマか、ゴロー」

「ベルゼ！　おおー、やっと寝室直せたのかよ？　って、あれ。入り口がたくさん？」

　その赤毛の魔王少女に近づきながら、護狼はできあがった最上階の様子に驚く。

　螺(ら)旋(せん)状(じよう)の階段と繋がる中央のホールを囲むように、ぽっかりと空いた、扉のない穴がいくつも取り囲んでいた。

　その向こうには天(てん)蓋(がい)付(つ)きのベッドが、一つ二つと運ばれていく。

「当たり前だ。作り直すのに、これまでのように寝室が一つでなるものか。フン！」

「うん……確かに。ずっと、みんなで一個のベッドだったもんなあ。よ、ようやくあの生活から、解放されるってわけか。あは、は」

「む？　なんだゴロー、嫌だったのか？」

「へっ？　そりゃ、だって」

「他の者はともかく、この魔王である我と寝(しん)所(じよ)をともにすることが嫌だと？　キサマ！」

「いやいやいや！　そ、そういうつもりで言ったわけじゃあ？　……ん？　あれ、でも。それってつまり……ベルゼは俺と一緒なのは、ほんとは嫌じゃなかったってこと？」

「な――」

　絶句、だった。赤毛の魔王少女が、ふいに告げられた言葉にぽかん、と口を開ける。

　だが、やがて彼女の顔が紅(こう)潮(ちよう)した。まずい！　と護狼が悟ったときにはもう遅い。

「キ、サ、マ……！　人間の分際で、なにを――――っ！」

　ベルゼビュートの華(きや)奢(しや)に見える剛(ごう)腕(わん)に、めきめきと力が込められていく。いつもの最悪なパターンだった。――が、それを救う声がかけられる。

「ああら。でしたらわたくしの方はこれまでどおり、ゴローさまと一緒に寝ますわ！」

　長い銀(ぎん)髪(ぱつ)と純(じゆん)白(ぱく)のドレスのスカートをなびかせてルシフェルが舞い降り、そのまま護狼に飛びついてきた。力仕事や汚れるのが嫌いなお嬢様タイプの彼女は、寝室ができあがる頃合いを見(み)計(はか)らっていたのだろう。

「って、うわあ!?　ルシフェル、またいきなりっ？」

　勢いに任せて大きな胸を「ふにょんっ」と押しつけられ、護狼は目を白黒させた。

「問題がありまして？　そもそもわたくし、とうの昔に覚(かく)悟(ご)はできておりますのよ？」

「へ？　な、なにが？」

「ですから――ほら。んー、ですわっ」

　ルシフェルが、しがみついたまま自然な動きで唇(くちびる)を寄せる。あわや、ぷっくりとしたやわらかさを真正面から受け止めかけた護狼だったが、「うわあ？」と寸前でのけぞってかわした。かわりに護狼の首筋に、狙(ねら)いのそれたキスが当たる。

「って、なに、いきなり？　ルシフェルっ！」

「んもうっ、不意を突けばうまくいくと思いましたのに～。どうして避けますの？」

　だって、とファーストキスの思い出が護狼の脳(のう)裏(り)に蘇(よみがえ)った。

　一方的に「ある相手」からされたことが、ずっと心に残っていて――。

「この美しく気高いわたくしが、人間ごときにあえて身を捧(ささ)げてますのよっ。ですから、ほら！　人間がするという、キスという結婚の約束を、わたくしとっ！」

「いやだから、あのね。そんなのもともと俺は、ひとっつも了(りよう)承(しよう)してなくてだね？」

「フン。我とて認めん！　……ゴローと、け、結婚だと？　あり得ぬぞッ!!」

　一方、ベルゼビュートは相変わらず怒(ど)号(ごう)を飛ばす。見た目だけは美少女の彼女だが――その一(ひと)吼(ほ)えはホールどころか、塔全体をびりびりと震わせた。

　しかし、そのとき。

「Hallelujah(ハレルヤ)！」

　突然、『神』への祈りの声が放たれる。と同時に閃(せん)光(こう)が走った。魔族を弾(はじ)く、聖なる輝きだ。それは殴りかかろうとしたベルゼビュートの鼻先を掠(かす)め、勢いを削(そ)ぐ。

　いいや、本当の狙いは護狼の体にくっついた、銀髪の魔王少女の方だった。「きゃあっ？」と小さな悲鳴を上げて、ルシフェルが必死に護狼から離れた。

「なっ、なんですの！　あなたー!?」

「それはこちらの台詞(せりふ)ですが、なにか？」

「あ。アリア？」

　いつの間にそこにいたのか。護狼はホールの階段を上がってきた、一人の修(しゆう)道(どう)女(じよ)姿(すがた)の少女を発見する。十四歳で護狼の補(ほ)佐(さ)を務(つと)める金髪の外人少女――「賢(けん)者(じや)」のアレクトリアだった。愛(あい)称(しよう)はアリア。その彼女は銃(じゆう)を構えて、つかつかと護狼の方へとやってきた。

「離れなさい、魔なる者よ。……今なら神も、少しは慈(じ)悲(ひ)の心を示してもいいですよ。だって《五代目》さまと結ばれるのは、この賢者のワタシですものっ。えい！」

「えええええ？　ちょっ、あ、アリア!?」

「なにを恥ずかしがっているのですか？　お互い、初めての唇を交わした仲ですのに」

　ぽっ、と頰(ほお)すらピンクに染めて、アレクトリアが頭にかぶった聖帽を揺らした。

　――そう、確かにこの彼女こそ、護狼のファーストキスの相手なのだ。だが。

「いや、あのね。あれは君が、無理矢理勝手にしたんじゃないか？」

「それこそ神のお導きです。勇者のアナタと、賢者のワタシが結ばれるように、と。ですから。《五代目》さまにはきちんと、勇者としてふさわしい品格を持っていただかないと。魔族の色(いろ)香(か)に騙(だま)されるなんて、神もお許しになりません！」

「はい？　いやいやいや、別に俺は、そんな」

「やはり……きちんとワタシが、覚え込ませた方が手っ取り早いようですね。体で」

　どういう意味？　と聞き返すまでもない。非力な護狼とは違い、彼女は鍛(きた)え抜(ぬ)かれた少女である。一つ年下の十四歳であるはずなのに、たった二丁の銃のみで、ここにいる魔王クラスの魔族たちとも渡り合えるほどなのだ。けれども。

「って、なんですのさっきからー！　そもそも色香を使って、なにが悪いんですの!?　

あっ、わたくしのように存分な色気がないからこそ、僻(ひが)んでいるわけですわね？」

　うっ、とさすがに動(どう)揺(よう)するのはアレクトリアだ。銃口がわずかにぶれた。

「そ、そんなものただの贅(ぜい)肉(にく)でしかないでしょうに。なにを自(じ)慢(まん)げにしているのやら」

「あら、そうですわよねえ。あなたの胸はだって、ちょっと残念ですもの？　うふふ」

「……まだ発(はつ)展(てん)途(と)上(じよう)なだけです！　そのうち、ほどよい大きさになりますがなにか！」

「あーららー。それくらいしか言い返すことができませんの？　もっと愚(ぐ)劣(れつ)で低(てい)脳(のう)で、稚(ち)拙(せつ)な反論をしてきてもいいのですわよ？　思いつくなら！」

「う、ううううううっ！　Holy(ホーリー) Shit(シツト)！」

「――フン、くだらん」

　そんな二人のやり取りを、すっかりやる気を失ったベルゼビュートが鼻(はな)で笑った。

　が、これが賢者少女の、行き場のない怒りの矛(ほこ)先(さき)を招(まね)いた。

「なにを関係のないそぶりをしているんですか！　そもそもアナタも悪いのですよ！」

「？　我が、か？　はあ？」

「だって。アナタがつくらせた、下の階の寝室！　いったいどうなっているのですか？」

　護狼はアレクトリアの言葉で、直感的に理解する。彼女は護狼より先に、階下の寝室を見に出向いていたのである。が、そこには問題点があるようで――。

「なんですかあの二つに区切られた寝室は？　あれではワタシと《五代目》さまが十分に夜を楽しむことができません！　結局はアナタも邪(じや)魔(ま)をしたいということですね？」

「なに？　……そんなこと知るかッ！　あんなもの、適(てき)当(とう)につくらせただけだぞ！」

「いや、ちょっとアリア？　夜を楽しむとか、あのね」

　ベルゼビュートと護狼が同時に異(い)論(ろん)を唱(とな)える。あまりに声が重なりすぎて、お互いにはっとした。改めて文句を言い直そうと、「あ」「う」としゃべりかけて、しかしそれもまた重なる。うまく間が取れずに、二人は視線だけを交(か)わした。

　それがいっそう、賢者の少女には意(い)味(み)深(しん)に見えたのだろう。

「だいたい、ワタシが一番警(けい)戒(かい)しているのは、ルシフェルなどではないのです。ベルゼビュートの方がよほど、《五代目》さまとなにかあるように思えますがなにか！」

「！　ゴローと？　そ、そんなことなど――」

「確かに。ゴローさまが最初に来たときと比べると、ベルゼの態度は怪(あや)しいですわっ」

　そこにルシフェルまでもが加わった。疑(ぎ)惑(わく)の眼(まな)差(ざ)しを赤毛の魔王少女に向ける。

　怒るのは、疑われたベルゼビュートの方だった。

「我と人間のこやつが、なにかあるわけがないだろうキサマら――――っ!!」

「神に誓(ちか)ってそう言えますか？」

「誓わなくてもいいですけど、ゴローさまに手を出すのはわたくしですから！」

　ぎゃあぎゃあと、罵(ののし)り合(あ)いが始まった。アレクトリアは二丁の銃を構え直し、ベルゼビュートは黒い鱗を纏い直(なお)し、ルシフェルが羽ばたいて少し飛び上がった。三者は戦(せん)闘(とう)態(たい)勢(せい)でやかましく、護狼のことで言い争う。

　ああ、これだ！　今になって護狼は、自分が一人で寝ていた最大の理由を思い出す。

　しかし後(こう)悔(かい)してももう遅い。こうなるとしばらくはやり取りが続くのだ。護狼は他の下級魔族たちと同じように、完全に放置状態だった。口を挟(はさ)む余(よ)地(ち)もない。

　そんなときにいつもふらりとやってくるのは、もう一人の魔王少女だったりする。

『ねーねーゴロちゃん！　アーちゃんが、ちょっと訊(き)きたがってるのだ～』

「え？　……ああ、アスタロト？」

　くいくい、とジャージの袖(そで)を引っ張られ、護狼は音もなく横に立っていた三人目の魔王、アスタロトに気付く。

『「夜を楽しむ」ってのはなんなのだ？　アーちゃん、そこに興味あるみたいなのだ！』

「え、えええええ？　いや、それはちょっと」

『？　言葉じゃ説明しにくいのだ？　あー、だったらアーちゃん、こっちへ来いって！』

　すると突然、彼女は着ぐるみの二本の尻尾(しつぽ)で護狼の手を取る。意外と強い力で、目の前にある寝室の一つへ行こうとした。

「おい、なに？　アスタロトっ？」

『だからゴロちゃん、実際にやってみせるのだ！　ちょうどベッドも置かれてるし～』

「いやいやいや！　無理だから、マジで！」

「――ちょっとアスタロト――！　なにやってますの、わたくしが目を離した隙に!!」

　ホールの高い天井すれすれまで飛んでいたルシフェルが、さすがに気付いて降りてくる。必死の形(ぎよう)相(そう)で護狼の体に飛びついた。

　が、これがいけなかった。ぎりぎりで保たれていた均(きん)衡(こう)が一気に崩(くず)れる。

　瞬(しゆん)時(じ)に、「近づくなと言っています！」とアレクトリアが『銃字架(クロスガン)』をぶっ放した。一発の光の弾(だん)丸(がん)が、ルシフェルへと飛ぶ。慌ててかわした銀髪の魔王少女は、二発目が来る前に横へと動いた。ちょうど、ベルゼビュートが後ろに来る位置取りをする。同時に赤毛の魔王少女から、アレクトリアの銃(じゆう)口(こう)を見えなくするように。

　だから、飛(ひ)来(らい)した神の加(か)護(ご)の輝きをくらったのは――。

「くはっ!?　……き、キサマあ～～～ッ!!」

　光の弾丸がベルゼビュートの脇(わき)を掠める。「ちっ」という舌打ちは、ひらりと避けたルシフェルのものか。だがそのときには、彼女はこのホールから逃げ出していた。

　ぞくり、と護狼は悪(お)寒(かん)がした。――目の前で、ベルゼビュートの真紅の髪がざわついた。漆黒の鱗に覆われた拳(こぶし)が構えられる。アレクトリアが窓から逃げ出せるように、コートのようにはためいた服の下からワイヤーフックを取り出していた。アスタロトはネコミミをぺたんと塞(ふさ)いで、『にゃはん！』と手近な寝室の中へと消える。

　しかし「勇者」の血を引く以外、何の才能もない護狼は――空気を裂(さ)いて突進してくる、黒い拳を見ているのが精一杯で――。

「おいっ、やめ……うわ――――――――!?」

　直後、修(しゆう)復(ふく)されたばかりの階(かい)層(そう)の床や壁が、護狼と一緒に吹き飛んだ。




（って、なんで俺が巻き込まれるんだよ……！）

　ぷつん、と意識が途(と)切(ぎ)れた後、護狼は「白い世界」で叫(さけ)んでいた。

　そこは肉体から解(と)き放(はな)たれた魂(たましい)が、どこかへ消えていかないように保管するための、静(せい)寂(じやく)の空間である。

　護狼の体は滅(ほろ)びない。たとえベルゼビュートに張り倒されて、即(そく)死(し)級(きゆう)のダメージを受けても、理(ことわり)さえねじ曲げて再生する。それが「勇者」である護狼が持つ、唯(ゆい)一(いつ)の性質であった。勇者は寿(じゆ)命(みよう)以外ではけっして死なない存在なのだ。

　――そしてもう一つ。勇者は同じ勇者どうし、この空間で引き寄せ合う――。

『おい？　まーた死んじまったのか、護狼』

　いつものように白い光の塊(かたまり)が、護狼の意識のすぐ側(そば)に現れていた。

　人間界にいる父、《四代目》にして勇者の村雲士(し)輝(き)である。

『最初の頃に比べたらペースもずいぶん減ってきたが、まだまだみたいだなあ？　ハ！』

（……あのね、魔界にいない父さんは気楽に言うけどさ。ほんとに大変なんだからな？）

『ん？　そっちじゃあなんか、また変な動きでもあったのか？』

（いや、特にはないんだけどさ。ううん、だから毎日が死と隣(となり)合わせっていうか！）

　ここは本音が剝(む)き出(だ)しになる精神の世界だ。護狼の不満が、つい一(いつ)斉(せい)にこぼれ出た。

（アリアが加わったことで、今まで以上にややこしいことになってるし!?　だからなるべく争いごとが起きないように気を付けてるのに、注意していても巻き込まれて死んじゃうし？　それでいて、復旧作業のせいで授業はやっぱりできてないし。あーもう！）

『ああ、なんだ。お前、オレに愚(ぐ)痴(ち)聞いて欲しいのかよ？』

（え？　あ……そう、かも）

　恥ずかしい。十五歳にもなって、父に悩みを吐(と)露(ろ)するなんて。護狼は体があれば、赤面していたところだった。が、ここは隠し事のできない世界だ。裏を返せば、現役で歴(れき)代(だい)最(さい)強(きよう)と呼ばれる《四代目》の父に、唯一素直に話ができる場所であった。

（……。あのさ、父さん。次は、どんな授業をしたらいいと思う？）

『あん？　おいおい、今度は相談か？』

（それくらいいいだろ？　というか父さんって、いっつも突き放すだけなんだから。この魔界に来たのだって、父さんが無理矢理送りつけたようなものだし。そりゃあ俺だって、自分でここにいるって決心はしたけどさ。でも……そうだよ。勇者の力に関しても）

　ふいに思い浮かんだのは、優(ゆう)秀(しゆう)な賢者少女の顔だった。

（俺は、アリアほど――親から鍛えてもらってないし。彼女が見たっていう、父さんの勇者の本当の力だって、さっぱりでっ）

『……そうか？　俺は最低限、お前に必要なことは教えてあるつもりだけどな？』

　え？　護狼はきょとんとしてしまう。まったく身に覚えがなかったからだ。

　いいや、一つだけあるとしたら――。

（まさか。《勇者心(こころ)得(え)》のこと？）

『俺や、じーさんやひいじーさんたちが代々付け加えてきた、４９９もの心得を覚えてんだろ？　んで、最近は自分でさらに付け足してる。ハ、それがすべてなんじゃねーの？《勇者心得》その４３５にもあるだろうが。「学ぶより感じろ」ってな。ハハ！』

（それ……四百番台だから、《四代目》の父さんが適(てき)当(とう)に決めた心得だし！）

『う、うるせーなあ～。こっちにだっていろいろ突き放す理由はあるっての。――あ』

　それはぽろりと漏らされた父の本音か。ふいのことに、えっ、と護狼は心底驚く。

　噓(うそ)の言葉ではない。ずっと適当だと思っていた父が、実は何かを考えて「わざと」そうしていたのだろうか？　が、父はそれを確かめさせない。

『とにかく！　お前は自分の持ってるもんでやってけばいいんだっての！　つーか、どのみちそれしかできねえだろうが？』

（それはそうだけど。でも）

　今、なにを誤(ご)魔(ま)化(か)したの？　護狼は聞き返そうとする。が、そのときには遅かった。

　あっという間に護狼の意識が、白い世界を遠ざかる。

　いつものように修復された肉体への帰(き)還(かん)は、唐突にやってきて――。

















「――っ！」

　失われた五感のすべてが護(ご)狼(ろう)のもとに返ってくる。白い世界は遠ざかり、視界には漆(しつ)黒(こく)の空と、赤毛の魔王少女の姿が飛び込んできた。

　それと、周囲に散らばる塔(とう)の破(は)片(へん)だ。ここはあの中央塔の、中(ちゆう)腹(ふく)に位置する屋(や)根(ね)の上だった。寝室のある最上階から、頑(がん)丈(じよう)な石造りのここに落ちたらしい。

　そして破(は)壊(かい)した張本人であるベルゼビュートが、少しは悪いと思ってか、瓦(が)礫(れき)を片付けていたようだ。ちょうど傍(かたわ)らで、彼女の身の丈よりも大きな壁を押しのけている。

　しかし作業の手を止め、赤毛の魔王少女は三つの月が浮かぶ空を見上げていた。

「これは、いったいどういうことなのだッ？」

「？　ベルゼ……？」

　なにが？　頭を振りながら、護狼は起き上がろうとする。だがそのとき、ベルゼビュートが何に対して呻(うめ)いたのかようやくわかった。空が、いつもと違っていた――。

　すうっ、と唐(とう)突(とつ)に、周囲が暗くなったのだ。それは魔界を常に照らす、赤、青、緑の月明かりが塞(ふさ)がれたためだ。本当の闇(やみ)が訪(おとず)れる。

「うわ！　なんだなんだなんだ？　ベルゼ!?」

「やかましいぞゴロー！　……ああ、人間は見えぬのか？　我ならここだっ」

　ずん！　と護狼のお尻(しり)に響いたのは、ベルゼビュートがさきほどまで支えていた大きな瓦礫を、脇(わき)に押し倒したせいなのか。かわりに彼女の手が、おたおたしていた護狼を摑(つか)む。

　慌(あわ)てて護狼は確かめるように、その手を握(にぎ)り返(かえ)そうとした。

「うん？　ゴロー、なにをぺたぺた触(さわ)っている？　って、ちょっ、あっ！　そ、そこは？」

「え、あれっ？　これベルゼの腕(うで)だろ？　違――？」

「ベルゼビュートさまー！　って、んぅー!?　なにをやってるんですか、あなたはー!!」

　聞き覚えのある少女の声が、急速に近づいてきた。ん？　と護狼が顔を向けると、闇の中で浮かび上がる青色の光が見えた。

　いいや、それは蒼(あお)い炎の翼(つばさ)で飛んできた、赤毛の魔王少女に心を捧(ささ)げた下級魔族のフェネクスだ。彼女の接近のおかげで、護狼とベルゼビュートの姿まで照らされる。

　そうして――護狼はようやく知る。側(そば)に立つ少女の腕だと思っていたのが、実は太ももだったことに。しかも付け根近くにまで、護狼の指がうっかり入り込んでいて――。

「くっ……キサマ！　もう一回死んでくるかッ」

「うわ、ごめん！　わざとじゃないんだってば！　暗くてよくわからなかったからで」

「破(は)廉(れん)恥(ち)です！　人間ごときが、ベルゼビュートさまのお肌に、直接触(ふ)れるだなんて！」

「って、フェネクス？　あ、熱い熱い熱いってば!?」

　慌てて手を引っ込めた護狼に、翼の炎を赤く変化させたフェネクスが突っ込んでくる。彼女の感情によって熱を帯(お)びた翼にあぶられ、護狼は咄(とつ)嗟(さ)に腰を浮かせて飛(と)び退(の)いた。

　するとよろめいた体が「おっと、でござる！」と、逞(たくま)しい体に受け止められる。ふかふかした感(かん)触(しよく)は、全身を白い体毛で覆(おお)った、巨(きよ)漢(かん)の魔族ザガンのものだ。

「うわ、ザガンも？　そんなとこにいたの？」

「それは、拙(せつ)者(しや)とフェネクスはベルゼビュートさまの、忠(ちゆう)実(じつ)な家(か)臣(しん)でござるから。瓦礫の片付けくらいはもちろん、お手伝いするでござるよ。しかし……」

　これはいったい？　という顔つきで、二メートル近いがっしりとした体格のザガンが天を仰(あお)いだ。帽(ぼう)子(し)のように頭にのせた小さな鍋(なべ)を、少しびくびくした様子でかぶり直す。

　そのときになって、ようやく護狼も魔界の空を見直した。

　どうやら月たちが消えてなくなったわけではない。――わずかに三つの輝きが、薄ぼんやりと見えていた。灰色の雲が、漆黒の空を覆い尽くしていたのである。

「って、ただの雲じゃないか？　なんだ……え、でも」

　おかしい。護狼は遅れて理解した。魔界は人間界と違い、いつも闇に満たされている。月の彩(いろど)り以外、変化はない。つまり、「天候が崩(くず)れる」なんてことがないのだ。だからこそ側にいる三人の魔族たちは、誰(だれ)もが息を呑(の)むように、空の変化に驚いているわけで。

　いや――そこにはもう一つ、護狼の知らない真(しん)意(い)があった。

「空が、震えるほどの魔力？　これほどのことができる魔族など、そんなもの我以上の『階級(ランク)』にしかできないぞ？　だとすると父上か、それとも……？」

「へ？　ベルゼ、なんだって？」

　ぽつりと漏(も)らしたベルゼビュートの言葉に、つい護狼は反応する。その直後、さらなる変化が訪れた。

　轟(ごう)音(おん)と閃(せん)光(こう)が、《パンデモニウム学園》全体を揺らしたのだ。

「う、うわ――――――――っ!?」

　それは突如暗(あん)雲(うん)を裂(さ)いて駆け下りた、一(いち)条(じよう)の雷だった。いや、一(いつ)斉(せい)に無数の龍(りゆう)が群(むら)がるように、空からいくつも放たれる。慌てて耳を塞いでも、鼓(こ)膜(まく)が震えるほどだった。

　風が巻き起こり、豪(ごう)雨(う)が襲った。滝(たき)のような雨に打たれて、護狼は全身ずぶ濡(ぬ)れになる。ジャージが一気に水を含み、動けなくなるほどだ。

　だが、動けないのはこの場にいた、他の魔族たちも同様で――。

　いいや、ベルゼビュートやフェネクス、ザガンだけではなかった。修(しゆう)復(ふく)途(と)中(ちゆう)の《パンデモニウム学園》のあちこちから、魔族たちが顔を見せる。

　やまない雷の連続に、誰しもの姿がくっきりと染め上げられた。

　そんな彼ら彼女らの視線は、皆一様に同じ所に向けられている。そこに何があるのだろう？　――それを護狼が知る前に、『声』が響いた。

『このわらわからの、直(じき)々(じき)の通(つう)達(たつ)じゃ。未(み)熟(じゆく)者(もの)どもめ、ありがたく聞くがよいぞ？』

　轟音の中、奇妙なほど涼(すず)やかな『声』が聞こえた。あまりのことに護狼もはっ、と視線を上げる。直後、護狼は魅(み)入(い)られた。

（なっ……？）

　そこに、一人の絶(ぜつ)世(せい)の美女が現れていた。いや、巨大な虚(きよ)像(ぞう)である。

　暗雲を背景に、六枚の天使の羽を持つ、雅(みやび)な顔立ちの女性が佇(たたず)んでいた。着崩したような恰(かつ)好(こう)は、淫(いん)靡(び)でもある。煌(きら)めくような髪は長く、床まで垂れているようだ。

　そして豊満な胸元は、これでもかというほどに深い谷間を見せつけていた。

　ただし、色合いまではわからない。すべては寄り集まった雷が形作る、ヴィジョンにしか過ぎないからだ。その光の陰(いん)影(えい)の中、美女は怪(あや)しく微笑(ほほえ)んで――。

『貴様らが人間ごときに手ほどきを受けて、しばらく経(た)つな？　わらわたち魔族にとっては、歯(し)牙(が)にもかけぬ時間じゃが……人は、そうではなかったはずじゃ。それなりに、少しは成長できておろうの？　いいや、しておるに決まっている！　そうじゃな？』

　告げられたのは、あまりに一方的な内容だった。

『それでじゃ。喜べ――わらわが決めて、バアルとディアボロスにも通達しておいたぞ』

　は？　と誰もがあっけにとられる中、その『声』は締(し)めくくる。

『進展具合を見に行ってやろう。わらわたち三大魔族がのう？　フフフ――』

　楽しそうな笑い声を最後に、虚像が消えた。『声』はもう、ただの雷の音に戻る。

　それもやがては、噓(うそ)のように収(しゆう)束(そく)した。雷光は掻(か)き消(き)え、雨が途切れる。あれだけ厚かった雲さえ、一斉に空へと溶(と)けた。残ったのはもちろん、変わらずに浮かぶ三色の月である。それと、ぐしょぐしょに濡れた《パンデモニウム学園》と護狼たちだ。

「お、お母さまあっ!?」

　――その中で最初に声を上げたのはルシフェルだった。濡れた翼で学園から空へと飛び、消えた虚像に向かって叫ぶ。

「？　ルシフェルの、お母さんって……もしかして、今の？」

「ああ。そうだ……」

　護狼の呟(つぶや)きに答えたのは、側にいたベルゼビュートだ。濡れそぼった赤い髪もそのままに、彼女は顔を引きつらせている。

「魔王サタン！　……我らやルシフェルと同じ《王(クイーン)》階級(ランク)ではあるが――それはただ、唯(ゆい)一(いつ)の大魔王の座を、父上に奪(うば)われただけのこと。これほどのことをたやすくやってのけるほどの、魔力の持ち主とは」

　あのベルゼビュートが、ごくりと唾(つば)を飲み込んだ。

　強さのみがすべてである魔族たちは、上から《王(クイーン)》、《公爵(デユーク)》、《侯爵(カウント)》、《伯爵(マーキス)》、《子爵(バイカウント)》、《男爵(バロン)》の六つの階級(ランク)に分かれている。ベルゼビュートやルシフェル、アスタロトは《王(クイーン)》であり、料理人のザガンは《伯爵(マーキス)》、フェネクスは《子爵(バイカウント)》といった具合だ。

　それは絶対のものである。だが、そこに収まりきらない魔族がほんの一握りだけいる。圧倒的な力を持つ、魔王三人娘の親たちなのだ。

「そのサタンが、いや……ルシフェルの母親だけじゃなくって、アスタロトの親も？　それにベルゼの親の、大魔王までもが、《パンデモニウム学園》に来る？　それって」

　護狼はようやく理解する。

「つまり『授(じゆ)業(ぎよう)参(さん)観(かん)』ってことか？」

「……なんだと？　ゴロー、授業サンカ？」

　ベルゼビュートが首を捻(ひね)った。横にいたザガンやフェネクスも同様だ。

　だから護狼は改めて、詳しく説明をする。

「授業参観。親が、どういう授業が行われてるのか、自分の子供はどうしてるのか見に来るんだよ。普通は教師の方から、そういうのは通達するものなんだけど」

「授業を見に来る？　どうしているか、だとッ!?」

　瞬間、ベルゼビュートの顔色が変わった。「それを、サタンさまたちがでござるか？」「大魔王さままで、ですか？」と、ザガンとフェネクスも狼狽(うろた)える。

　いいや、彼女たちだけではない。静まりかえっていた中、人間よりも遙(はる)かに優(すぐ)れた聴(ちよう)覚(かく)を持つ魔族たちが、護狼の言葉を耳にした。すると学園のあちこちで騒ぎ始める。

「たっ、大変だ！　大魔王さまたちが来られる!?」

「出迎えの準備をっ！　そ、その前に……学園の修復を、すぐにー！」

「こ、こんな無(ぶ)様(ざま)な姿を見せたら命はないぞ？　急げ！」

　いきなり大混乱になった。「え、え？」と護狼はきょとんとするばかりだ。

　それほどまでに三大魔族の襲(しゆう)来(らい)は、大事件なのだろうか。ベルゼビュートさえ、慌てふためき頭を抱えた。

「父上が、来る……？　我を？　――ああっ、完(かん)璧(ぺき)にしないとッ！」

「ベルゼ？　いや、あの。別にそこまでしなくても、こういうのはだね」

　普段の自分を見せればいいから。そう続けようとした護狼の言葉は、あっさり掻き消された。一斉に何十体もの魔族たちが、地響きを立てる勢いで、ベルゼビュートを取り囲むようにやってきたのだ。口々に「ベルゼビュートさま！」「どうしたものか！」「ご指示を！」と叫ぶ。

　それは前の授業で『クラス委員長』の座を射止めた、彼女に課せられた使(し)命(めい)である。この混乱をまとめ上げなければいけないのだ。さすがにベルゼビュートも、次期大魔王を目指す魔王の一人として、すぐに「よ、よし」と冷静さを取り戻す。

「お主たちはとにかく、全員で学園の修復に当たるがいい！　だが、父上たちがいつ来られるかはわからんッ。まず、中より外側から手を着けろ。いいな！」

　行け！　彼女は鋭(するど)く命じる。戦(せん)々(せん)恐(きよう)々(きよう)とした魔族たちは一斉に、学園中に散っていった。もちろんザガンやフェネクスたちもだ。――空中に飛び上がっていたルシフェルも、こうはしていられないと降下し、塔の内部に消えていく。『アーちゃんに任せるのだ～！』という、頼もしい声もどこからか聞こえてきた。だが、ベルゼビュートだけはまだ、その場にいた。濡れ鼠(ねずみ)の護狼の前で、最後に振り向く。

「で。ゴロー、どうしたらいい？」

「は？　なに、ベルゼ。いったい」

「だから！　学園の、『器(うつわ)』の方は我がこうして指示を出した！　問題は……『中身』の方だッ！　きちんと授業を受けている、その成(せい)果(か)を見せねばならんのだぞ!?　そのきちんとというのは、どうやればいいのだと訊(き)いている！」

「え。あ、ああー」

「さあゴロー、それを教えろ！　早く！　さもなければ……」

「ちょっ、なんで拳(こぶし)握るの！　そ、そういうところがダメなんだってば！」

「うっ。……そ、それは」

　力に物を言わそうと、護狼の首根っこを摑み上げようとした、ベルゼビュートの手が離れた。意外にも、しゅんとした顔になる。それは「父にいいところを見せたい」とする、彼女のしおらしさだった。ふいのかわいらしい面に、護狼はうっ、と言葉に詰まる。

（って、危ない危ない。ここでまたうっかり「かわいい」だなんて言ったら、怒らせて殴り殺されるだけで。けど、それにしたって）

　ここまで魔族たちが、一つになったことがあっただろうか？　護狼は少し感心さえする。魔族の階級(ランク)制度が、それほどまでのものだということか。人間である護狼がどうあがいても太刀打(たちう)ちできない、絶(ぜつ)大(だい)な影響力だった。空(そら)恐(おそ)ろしくもあるけれど――。

（うらやましい……って俺、なに考えてんだ？　はは。あ、いや。……待てよ？）

　そうだ。護狼はふいに、「あること」を思いつく。――それは。

「《勇者心得》その２５６、『相手のピンチはこっちのチャンス』か。うまくいくか？」

「？　ゴロー？」

「いや。もちろん協力するってことさ。きちんとした授業ってのを見せつけてやるよ！」

　護狼は励(はげ)ますように、とびきりの笑顔をベルゼビュートにつくった。

　もっともすぐに「はくしょん！」と濡れたせいでクシャミが出て、恰好はつかなかったけれど。




†




　そして突然の「通達」から、あっという間に数日の時が流れた。

「……って、おおー!?」

　ようやく外(がい)観(かん)の修(しゆう)繕(ぜん)が終わった《パンデモニウム学園》で――その日も護狼は、学園に来るというサタンたち一行を少しでも早く見つけるために、朝から中央塔のテラスにいた。魔王少女たちの三つの寝室がある最上階に設(もう)けられた、《パンデモニウム学園》の高い城壁から外を眺(なが)められる、唯一のポイントである。

　しかし、今朝見えたのはまったく別のものであった。

「うわ。あれ、もしかして魔界の海なのか？」

　ジャージの襟(えり)をはためかせるほどに身を乗り出して、護狼は呻く。《パンデモニウム学園》は、浮(ふ)遊(ゆう)する円(えん)形(けい)状(じよう)の大地につくられた移(い)動(どう)要(よう)塞(さい)だ。月に一度しか開かない人間界への「穴」の出現場所を追って、ゆっくりと魔界を彷徨(さまよ)っている。

　ずっと黒い森の上を動いていた学園だが、ついにその端(はし)までやってきたらしい。三つの月の光を弾(はじ)く、広大な水面がいきなり広がっていた。

　その色は人間界の海とは違い、青くない。それどころか不気味に赤黒かった。

　けれどもどこか、潮(しお)の香(かお)りが風に乗って護狼のもとへも運ばれてくる。

「懐(なつ)かしいな……」

　ふと、そんな言葉を漏らしてしまう。

「――懐かしい、とはなんだ？　ゴロー」

「えっ。あ、ベルゼ？」

　そこに声をかけてきたのは、自分の寝室から出て来た、赤毛の魔王少女だった。連日の学園修復の作業などで眠いのか、あくびをしながら現れる。

「おはよう、ベルゼ。なんだ起きてたのか」

「フン。我は、魔族の『くらすいいんちょ』だぞ？　学園の外見の修復は終わったが、まだまだやるべきことは残っている。他のネボスケどもとは違うのだ」

　それはルシフェルとアスタロトのことを示すのか、護狼はちょっと苦笑する。二人は二人で連日遅くまで、出迎えの準備に明け暮れ、まだ後ろの寝室で眠っているのだ。

　ルシフェルの方は、隙(すき)があれば護狼にちょっかいを出そうとするせいでもあるが――。

「だから、前々から言ってるとおりですわ！　ゴローさまを落とすのが、手っ取り早いのですの！　……わたくしだけがまだ、『くらすいいんちょ』になれてないのですよ!?」

　と、いうことらしい。もっともそれを防ぐアレクトリアと共倒れになり、賢者少女もまだ寝ているという体たらくだが。

　だから今、護狼とベルゼビュートはこのテラスで二人きりだ。

　風が、そっと彼女の真紅の髪の毛をさらった。魔界の月光が織(お)りなす、玄(げん)妙(みよう)な輝きの中――髪を掻き上げるベルゼビュートの横顔は、特に凜(りん)として美しく見えた。

　それは「父が来る」と知ってから、誰よりも気を引き締めているせいなのか。

「？　ゴロー？　この我が質問しているのだぞッ」

「へ？　あ、ごめん。そうだった」

　つい見とれていて、という一言を飲み込んで、護狼は彼女の問いかけに答える。

「うん。こっちにも海があるんだなーって、そう思っただけだよ」

「海……？」

「ああ、ベルゼは知らないだろうけど。俺は小さい頃、海の見える町に住んでたんだ。……母さんが、体が弱くて。その保(ほ)養(よう)とかでね」

　護狼は小学校に上がる前のことを思い起こす。母が亡くなった後も、神(か)奈(な)川(がわ)県の湘(しよう)南(なん)に近い町の小学校に通っていたのだ。

（シーズンオフの時(じ)期(き)は、浜辺で野球やったりしたっけ。中学からは東京の、全(ぜん)寮(りよう)制(せい)の学校に行っちゃったけど）

「だからさ、懐かしいって感じたんだよ。もっともこっちの海は、人間界のとはまるで違うけどね？　もっと青くて、うん、空だって澄(す)み渡(わた)って！　それでいて……日が暮れる頃には、茜(あかね)色(いろ)に世界のすべてが染まるんだ。こればっかりは魔界しか知らないと、ちょっと想像もできないだろうけどね。はは」

「フン、別にそんなことはないぞ。……あ、いや」

「へ？　そう？」

　ベルゼビュートの意外な反応に、護狼は少し面(めん)食(く)らう。しかし彼女は何やらばつの悪そうな顔になった。それがどういう意味なのか、護狼にはわからなかったが。

「もしかして、魔界でもそうやって海を楽しんだりするの？　あ、たとえば水着になって浜辺で日光――じゃない、月光に当たったりとか、沖(おき)まで泳いではしゃいだりとかさ」

「――泳いだりするのが楽しいのか、人間は？　魔界の海を舐(な)めるなよ、ゴロー。そんなことをすれば魔(ま)獣(じゆう)どもの餌(え)食(じき)だぞ？」

「餌食……あ、ああー」

「我らのように知恵もない、魔族として認められぬ者どもだ。まあ、我ら魔族からすればそんな魔獣など、返り討ちにしてやるがな！　ククク」

　横で顔を引きつらせた護狼などお構いなしに、赤毛の魔王少女がにやりと笑った。訊いた護狼がバカだったのだ。

　が、ふと。そんなベルゼビュートの表情が、急に強(こわ)張(ば)った。

　なんだ？　護狼は遅れて、彼女の視線の先を追う。原因はすぐにわかった。

「ん？　あれって……」

　赤黒い水平線の向こう側。そこに何かの「影」がぽつん、と見える。

　護狼はよくよく目を凝(こ)らし、ようやくそれが船だということに気付いた。そう、大きな帆船のシルエットをしていたのだ。その船はみるみるうちに、水面を蹴(け)るかのごとく真っ直ぐに《パンデモニウム学園》へと近づいてきて――。

「アスタロトが父親につくった、《魔法生物(クリーチヤー)》９号だッ！」

「へ？　あんなのが、《魔法生物(クリーチヤー)》だって!?　じゃあ……」

「起きろ、アスタロト！　ついでにルシフェル!!　おそらく、来たぞ―――――ッ！」

　驚く護狼を捨て置いて、ベルゼビュートが背後に向かって呼びかけた。そこにある寝室の方から、『にゃふっ!?』「な、なんですってー？」という声が交(こう)錯(さく)する。

　そしてそのときには、赤毛の魔王少女はテラスの外へと飛び出していた。真っ逆さまに、何十メートルも下へと体を踊(おど)らせた。

「うわあ、ベルゼっ!?」

　護狼が慌ててテラスの手すりに駆け寄るが、強(きよう)靭(じん)な肉体を持つ彼女に心配は無用だ。中央塔から出っ張った屋根や、わずかな段差を蹴りながら、「出迎えの準備をしろおッ!!」と続けて吼(ほ)えた。

　その叫びは学園中に轟(とどろ)いて、魔族たちが一斉に動き出す。翼を持つ者はそのまま手近な窓から飛び出し、ベルゼビュートの後を追って、学園の閉ざされた正門の方へと向かって行った。もちろん護狼も呆(ほう)けている場合ではない。

「って、あいつ！　お、俺だって一緒につれていってくれればいいのに！」

「――《五代目》さま？　今の聞こえましたか？」

　そこに階(かい)下(か)で休んでいたアレクトリアまでもが、手早く支(し)度(たく)を済ませて、修(しゆう)道(どう)女(じよ)姿(すがた)で現れる。ちょっと前がはだけていて、淑(しゆく)女(じよ)モードでないのは愛(あい)嬌(きよう)か。

　その彼女と護狼は目配せする。なぜならこの学園で、二人きりの教師だからだ。

「とにかく……俺たちも、下に行こう！　担任と副担任が遅(ち)刻(こく)じゃ話にならないよ。って、ここからだと下まで行くのが大変だけどっ」

「はい。では《五代目》さま、お摑まりください」

「へ？　なに――って、うわわわわ！」

　差し出されたアレクトリアの手を、何気なく取った瞬間、護狼は勢いよく引き寄せられた。そのまま赤毛の魔王少女のように、テラスから空中へと飛び上がる。もちろん、アレクトリアとともに、だ。

　賢者少女の手から細いワイヤーが伸び、テラス脇の頑丈な柱に食いついていた。それを命(いのち)綱(づな)にして、彼女は護狼を抱きしめて、飛び降りたのだ。

「だあああっ、アリア！　ちょっと、いきなりは危ないって―――っ!?」

「騒がないでください、《五代目》さま。舌を嚙(か)みますよ。あと、アナタは死んでもどうせ生き返るのですがなにか」

　そういう問題!?　という悲(ひ)鳴(めい)さえ飲み込んで、護狼はアレクトリアにしがみついた。




「まったく――。もう少し、勇者らしくしてくださいませ。《五代目》さま」

「へ？　い、いや、だって……」

　垂直に中央塔をワイヤーで降りきってから、きゅっと縮(ちぢ)んだ胃の辺りを押さえる護狼に、賢者の少女が苦言を呈(てい)する。

「ワタシは賢者の血筋を勇者に戻すため、アナタと子を成さねばならないのです。その父親がこの程度で参るだなんて、神も呆(あき)れ返りますよ」

「その、確定したみたいな言い方は勘(かん)弁(べん)してよ。――と、とにかく」

　俺たちも行こう！　護狼は魔族たちの後を追い、アレクトリアと駆け出した。

　向かうのは石(いし)畳(だたみ)の敷(し)き詰(つ)められた、噴(ふん)水(すい)のある広場だ。

　見覚えのある、巨大な円の模(も)様(よう)が刻(きざ)み込まれたそこは、護狼が初めてこの魔界に降り立った場所。人間界との「穴」を捉(とら)える、特殊な魔(ま)方(ほう)陣(じん)のある場所だった。

　その前に、ベルゼビュートを筆(ひつ)頭(とう)にして、魔族のほとんどが集まっていた。遅れて空からルシフェルが、『うにゃっ！』と地を蹴りアスタロトが到着する。ようやく揃(そろ)った魔族たち全員で、自(おの)ずと正面の城壁を見上げていた。

　いいや、分厚い鈍(にび)色(いろ)の壁の中、その一部は巨大なアーチ型となっている。護狼が一度も開くのを見たことがない正門が、そこにはあった。そして。

「……来たぞッ」

　ベルゼビュートが短く告げる。するとアーチ型に石が組まれただけであった正門は、突(とつ)如(じよ)として左右に割れた。石そのものが避けるように、蠢(うごめ)いたのだ。瞬間――。

（うっ!?）

　護狼は息を詰まらせた。空気が、震えた。風が流れ込んできたのではない。見えないプレッシャーのようなものが、びりびりとすべてをわななかせたのだ。

　それは殺気に近いものか。「は、ぐっ！」と護狼よりも、隣にいたアレクトリアが敏(びん)感(かん)に感じ取り、聖(せい)帽(ぼう)の下で無数の汗を噴き出させた。彼女は思わず、胸に提(さ)げた十(じゆう)字(じ)架(か)さえも握りしめる。――そして圧倒的な存在感とともに、開いた正門の向こうから、プレッシャーの塊(かたまり)がやってきた。

　正門の向こうに横付けされたのは、幽(ゆう)霊(れい)船(せん)のごとき形の、不(ぶ)気(き)味(み)な空飛ぶ船だった。いや、船の形をした生き物である。黒光りする木製の巨体をくねらせ、大口を開く。

　そこから舌のように伸びた艀(はしけ)を踏んで、一人の美女がふうわり、と飛んできた。

　六枚の翼を持った、まるで天(てん)女(によ)のごとき気品と、淫(みだ)らな雰囲気を身に纏(まと)う――あの雷光でのメッセージをよこした、白銀色の長い髪を持つ魔族だ。

「皆の者、出迎えごくろうじゃ」

　金色に輝く両の瞳(ひとみ)を細めて、魔王サタンがころころと笑う。

　しかしそれだけで居並ぶ魔族の誰もが、射すくめられたように息を呑んだ。

「少し遅くなったが、ディアボロスが船を出してくれると言ってくれての？　つい、船旅を楽しんでしまったのじゃ。フフ、これから貴様たちの成長ぶりを堪(たん)能(のう)させてもらうというのに、のう。ちとはしゃぎすぎたか？」

「お母さま！　ご無(ぶ)沙(さ)汰(た)しておりますっ」

　真っ先に動いたのは、サタンの娘であるルシフェルだった。魔族たちが揃って頭(こうべ)を垂れる中、進み出てドレスのスカートを軽く持ち上げ、会(え)釈(しやく)する。

「ご機(き)嫌(げん)麗(うるわ)しそうで、ルシフェルは嬉(うれ)しく思いますわ！」

「ああ、ルシフェル。わらわも会いたかったぞ。――ときに、そなただけ他の若(じやく)輩(はい)魔王どもの中で、一歩後れを取っているのではないか？　確か……『くらすいいんちょ』とやら、だったか？　それになれてないとか」

「へうえっ!?　ど、どうしてそれを……わ、わわわっ！」

　さっきまでの優(ゆう)雅(が)さはどこへやら、ルシフェルの表情が崩れた。フフ、とサタンがいっそう目を細める。あの銀髪の魔王少女さえ硬(こう)直(ちよく)するほどの、氷のような微(び)笑(しよう)だった。
















「わらわ直(ちよく)属(ぞく)の家臣である、パイモンから少しな？」

「ぱ、パイモン？　って、学園にいてどうやってですの!?」

「そこはそれ。わらわにできぬことがあるはずもないじゃろう？　のう」

　唐突に名前を出されたのは、ルシフェルのすぐ後ろに控えていた、オレンジの髪の少女型魔族だ。

　あくまで少女「型」でしかなく、恰好もミニスカートにヘソ出しルックではあるが、両(りよう)性(せい)具(ぐ)有(ゆう)なのだという。自らの性別を選べるパイモンは、自(じ)称(しよう)「男」ということだが。

　そのパイモンが気まずそうに、振り向いたルシフェルから目を逸(そ)らした。

「パイモン～～～？　あなた、どうしてわたくしのことを！」

「……だからぼくがお仕えするのは、サタンさまなんですってば。ぼくを付き従えたくば、それなりの力を見せつけてくださいよーだ」

「うううっ、この、ほんっと余計なことばっかり！　せっかくおとなしくしていると思ったら、陰でこそこそお母さまと!?」

「詳しく訊いておるぞ？　一回目はアスタロトに、二回目はベルゼビュートにしてやられたとか。この、わらわの『一魔娘』が、のう？」

　あくまでにこやかにサタンが続ける。が、見えない圧力が瞬間的に増大するのを、護狼でさえ感じ取った。ひっ、と銀髪の魔王少女が慌てて母に向き直る。

「だっ、大丈夫ですわ！　このルシフェル、あえてベルゼやアスタロトの顔を立てて差し上げたのですよ？　ここからはもちろん、億(おく)千(せん)の差をつけてわたくしが――」

「億万、の大差はつけてもらわんとのう？　せめて」

　娘がすべて言い終わるより先に、サタンがあっさり釘(くぎ)を刺した。それだけでルシフェルはもう、押(お)し黙(だま)るより他にない。

　――そのままサタンは一見にこやかな表情を、今度はつい、と横に向けた。

　そこにいたのは護狼と賢者少女の、初顔合わせになる人間の二人だ。

「ま、判断するのはそこな人間の方であったか？　ならばこそ圧倒的に、手心を加えられてもねじ伏せるほどでなければのう」

　口元を優雅な動きで軽く抑え、サタンが教師である自分たちをも牽(けん)制(せい)した。

　それは言いがかりもいいところの、とんでもない嫌みである。だから。

「そ、そういうことはしないですよ、サタンさん」

　護狼が前へと進み出て、しっかりと反論する。「《五代目》さま？」とうわずった声を、アレクトリアが漏らす。それは護狼の行(こう)為(い)が、無(む)謀(ぼう)だと思ってのことか。

　もちろん護狼も、サタンの異様な重圧は感じ取っていた。麻(ま)痺(ひ)しているわけではない。

（それでも、俺がいちいち臆(おく)してて、どうするっての？）

　――そんなものは魔界にいれば、そもそも「同じこと」なのだ。どの魔族と相対しても、いざとなれば護狼はあっさり殺されるだろう。いまさらだ。

（《勇者心得》その２０１にだって、『嫌々でもやるしかない』ってあるし。なんか諦(あきら)めの言葉っぽいけど……とにかく「死なない」俺だからこそ教師役にさせられたわけで）

　自分の役目は十分にわかっていた。だから護狼は開き直り、堂々とサタンに向かって右手さえ差し出した。

「初めまして、俺が《パンデモニウム学園》を任された、《五代目》勇者の村(むら)雲(くも)護狼です」

「ほう？」

　サタンが少し驚いたのか、口元に手を当てたまま、護狼の顔と右手とを見やる。

「ああ、これは人間式の友好の挨(あい)拶(さつ)、『握(あく)手(しゆ)』というものです。いかがですか？」

「それは……なるほど。愚(ぐ)直(ちよく)に見えるが、そうでもない、ということかのう？」

「え？　あ、別に他意は」

　ないんですけど、という言葉を飲み込んで、護狼は遅れてはっと気付く。

　ここにいる魔族たちは全員、固(かた)唾(ず)を呑んでサタンの一(いつ)挙(きよ)手(しゆ)一(いつ)投(とう)足(そく)を見守っている。その彼女に「友好の証(あかし)」を最初に結ばせることは、ある種の駆け引きなのかもしれない。故に、サタンがわずかに躊(ため)躇(らい)を見せた。

　それでもここで断ることは、彼女の立場上できないのだろう。やがて口元から手を離し、右手を出した。護狼と握手を交わそうと――。




「アスタロト―――！　わしの娘よ！」

　だが、そのとき。緊迫した空気を破ったのは、突然聞こえたそんな大声であった。

　ずどん！　と学園の地面が激しく揺れた。「おわわ!?」と護狼などは思わずよろめく。

　その原因は、サタンに続いて船型の《魔法生物(クリーチヤー)》の口から飛び出してきた、一体の巨大な魔族のせいだった。学園にいるドラゴン型の魔族ブネよりも大きな、身(み)の丈(たけ)五メートルはあろう大男だった。その全身は黒い体毛に覆われている。いや、よく見ると頭には、ちょこんと二つの耳がのっかっていた。――ネコミミのようである。

　それはさながら『にゃふっ！』と反応した、アスタロトの姿とそっくりだった。

　しかし彼女の《魔法生物(クリーチヤー)》とは異なり、単に「似せた恰好」であるようだ。肉球のかわりにごつい爪が生やされていて、尻尾は一本の大(だい)蛇(じや)となり、その腰にベルトのように絡(から)まっていた。また、ネコミミの下にはボタンの目や口はなく、かわりに野(や)獣(じゆう)のごとき無(ぶ)骨(こつ)な強(こわ)面(もて)が覗(のぞ)いている。その顔には、あちこちに無数の傷が刻まれていて――地響きを立てて近づいてくるその魔族に、さすがに護狼も後ずさった。

　だが、ぎょろりとエメラルド色の目玉が動き、小(こ)柄(がら)な愛(まな)娘(むすめ)を捉えると――。

「おおー！　元気そうであーる、アスタロト～！」

　ふにゃり、とその強面がやわらかく崩れた。だらしない父親のそれになる。跪(ひざまず)き、大きな両腕を開いた。そこに飛び込んでいくのは、四つ足で駆けたアスタロトである。

『お久しぶりなのだ、お父ちゃん！　ってアーちゃんが言ってるのだあ！　にゃはー！』

「本当である！　わし一番の娘であるアスタロトに会えなくて、寂しかったであ～る！」

　アスタロトを両手の中に包み込んで、その巨体の魔族、魔王ディアボロスが頰(ほお)ずりした。いつも無表情なアスタロトも、このときばかりはさすがに困ったような顔をする。

『にゃむうっ、くすぐったいってアーちゃんが～』

「少し背が伸びたのであるか？　魔力も、順調に強まっているである？」

　周囲の目などお構いなしだ。おそろいの着ぐるみを着たような魔族の親子は、ひとしきり一方的な抱(ほう)擁(よう)を続ける。はあー、とあっけにとられるのは護狼だった。

「これがアスタロトのお父さん？　はは、意外と娘思いの魔族なんだなあ……」

「当然だ。アスタロトはディアボロス家の百を超える兄弟の中で、もっとも素質のある娘だからな」

「？　ベルゼ？　へえー」

　ぼそりと横で呟かれた、黒猫の魔王少女とは幼なじみになるベルゼビュートの言葉に、護狼はなんとなく理解する。

「って、百を超える兄弟？　そんなにいるのか、アスタロトの家族って。知らなかった」

　意外な事実に驚かされるが、何より護狼はほっとしていた。それは魔族にも、家族愛というものがあることを、こうして目(もく)撃(げき)したからだ。

　そう、アスタロトにしろルシフェルにしろ、それぞれに親子関係を築(きず)いている。

（あ。次は……）

　護狼は、緊張しているベルゼビュートの様子に気付いた。さきほどの呟きも、どこか心ここにあらず、といった感じだ。彼女は巨体のディアボロスの、その向こう側を見つめている。そこに横付けされた船の口から、最後の一人が現れて――。

　だが、「えっ？」とベルゼビュートが戸(と)惑(まど)いを見せた。抱き合うディアボロスの巨体の脇を通り、静かに姿を見せたのは、ローブのようなものを着た青年魔族だ。背が高く、顔を半(はん)透(とう)明(めい)のベールで覆っている。

　あれ？　と護狼も違(い)和(わ)感(かん)を覚える。それはどう見ても、赤毛に黒い角を持つルシフェルとは、似ていないように思えたからだ。

「ルキフゲス？　どうして、お主が？」

　やがてベルゼビュートがそう呻いた。それが答えだ。

　現れた三人目の魔族は、彼女の父である大魔王バアル・ゼブブではなかったのだ。

　盲(もう)目(もく)の青年魔族ルキフゲスが、赤毛の魔王少女の前で大(おお)仰(ぎよう)に頭を垂れた。

「ご無沙汰をしております、ベルゼビュートさま。大魔王さまの代役として、一《公爵(デユーク)》ふぜいではありますが、このたびは宰(さい)相(しよう)の私めが参上いたしました」

「……そうか。大(たい)儀(ぎ)だ、ルキフゲス」

　肩すかしを食らってか、ベルゼビュートはそう返すのが精一杯だ。

　かわりに「おお、そうそう」と続けたのはサタンだった。

「バアルが来れないというのでの、かわりにそやつをよこしおった。まったくあやつ、ちっとも姿を見せぬが、なにをしておるのじゃろうな。のう、宰相殿(どの)？」

「それは――すでにお話ししましたとおり。我が主(あるじ)は多(た)忙(ぼう)につき、ということです」

「ふーん、どうだかのう。大方どこかの女にでも入れ込んでいるのかもしれぬな？」

　サタンが笑顔の重圧を向ける。が、魔王より階級(ランク)が劣(おと)る青年魔族は、わずかに首をすくめただけで耐(た)えてみせた。それなりの力量は持ち合わせているのだろう。

（そういえば、宰相って？　あっ）

　護狼はあることを思い出す。それは魔界に来ることとなった、きっかけの一つだ。

『大魔王に仕(つか)える宰相ってのがだな、予言の能力に長(た)けているらしい。で、いきなりそいつが「一年後に新たな大魔王が魔界を統(す)べることになる」って、予知したんだとさ』

　――いつか父に言われた言葉がよみがえった。

（この魔族が、その予知の魔族？）

　いわゆる、大魔王の右腕的存在になるのだろう。サタンの圧力をやりすごしたルキフゲスは、しかしなぜか、ふいに額(ひたい)の第三の目を護狼に向けた。

「ああ、貴(き)公(こう)が人間の勇者ですか？」

「へ？　ええ、はい。俺ですけど……」

「『彷徨いしとき』には、『過去の繋(つな)がり』が、貴公を『未来に導く』――」

「な……なんですかいきなり？」

　急に顔を寄せられて、耳元で囁(ささや)かれた。突然の事態に護狼は困(こん)惑(わく)するばかりである。けれどもルキフゲスは二度告げない。人差し指を一つ立てて、額の瞳を閉じるだけだ。

「お近づきの印です。私は傍(ぼう)観(かん)するのみですから」

「？　は、はあ」

　護狼にはさっぱりわからなくて、生返事をするばかりだった。

（でも、確か……。この魔族の予言は、一〇〇パーセント当たるんだっけ？　だからこそ次世代の大魔王を決めるために、この《パンデモニウム学園》ができたわけで？）

　余計に混乱するものの、これで父兄は揃ったようだ。サタン、ディアボロス、ルキフゲスを学院に残し、城壁の正門が閉ざされていく。その向こうで生きる船が、自らロープを張り巡らして、体を浮遊する土台に固定するのが最後に見られた。

「と、とにかくっ！　……お母さまたちが来られたのですし、さっそく『授業サンカ』とやらをしましょうか、ゴローさま？」

　真っ先に気持ちを切り替えたのはルシフェルだった。ぽふっ、といつもより強めに手のひらを打ち、護狼を促し母親に宣(せん)言(げん)する。

「どうパイモンから訊いたかは知りませんが、これまでの成果をご覧に入れますわ！」

「フフ、楽しみにしておるぞ、ルシフェル。さて」

　行こうか、とばかりにサタンが動いた。それを合図にルシフェルが、その他大勢の魔族たちが一斉に動いた。ぞろぞろと学園に向かって歩き出す。

　そのときになって護狼はふと、差し出したままになっていた、自分の右手に気が付いた。サタンとの握手は、なんだかんだでうやむやになったのだ。

（しまった？　たまたまだったけど。教師としてはあのときちゃんと、握手を交わしておくべきだったのに……なにやってんだか、俺）

「《五代目》さま。見直しました」

「ほんと俺って、ダメで……はい？」

　思わずぼやいた自分の脇から、唐突に小声で褒(ほ)められた。護狼はぎょっとして横を向く。そこにいたのは一緒に歩く、金髪の賢者少女であった。

「え、なにが？　アリア」

「……。将来の夫として、見直したという話ですがなにか？　ふふ」

「？　よしてくれよ」

　こんなときに、と護狼はそれで終わらせた。それよりも改めて、彼女に目配せする。

「わかってると思うけど、ここからが本番だから。俺たちもがんばろう」

「はい。それはもう、《五代目》さまの考えた、あのプランどおりに」

　さっきから表情の固かったアレクトリアが、ようやくにこっ、と笑ってみせた。




††




　かくして、ついに《パンデモニウム学園》での授業参観が始まる――。

「きりーつ！」

　中央塔の一階にある大広間にて、護狼は声を張り上げた。ただしそこは従(じゆう)来(らい)のような、三つの玉(ぎよく)座(ざ)のみを構えた造りにはなっていない。授業参観を知って慌てる魔族たちに、護狼が「これだ！」と思いついた形状へと、無理矢理改装させたのだ。

　脇を流れる水路や、高い天井まで伸びた石の柱はそのままだが――あの十三段も積み重なっていた床は、真っ平らになっている。そこには今、石でできた大小様々な机と椅(い)子(す)が、きちんと列を作って並んでいた。もちろん席に着くのは生徒である魔族たちだ。

　ベルゼビュートもルシフェルも、アスタロトも号(ごう)令(れい)に従い、事前に教えていたとおりに腰を上げる。そんな彼女たちの恰好もまた、護狼が用意させた「制服」を着込んでいた。男は当然詰め襟を、女はセーラー服を仕立て屋魔族のシトリーに用意させたのだ。

　ドラゴン型の大柄なブネも、尾の穴が空けられた詰め襟姿だ。横では同じ大きさになったクラゲ似のフォルネウスも、どうやら男だったようで、黒い上着を引っかけている。

　一方両性具有のパイモンはというと、自分で「男寄りです！」と言う割には、女子の制服を身につけていた。選んだ結果、そっちの方が似合うから、とのことらしい。

　もっとも護狼は気にしない。大切なのは『形から入る』ということなのだ。

「要は『いかに人間のことがよくわかってるか』を、見せつけてやればいいんだろ？　なら……人間界とそっくりそのままの授業を、とことん再現してやろうじゃないか！」

　――それが、護狼の思いついた「作戦」なのだ。もちろん魔族たちを巻き込むために、今回もいつもの授業と同じように、クラス委員長の座を賭(か)けた勝負にしてある。

　テーマは「つまりもっとも『魔族らしくない』者が優勝だ！」ということで――その効果はてきめんだった。制服を最初に受け渡したときこそ、てんやわんやだったけれど。

「れーい！　ちゃくせーき！」

　続く護狼の号令にも、皆がきちんと従って腰を下ろした。慣れないスカートに顔を引きつらせていたベルゼビュートや、「胸がきついですわ！」と文句を言っていたルシフェルも、一番前の席でおとなしいものだ。普段は落ち着きのないアスタロトさえ、この状況を楽しんでいるのか、着ぐるみの上からセーラー服を着て背筋をぴんと伸ばしていた。

　そんな様子に感心するのは、教室の後ろに移(い)設(せつ)された玉座に座る親たちだ。「ほう」とサタンが、椅子に座りきれずにあぐらを掻く巨体のディアボロスと顔を見合わせる。

　だがもっとも心震わせていたのは、大広間の教室を見渡す、教(きよう)壇(だん)にいる護狼だった。

（俺の言葉に従って、魔族たちが素直に言うことを聞いてくれるだなんて……ううっ！）

　あまりのことに感(かん)極(きわ)まって、言葉が出なくなってしまう。それを察したかのように、横から「コーン！」と、硬(こう)質(しつ)な金属音が放たれた。チャイムのかわりを受け持った、脇に控えるアレクトリアが、二丁の銃字架(クロスガン)どうしを打ち鳴らしたのだ。

「あの、《五代目》さま。もう授業は始まっていますがなにか？」

「そ、そうだった……ありがと、アリア。ええと――じゃあ、一時間目の授業を始める！」

　ようやく我に返った護狼は、教壇の裏に隠してあったリュックから、いくつかの本を取り出した。それらは人間界から持ち込んだ、教科書の数々である。

　その中から護狼が手に取ったのは、『たのしい算(さん)数(すう)１』だった。

「事前に言っておいたけど、今日は算数というものをやるぞ！　これがどういうものか、覚えてる生徒は挙(きよ)手(しゆ)ー！」

「はい、はい！　はーい、ですわっ！」

　真っ先に手を挙(あ)げたのはルシフェルだった。母親が来ているせいで、一番やる気なのは彼女なのだ。最前列の中央の席を陣(じん)取(ど)っているところからも、そのことはよくわかる。あまりの早さに、彼女の両脇にいたベルゼビュートやアスタロトも目を丸くした。

　だから、もちろん護狼はルシフェルを指名する。

「よし、ルシフェル。答えてみて？」

「ええ。……さんすうとは、モノの数を数える、人間の学問のことですわ！」

「そのとおり！　正解だよ」

「うふふ、当然ですわ！」

　一歩リードしたことを見せつけるかのように、ルシフェルはわざわざ軽く振り返り、母のサタンにアピールする。

　ついでに「ふふん」と隣の赤毛の魔王少女や後席のパイモンに、優雅な笑みで余(よ)裕(ゆう)を見せつけた。ベルゼビュートがあからさまに、むっとした表情になる。今日やる授業については、あらかじめ簡単に説明はしていたので、これくらい誰でも正解できるのだ。

　けれども、ついでに調子に乗りすぎるのがルシフェルの悪いところだった。

「しかしそんなものをわざわざ学問にまでしないと数も数えられないだなんて、さすがは低級な人間のことですわ！　でもわたくしたちとの億千もの差を感じ取るには、いいのかもしれませんわね？　ね、ゴローさま？」

「あの、余計なことはいいから、ルシフェル。それと俺のことは先生って呼べ、とだね」

「はっ！」

　うっかりしてましたわ！　とルシフェルが青ざめた。今度はベルゼビュートがほくそ笑む番だ。その気配を感じ取り、ルシフェルはすぐにぎらり、と眼(がん)光(こう)に鋭さを宿(やど)す。

　普段ならそのまま、口(くち)喧(げん)嘩(か)が始まっているところだ。けれどもさすがに親の目があるからだろう。二人とも無言の火花を散らしたまま、やがて教壇に向き直った。

（なんだこの、冷戦？　わかるぞ……ルシフェルやベルゼが、なにを考えてるのか！）

　お互い、次の質問が来たら真っ先に答えよう、という魂(こん)胆(たん)か？　その隣(となり)ではアスタロトまでも、黒猫のボタン目をらんらんと輝かせて待(たい)機(き)している。彼女は彼女で単純に、どんな問いかけが来るのか興(きよう)味(み)津(しん)々(しん)なのだろう。――きっと、次の挙手争いは大変なことになる！　護狼はそう予感せざるを得なかった。ごくり、とつい喉(のど)を鳴らす。

「と、とにかく授業を続けるよ。算数はさっき答えてもらったように、モノの数についての学問なんだ。それで、簡単な問題をやってみようか？」

　いろいろ思うところはあれど、護狼は人間界式の授業をやるだけだ。護狼は自分の背後を見る。そこには黒く塗(ぬ)られた、薄い一枚岩があった。その上で、光る素材を固めた魔界製のチョークを走らせる。授業内容は魔族にもわかるようにと、きちんと考えてあった。護狼が描き上げたのは、皿の上にのった六つの「骨付き肉」のイラストだ。

「さあ！　ここに六皿ぶんの肉料理があるとする！　これを三人で公平にわけたとき、一人あたり何皿になるでしょーか？　わかるヤツ、挙手ー！」




　そんな感じで護狼は授業を進めていく。

「って、えええ？　六皿全部、魔王階級(ランク)のわたくしが食べてはいけないのですか？　だって公平にって、そういう――」

「いや、違うから！　それは魔界の常識であって、こっちは人間の授業だってばっ」

『にゃはーい！　そのお肉を預けてくれれば、魔法で培(ばい)養(よう)して増やしてあげるってアーちゃんが言ってるのだー！　つまりいくらでもわけられるのだ！』

「……そういう問題じゃないし！　おいー？」

　毎回とんでもない回答が出るものの、算数を終えて、次は国語の教科書を使っての日本語の授業に。書き取りが中心のそれが終わると、教師を賢者少女にバトンタッチする。

　彼女の指(し)導(どう)で今度は、英語の基(き)礎(そ)の勉強になった。護狼の疲(ひ)労(ろう)も考(こう)慮(りよ)して、アレクトリアが自ら進んで買って出たのだ。

「では、まずは挨拶からいきましょう。こんにちは、は『Hello(ヘロウ)』と……」

　けれども、魔族たちは「勇者である護狼が次期大魔王を決める権限を持つ」から、従っているのである。アレクトリアに関しては、銃字架(クロスガン)を操るその強さを認めてはいるものの、それだけだ。――フン、と鼻を鳴らしたのは赤毛の魔王少女だった。

「えいご、だと？　くだらんな。さっきはニホン語の勉強とやらで、今度は別の言語か？そんなもの、我ら魔族になんとなる？」

「！　言いますね、ベルゼビュート。なにか？」

「だから。我々は魔法で、キサマらと同じ言語を使えるようにしているだけだ。この学園ではな。だから、今日来た三大魔族の方々の言葉も、理解できるだろう？」

　素っ気なくベルゼビュートが説明する。あ、と護狼も理解した。

（しまった、てことは？）

「要するにだ。だから、翻(ほん)訳(やく)に関しての授業など、無意味だと言っているのだ」

　そのとおりだ。彼女たちにとっては、今共通言語として使っている日本語も英語も大差がないのだ。うっ、とアレクトリアが言葉に詰まる。そこまでは考えていなかったのだろう。もちろん護狼も同様で、どうしたものかと横で焦(あせ)る。だが――賢者の少女はすぐに落ち着きを取り戻した。にこやかにベルゼビュートの批(ひ)判(はん)を受け流す。

「そうですか、失礼しました。ではもっと、文化的な面から英語というものを扱ってみましょうか？　そう、魔界にはない、英語圏(けん)独自の意味を持つ仕(し)草(ぐさ)とかはいかがです？」

　ほら。と、アレクトリアは皆の前に、片手で「あるジェスチャー」をつくってみせた。

　それは中指を押っ立てた、とんでもないもので――！

「さあこれは、どういう意味を持つでしょう？　せいぜい想像してくださいね」

「だああっ、アリア!?　それアウトだから！　そんなの教えちゃダメだってばー！」

「そうですか？　では、こんなのならどうでしょう」

　慌てて止めに入った護狼の前で、今度は親指を勢いよく真下に向けるアレクトリアだった。それもダメだ！　護狼は頭を抱えたくなる。

　一方、魔族たちはさっぱり意味がわからずに、当然きょとんとするばかりだ。

『にゃふー？　それってどういう意味なのだって、アーちゃんが訊きたがってるのだ！ゴロちゃあんっ』

「へ？　いや、あの。これは……あんまりいい意味じゃなくって、だね。その――な、なんとなくそれだけで察してくれ！」

　質問してきたアスタロトに、護狼はそう伝えるのが精一杯であった。その後ろでアレクトリアが、「日本だと確かこうなります」と、アカンベーまでしていたけれど。

　聡(そう)明(めい)なアスタロトはそれだけでわかったのか、ネコミミをぴこぴこさせて小さく頷(うなず)く。他の魔族たちはなかなか察しきれないようだが、それでもアレクトリアの不(ふ)愉(ゆ)快(かい)な顔に、嫌な気分にはなったようだ。ベルゼビュートも苛(いら)立(だ)ちを隠さない。

（？　いや、というか……ベルゼは）

　そういえばずっと不機嫌な気がする。護狼は今になってそんなことに気が付いた。

　護狼が懸(け)念(ねん)した挙手争いにも、どうも一歩出遅れる。まるでやる気がないようだった。あれほどクラス委員長として積極的に準備をしてきた、授業参観だというのに――。

　その理由は、護狼にはなんとなくわかった。ついちらりと見てしまったのは、教室の後ろに居座る父兄たち。その中で唯一の代理の魔族、ルキフゲスの姿だった。

（うん。もしかして、ベルゼって……）

「まあいいでしょう。では、魔族の知らない『神(しん)学(がく)』についてなど、いかがですか？」

　護狼が思(し)案(あん)する間に、アレクトリアが授業をそう立て直した。神への信(しん)仰(こう)心(しん)を力に変える彼女は、十字架の形に合体させた銃字架(クロスガン)を握りしめ、まずは祈る。

「いいえ、ぜひ魔族には知っておいてもらわねばなりませんね。賢者のワタシや勇者に神秘の力を与える、神という存在を。……魔と神は相対する存在ですが――神の御(み)心(こころ)は、寛(かん)大(だい)です。語られることをお許しになられるでしょう。Amen(アーメン)」

「へ？　いや、アリア？　その、さすがにいきなり宗教の授業はどうかと？」

「なにを言っているのですか、《五代目》さま。ちょうどいい機会です、アナタさまもどうぞ神について一緒に学んでくださいませ！」

　敬(けい)虔(けん)なる賢者少女は、こうなったら問答無用だ。止めようとした護狼さえ笑顔で押し切り、修道服の長いスカートを翻(ひるがえ)して、アレクトリアが黒板に向いた。「まずは神の概(がい)念(ねん)からいきましょう！」と、鮮(あざ)やかな筆(ひつ)記(き)体(たい)で何やらびっしり書き込んでいく。

　完全に暴走状態だ。頰すら紅(こう)潮(ちよう)させた一心不乱なアレクトリアは、魔族たちが文字までは読めないことにも気付かない。皆、埋(う)め尽(つ)くされる文字群をぽかんと眺(なが)めるだけだ。

「神は真(しん)理(り)なのです！　多くの人間がその奇(き)蹟(せき)に触れ、こうしていくつかの言葉を遺されました。人の世界に宿りし、見えざる手！　神は確かにワタシたちの側に息づいているのです！　魔と渡り合うための、唯一の超常の力すら授(さず)けて！　はあはあ！」

「フフフ。人間の認識というものは、しょせんその程度よのう？」

　けれども、興(こう)奮(ふん)するアレクトリアに水を差す声があった。

　それは父兄席にいる、サタンの放ったものである。突然のことにその横で、ルキフゲスまでもが驚いたような反応を見せる。サタンを挟んだ反対側であぐらを掻いた巨体のディアボロスは、授業に飽きてかいびきもかかずに寝ていたけれど。

　そして振り返った賢者少女が、薄い微笑を湛(たた)えたサタンと視線を交わらせる。

「……。今のはどういう意味でしょうか？　ルシフェルの親(おや)御(ご)さま」

「そのままの意味じゃが？　神など実在せぬ、ただの自然の力ということじゃ。それをよく、ありがたく盲信して。これを滑(こつ)稽(けい)と言わずしてなんとする？　フフフフ」

　口元に手を当てて、本当におかしそうにサタンが笑った。

「ああ。魔族より億万倍は短命で、書物などでしか伝え残すことのできぬ人間には、仕方のないことかのう？　もっともわらわは、他の誰よりも神のことを知っておるぞ？　なにしろわらわこそ、最初の魔族であるからのう。神など、あんなものはわらわがこの魔界をつくったときに生まれた、ただの『世界の揺り戻し』現象じゃ」

「えっ。魔界をつくった？　揺り、戻し……？」

　魔族の始(し)祖(そ)と言われる、サタンの言葉には重みがあった。さすがのアレクトリアも絶(ぜつ)句(く)する。

　サタンはいっそう目を細めて、「そうじゃ」と無知な護狼たちへと真実を告げた。

「無から、この魔界をつくったからのう～。人間界の捉え方でわかりやすく言うならば……魔界が『負』で、人間界が『正』となり、それをもとの『ゼロ』に戻そうとするのが神――という、力の作用というだけなのじゃ。そこに意志などあろうものか。のう？」

（！　それが、神の力の真(しん)相(そう)っ？）

　ふいに明かされた内容に、護狼は自分の体に触れていた。いや、生き返るという力の根本がどうであれ、護狼に何も変わりはない。

　ただし、神への信仰心を支えとする、賢者の少女の場合は――。

「まあ、だからこそわらわたちに必ずついて回る、鬱(うつ)陶(とう)しいモノではあるがのう？」

「……面白いですね。それこそ、魔と人との解(かい)釈(しやく)の違い、ですね」

　しかし、アレクトリアは強かった。彼女は神を疑わないのだ。揺るぎない瞳で、賢者少女はサタンを見据える。「ほう」と今度はサタンが驚いた。

「小娘。賢者、であったか？　愚(おろ)かな人間なりの、抵抗の仕方とも言えるのうー」

「はい。人にできることは限られていますから。では、授業を続けましょう。人だからこその、神への認識について――」

　それはアレクトリア自身が、神を改めて信じ込むための儀(ぎ)式(しき)なのかもしれない。彼女は黒板に向き直り、自分の書いた文章についての解説を始めた。

　だがその直前、サタンが最後の嫌みをぶつけてくる。

「そうじゃな。愚かな人の世界とやらを、とくとわらわたちに見せるがよいぞ」

　負けず嫌いな性格がそうさせるのか。まったく、と護狼はさすがに少し呆れた。

「じゃが……しょせん人と魔族とは違うもの。変わりはせんのじゃ。――たとえ、十年の時が流れてものう？」

（？　へ？）

　さらにサタンがおもむろに続け、言い放った「十年」という言葉。そこに護狼はわずかな引っかかりを覚えた。

　それは長(ちよう)寿(じゆ)の魔族にしては、短すぎる期間のように思えたからか。けれども彼女はそれ以上、もう語ることはなかった。後は優雅に授業を見守る。だから――。

　そのとき赤毛の魔王少女が身じろぎしたのを、護狼は見逃すことになった。

















　無事に終わってよかった。少し時間ができた隙(すき)に、そういつものノートに書き込もうとした護(ご)狼(ろう)の手は、止められることになる。

「た、大変ですわ！　ゴローさまあー！　まずいことになりましたの！」

「うっわ!?　なに、ルシフェル？　あれ……見送りの準備ができるまで、親(おや)御(ご)さんと歓(かん)談(だん)してるはずなんじゃあ？」

　教室に改装した大広間から、大(だい)回(かい)廊(ろう)を挟(はさ)んだ向かい側に設(もう)けられた、がらんとした空き部屋。突(とつ)貫(かん)工(こう)事(じ)で復(ふつ)旧(きゆう)したため、内装が手つかずの、広いだけの一室である。ただし大広間から近いために、魔族たちが制服に着替える「更衣室」として使っていた部屋だった。そこで護狼はアレクトリアや、その他大勢の魔族たちと一緒にへばっていたのだ。

　しかしリュックから筆(ひつ)記(き)用(よう)具(ぐ)を手に取った護狼とは違い、魔族たちは完全に疲(ひ)労(ろう)困(こん)憊(ぱい)といった様子だ。制服を脱ぐのも忘れて皆、石の床にそのまま座り込んでいる。目は四時間目あたりから、とっくに死んでいるような有(あり)様(さま)だ。

　しかし三人の魔王少女たちだけは、どうにか気力を振り絞り、格(かく)の違いを見せつけた。醜(しゆう)態(たい)を晒(さら)す前に皆をそそくさと退室させて、サタンやディアボロス、ルキフゲスたちと教室に残り、皆が少し回復するまでの時(じ)間(かん)稼(かせ)ぎを引き受けたのだ。ところがなぜか空き部屋の扉を蹴(け)破(やぶ)るほどの勢いで、制服姿のルシフェルがいきなり飛び込んで来た。

「というか、ゴローさまの説明と食い違いますわっ。だって、だって……！」

「？　落ち着けってルシフェル。いったいなにが？」

　他の魔族たちに冷やした水を配っていたアレクトリアが、「どうしたのですか？」と、さすがに見かねて横からグラスを差し出した。しかしルシフェルはグラスではなく、水差しそのものを奪(うば)い取(と)り、一気に飲み干す。それからようやく一息吐(つ)いた。

「ぷはあっ……って、いえ、だから落ち着いている場合ではなくて！　ゴローさま、授(じゆ)業(ぎよう)サンカとやらはこれで終わりですわね？　そうおっしゃってたはずですわ！」

「へ？　うん、そのつもりだけど――え」

　まさか。護狼はとても嫌な予感がした。ふいに思い出されるのは、長(ちよう)寿(じゆ)である魔族特有の、人とは違う時間に対する観(かん)念(ねん)で――。

「お母さまったら！　『それで、明日の授業とやらはどうなるのかのう？』なんて、さらりと言い出しましたのー!!」

「え、えええ？　ちょ、ちょっと待ってよ？　ない、って言ったんだろうねルシフェル？」

　護狼やアレクトリアばかりではない。その場で聞き耳だけは立てていた、へばった魔族たち全員が明らかに動(どう)揺(よう)する。誰(だれ)しもの訴(うつた)えるような目が一(いつ)斉(せい)に、銀髪の魔王少女へと集中した。けれども。

　両手をぽふ、と弱々しく合わせて、ルシフェルが「うふふ」と引きつった笑顔で皆に見せた。それだけで意味は十分だ。――絶望の空気が、広い部屋に重く満ちた。

「も、もう無理だよう～！」

　どすんっ！　と床に頭と尻尾(しつぽ)を投げ出すのは、ドラゴンのブネだ。その周りを『しっかりなされい！』と、青い炎の死(し)霊(りよう)執(しつ)事(じ)が舞うものの、もちろん効果はまったくない。

　他の魔族たちも、こっそり逃げ出そうとしたり、隅(すみ)の方に隠れたりと各(おの)々(おの)無(む)駄(だ)なあがきを見せた。透明化の魔法を使える気弱なゴスロリ魔族のグラシャなどは、すっとそのまま消えてしまう。アレクトリアまでもが静かに、「……神よ」と祈りを捧(ささ)げる始末だ。

「断れ！　ルシフェルーっ！」

　護狼が全力で頼み込む。しかし銀髪の魔王少女は、虚(むな)しく首を横に動かすだけだった。

「できるわけありませんわ……。と、とにかくゴローさま、どういたしましょう？」

「どうするって……いや、明日のことは明日としても！　まず、今日だろ？　ってことはあの父兄の、受け入れの準備をしなくちゃいけないわけで？」

「そうですわ！　なにはともあれ、今夜は宴(うたげ)を催(もよお)さなければ！　ザガン、ザガンはいますの？　今日はベルゼではなくとも、言うことを聞いてもらいますわよ！　ザガ――」

　自らも緊張の糸が切れそうなところをどうにか持ち直させて、ルシフェルが学園に一人しかいない、料理人の名を呼んだ。が、そのザガンときたら。

「六皿……六皿の料理を、拙(せつ)者(しや)がなんとかして三魔の魔王さま方に、公平に……」

「だ、ダメですぅ！　ザガンは授業の一つ目から、使い物にならないですよう！」

　ザガンの側(そば)にいた半(はん)袖(そで)セーラー服姿のフェネクスが、蒼(あお)い翼の両手をぶんぶん振って報告した。見れば確かにザガンときたら、ぶつぶつと何かを呟(つぶや)くだけの屍(しかばね)となっている。

　どうやら算(さん)数(すう)の問題が身近すぎて、すっかり入り込んだ上、結論が出せず『現実逃避』状態に陥(おちい)ったらしい。復(ふつ)帰(き)するまで、はたしてどれくらいかかるのか――。「ちょっと、冗談じゃありませんわ!?」とルシフェルが飛びついて、ばしばし頰(ほお)を叩(たた)いたものの、ザガンにまったく効果はなかった。

　だから、かわりに護狼が必死に思(し)案(あん)し、声を上げる。

「魔界の料理ができないってのなら……しょうがない！　代案を考えるんだ！　《勇者心(こころ)得(え)》その９０にも、こんな言葉がある。『諦めは死と同じだ』って！」

「！　そうですね。それは賢者にも伝わっている、昔からの心得です」

　賢者の少女が頷(うなず)いた。と、そんな彼女に目をやったとき――はっ、と護狼は思いつく。

「そうだよ。アリアが来たときに持ち込んできた、人間界の食事があった！　あれでもてなせばいいんだ、なあ？　確かまだ、レトルトのパックとか、十分残ってたよな？」

「えっ。あ、はい！　ええと。魔族たちがかなり食べ尽くしていますが、まだ全員で一回ぶんくらいはまかなえると思います」

　たぶん、と小さく付け足したものの、アレクトリアの表情が和(やわ)らいだ。

「なら、すぐに掻(か)き集(あつ)めてくれ！　で――フェネクス！　君はその炎で、大量のお湯を沸(わ)かすんだ。とりあえずパックを温めるために！」

「わ、私ですか？　……んぅうー！　はいです！」

　普段は主(あるじ)の言うことしか聞かないフェネクスも、今回はさすがに別である。瞬(またた)く間(ま)に羽ばたいて、ルシフェルが開け放った扉から外へと一(いち)目(もく)散(さん)に飛び出していった。

　それをきっかけに、ようやく他の魔族たちも次々に気を取り直す。「間に合う？」「どうにか」「人間の、食事で？」と反応を見せた。そこにルシフェルが追い打ちをかける。

「いつまでぼーっとしてますの？　さっさと皆で宴の準備に取りかかるのですわっ！」

　かくして、「はいー！」「た、ただいま！」と空き部屋にいた魔族たちが大わらわで、もてなしの支度を始めるのだった。

「料理の皿が一枚、二枚……どうしても料理そのものが足らないでご、ざ、る――」

　ザガンだけは相変わらず、まだ魂(たましい)が抜けたようなままだったけれど。




「ほほう？　これが今の人間の料理じゃと？　――まあ、悪くないのう～」

　どうにか、サタンたち父兄をもてなす宴の席は、無事に体(てい)裁(さい)を繕(つくろ)うことができた。

　緑の芝生(しばふ)のように短い魔界植物が植(う)えられた、中庭を改造した広大な《パンデモニウム学園》のグラウンド――。実はもとの中庭に戻すには時間が足りず、瓦(が)礫(れき)をどかしただけなのだが。三つの月明かりが鮮(あざ)やかに照らすその場所に、黒い石のテーブルを持ち込んで、会食が始まる。父兄たちと同席したのは、教師の護狼にアレクトリアと、三人の魔王少女たちである。

　もちろんテーブルに並ぶのは、ありったけ出されたレトルト食品の山だ。そのいくつかに手を着けて、あのサタンまでもが遠回しに味を褒(ほ)めた。

（よかった、読み通りだ。普段食事を必要としない魔族には、やっぱり受けがいいよな？）

　サタンの反応を見て、同席する護狼はレトルトカレーを食べながら安(あん)堵(ど)する。

「うむむむ！　確かにこれは、なかなかであーる！」

　テーブルの一面を一人で占(せん)拠(きよ)した巨体のディアボロスが、大きな手で皿ごとまとめてひっ摑(つか)み、構わず口の中に放り込んだ。むしゃむしゃと嚙(か)み締(し)め、満足そうに強(こわ)面(もて)を歪(ゆが)ませる。『にゃっはーい！』とその肩に乗ってはしゃぐのは、娘のアスタロトだった。

『お父ちゃん、口元についたままなのだー。アーちゃんがとってあげるのだ、って～』

　制服が気に入ったのか、黒猫の着ぐるみの上から着たままである。その彼女は、まるでご飯粒のように巨大な父の顔についた「缶(かん)詰(づめ)おでんの玉子」を、ひょいとつまんでかぶりつく。どうやら親子関係は良好らしい。そんな微笑(ほほえ)ましい光景の下――ようやく立ち直ったザガンが、エプロン姿で忙(せわ)しく給(きゆう)仕(じ)をしていた。

「ああああ、料理ばかりでなく、皿まで足りなくなるでござるか？　ひー！」

　結局、心(しん)労(ろう)で燃え尽きてしまいそうだが。それでも学園の地下で採取された人間界の食材を使い、次々に補充分を運んできては、また調理場のある食堂へと戻っていった。

　実は他の生徒たちの大半は、食堂や食材の捕(と)れる地下ダンジョンに詰めていた。どうにかしてサタン、ディアボロス、ルキフゲスの上級魔族たちを満足させて終わりたいのだ。階級(ランク)が絶対的である彼らにとって、それがすべてなのである。しかし。

「お母さま、こちらは『はんばぁぐ』という代(しろ)物(もの)で、なかなかにおいしいものですわっ」

「……おいしい、じゃと？　ルシフェル、それは人間の言葉じゃな。また、食べる前の『いただきます』というのも」

「？　え、ええ。そうですけれど……」

「フフ――すっかりお前もここで学ぶうちに、人間に染まってきた、ということかの」

「それは、あの。この学園はそのために、大魔王さまがつくられたものですから」

　制服を脱いで、普段とは違うとっておきのドレスに着替えたルシフェルは、「チーズインハンバーグ」を母に勧(すす)めようとした。が、ふと手を止めることになる。

　サタンは金色の瞳を、わずかに赤毛の魔王少女へと向けていた。気だるそうに、一人だけ玉(ぎよく)座(ざ)のような豪(ごう)華(か)な椅子(いす)に身をもたれさせて口を開く。

「そうじゃったな。あのバアルがわらわに何の相談もなく、決めおったことじゃのう？」

　緊迫した空気が、ベルゼビュートとの間に生まれた。ルシフェルでさえ話しかけられる雰囲気ではない。横で見ているだけの護狼も、食べ物が喉(のど)を通らなくなるほどだ。

「あ、あの。人間界では食事のときくらいは楽しく食べよう、というのがあってですね」

　ついそんなフォローまでする。が、「ね？」と隣の賢者少女に助けを求めたものの、

「まあ、年老いた魔族には、柔(じゆう)軟(なん)に受け入れることは難しいのかもしれませんね？」

　振ったのが間違いだった。どうやらアレクトリアときたら、自分の神(しん)学(がく)の授業にケチをつけられたことを、まだ根に持っているらしい。

　せっかくの宴だというのに、どこかぎすぎすしているのだ。また、アレクトリアだけではない。――護狼の向かい側にいる赤毛の魔王少女も、相変わらず不機嫌そうな態度だった。その原因は、護狼にはもう何となくわかっている。

「……『ごちそうさま』、だったか？　ゴロー」

「えっ？　ベルゼ、もういいのか？」

　いつもはけっして口にすることのない、護狼の教えた礼(れい)儀(ぎ)作(さ)法(ほう)をきちんと守って、突然ベルゼビュートが腰を上げた。しかし目の前にある大皿の料理には、ほとんど手が着けられていない。申し訳程度につまんだだけだ。その行動にぎょっとするのは、普段は彼女と食事の奪い合いをするルシフェルだった。「はい？」と目を丸くする。けれども赤毛の魔王少女は、サタンにのみうやうやしく会(え)釈(しやく)して、そのままさっさと退席していく。

　テーブルにいる、ルキフゲスには一言も声をかけずに。

「ちょっ、ベルゼ？　待てって！」

　さすがに護狼は引き留める。むっとした顔で彼女は軽く振り返った。

「なんだ。義理立ての会(かい)食(しよく)などもういいだろう。もともと魔族には必要のないものだ」

　護狼は「いや、でも」と、ルキフゲスの方を見た。残念ながらベールに覆(おお)われた青年魔族の表情は、よくわからない。そして彼は何も言わない。

　ずっとそうだった。あくまで代理である彼は、魔王であるベルゼビュートに対して、余計な口をきかないようにしているらしい。

（俺と初めて会ったときは、勝手に話しかけてきたくせに……）

「もしかしてベルゼ。今朝から不機嫌そうなのは――やっぱり、ここに来たのが代理のルキフゲスさんだったからか？」

「！　な……？」

「お父さんじゃなかったから。それで、がっかりしたんだろ？　俺は知ってるよ、だってベルゼは準備のために、誰よりも気合い入れてがんばってたし」

　護狼はずばり、みんなの前で訊(き)いてみた。いや、代理であるルキフゲスのいる場所で、きちんと彼女の本心を見せておきたかったのだ。ルキフゲスの方から、ベルゼビュートに何も言うことができないのなら、なおさらだ。だから。

「そう。大魔王が……親が来なくて、寂しいんだ。だろ？」

「――!?」

　案の定、ベルゼビュートの頰が真っ赤に染まった。いきなり拳(こぶし)を振り上げようとする。

「キサマ―――っ！　この我が、なんだとッ？」

「俺にはわかるよ。俺だって……親が授業参(さん)観(かん)に来ないなんて、いつもだったし」

　たぶん、殴り殺される。そう思いながらも護狼は、一歩も引き下がらなかった。

　ベルゼビュートの今の気持ちを、護狼が一番よく知っているからだ。

（うちは、父さんが勇者だから。ずっと「組織(チーム)」の仕事が優先で、母さんは早くに亡くなって。授業参観どころか入学式や卒業式、運動会とかも、来てくれなくて）

「寂しいんだ。いいじゃないか、そういう気持ちを持ったって。悪いことじゃないよ」

「……っ!!」

「寂しい？　ベルゼが？　まったく……親が来ていないのなら、緊張しなくて済むぶん、うらやましいほどですわ！」

　ところがそこでぼやいたのは、うっかり口を滑(すべ)らせたルシフェルだった。

　言って、「あ」と息を呑(の)むが、時既(すで)に遅しで――。

「ほほう、その口ぶりじゃと、わらわは来なかった方がよかったかの？　フフフフフ」

　隣(となり)に座るサタンが、氷の微(び)笑(しよう)を娘に向ける。ルシフェルは慌てて首を横に振り続けた。

「め、めっそうもないですわ！　わたくしとしたことが、思わず本音を――じゃない、疲れていてつい、でもないですわっ？　お、お母さまっ、おかわりはいかがです？」

　慌ててルシフェルが誤(ご)魔(ま)化(か)しに入る。

　それがむしろベルゼビュートの気(き)勢(せい)を削(そ)いだようだった。赤毛の魔王少女は振り上げかけた拳を下ろして、フン、と荒い鼻息を残して離れていく。――ただし、最後に。

「……。キサマに、なにがわかる……我は」

「？　ベルゼ？」

　ぽつりと吐き捨てるように呟いて、ベルゼビュートは去っていった。追いかけようとしたものの、彼女はすぐに強(きよう)靭(じん)な脚(きやく)力(りよく)を見せ、飛び上がる。あっという間に学園の壁を蹴って、月明かりの空へと消えた。

　それを見て、なぜか愉(ゆ)快(かい)そうに笑うのはサタンだ。

「しょせん、親子じゃのう。父親も勝手であれば、娘も同じじゃ。のう？」

「お母さま？　……そ、そうですわね。ふふ」

　しかし一瞬、真顔に戻ったのをその場にいた誰もが目にする。ルシフェルがびくっ、としながらも、すぐに相づちを打った。どうやらサタンときたら、よほど大魔王バアル・ゼブブとその娘であるベルゼビュートが嫌いらしい。

　サタンと大魔王との間に、どんな確(かく)執(しつ)があるのかは、護狼の知らないことである。だが、直接サタンに問いただすこともできなくて――。

「ところで、おかわりはまだであーる？」

　いつの間にかテーブルの上の料理をあらかた食べ尽くしたディアボロスが、肩にアスタロトを乗せたまま、大きな頭を少し傾(かし)げた。
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　ベルゼビュートが消えた後、場を仕切るのはルシフェルの役目になった。

　が、それもようやく今日のところは終わりを迎える。

「それでは――お休みなさいませ、お母さまっ」

　朗(ほが)らかにそう告げて、銀(ぎん)髪(ぱつ)の魔王少女が中央塔の最上階から降りてくる。そこに続くのは、『また明日なのだ～』と別れの挨(あい)拶(さつ)を済ませたアスタロトだ。

　突然、学園に居座ることになった父兄たち。その彼らのために、本来は三人の魔王少女たち用にこしらえた寝(しん)室(しつ)を、すべて提(てい)供(きよう)したのである。出入り口を少し拡(かく)張(ちよう)するだけで、巨体のディアボロスさえぎりぎり入れるサイズだったのが幸(さいわ)いした。

　かくして、やっとのことで重(じゆう)責(せき)から解放されて、ルシフェルが倒れ込むように階下へとやってきた。そこで待ち構えていたのは、もともとこの場所に小さな寝室をあてがわれた、護狼とアレクトリアの二人である。

「お疲れ様、ルシフェル。それにアスタロト」

「つ、疲れましたわ……本当に。うう」

『にゃふ？　アーちゃんはぜんぜん平気みたいなのだー！』

　ねぎらった護狼に、二人の魔王はそれぞれ別の反応を見せる。ルシフェルはダウン寸前でふらつき、アスタロトは元気にネコミミをぴこぴこさせた。

　けれどもここに、もう一人の魔王であるベルゼビュートの姿はなかった。会食を抜け出した後、どこかへ消えたままなのだ。「まったく、ですわ」とルシフェルが悪(あく)態(たい)を吐く。

「ベルゼったら全部押しつけて。くらすいいんちょは、わたくしではありませんのに！」

「……面白いことを言いますね。ずっとクラス委員長になりたかったはずですのに」

　そこを、ぐさりと遠(えん)慮(りよ)なく抉(えぐ)ったのはアレクトリアだ。うぐ、と図星を突かれてルシフェルが黙り込む。しかし、いちいち反論するほどの気力は、もう残っていないようだ。

「ま、まあまあ。アリアもちょっと、今日はきついよ？」

　かわりに護狼が間に入る。倒れそうなルシフェルを支え、ほら、と寝室へ導いた。

「ご、ゴローさまあ～～～」

「？　《五代目》さま、どうなさるおつもりですか？　まさか」

「だって……こんなに今日はがんばってくれたんだから。俺の寝室は、今夜はルシフェルたちに貸してあげるんだよ。俺はまた、寝袋でも持ってどこかで寝るからさ」

『にゃはーい！　寝るのだ寝るのだ、ゴロちゃんの狭ーいベッドなのだ～！』

　ただでさえサタンにやり込められて不機嫌な賢者少女を尻(しり)目(め)に、「狭いとか言わないの」とたしなめながら、逃げるように護狼は二人の魔王少女を自分の寝室へと入れた。

　そこは彼女たちの寝室とは大違いの、質(しつ)素(そ)でシングルサイズのベッドが一つしかない部屋だ。いや、部屋のスペースには十分なくらい余(よ)裕(ゆう)がある。なにしろこの階(かい)層(そう)には、護狼とアレクトリアの二人の寝室しかないのだから。

　にもかかわらず――ベッドがやけに貧(ひん)相(そう)で、小さいのだ。しかもアレクトリアの部屋側の壁に、ぴたりとくっつけて据え置かれている。無駄に広いぶん、その小ささが身に染みる。まさに、適当につくったらこうなった、という感じだった。そのベッドの上に、アスタロトがはしゃぎながら飛び乗った。次いで護狼はルシフェルを座らせる。

「じゃあ俺は出て行くから。狭いけどどうにか今夜は、二人で分け合って使ってよ」

　それだけ言って、そそくさと部屋を出ようとする。しかし――くい、とジャージの袖(そで)が引っ張られた。つまんでいたのは、疲れているはずのルシフェルだ。

「？　な、なに？」

「ゴローさま……。今日は、その。あ、ありがとう、ですわ」

　彼女が、護狼の教えた人間の『お礼の言葉』を口にする。その耳は窓から差し込む月光の中、ほんのりと赤く染まっていた。意外な態度に、護狼がぽかんとするほどだ。

「あの。ですから。わたくしだけでは、うまくお母さまをもてなすことなどできませんでしたわ。おかげでお母さまも、上(じよう)機(き)嫌(げん)で床に就(つ)かれましたし……それで、そのう」

「あ、うん。なんだ、そんなことか。上機嫌ならそれでいいよ。でも、ベルゼに対しては、風当たりがきつかったみたいだけどさ」

「ああ、それは仕方がないですわ――お母さまは、ベルゼの父である大魔王バアル・ゼブブさまと、因(いん)縁(ねん)があるようですから」

「因縁？　やっぱり。それって……」

　どんな？　護狼はそのことを確かめたくて、ルシフェルに引かれるままにベッドの端(はし)に腰を下ろした。疲れた顔のルシフェルだが、護狼の疑問を感じ取り、言葉を続ける。

「わたくしも詳しくは。でもお母さまはことあるごとに、大魔王さまへの愚(ぐ)痴(ち)をこぼしてましたわ。『せっかく譲(ゆず)ってやったのに』とか、『最近は挨拶一つよこさぬ』とか」

「？　譲って……？」

　サタンとバアル・ゼブブは、戦いの末に大魔王の座を奪い奪われたわけではなかったのか。意外な答えに護狼は戸(と)惑(まど)う。だが。

「そ、ん、な、こ、と、よ、り。ゴローさまあんっ」

「え？　う、うわあ？　なに、ルシフェル!?」

　ぎゅっ、と護狼は抱き寄せられた。いつもよりきわどいドレスの胸元を見せつけて、ルシフェルが自(じ)慢(まん)の巨乳を押しつけてくる。そのまま靴(くつ)を脱ぐ暇も与えられず、ベッドへと引き倒された。瞬間、頰に触れるものがあった。ルシフェルがどさくさに紛(まぎ)れて、唇をくっつけたのだ。うわ！　と護狼は反射的に、彼女との距離を取ろうとする。

「あーん、もうちょっとでキスできたのに！　失敗ですわっ、うふふ」

「いや、あの。これも十分……って、あのさ！　疲れてたんじゃないの？」

「ええ。ですから、あとはゴローさまが、好きになさってくれればいいですわよ？」

「しないってば！　ちょっ、だいたいそこにアスタロトもいるのに――って、あれ？」

『にゃむにゃむ～。アーちゃん、おねむなのだあ～～』

　助けを求めるかのように、狭いベッドの隅を見やると、そこではすでに丸まって目を閉じているアスタロトの姿があった。護狼は唖(あ)然(ぜん)とするばかりだ。

「な、なんで寝てんの？　さっきまで誰よりも元気だったのにっ」

「アスタロトもああですし、ベルゼもいないし、たっぷりと楽しめますわ？　うふふ」

「ルシフェル、ダメだって！　そ、そうだ、隣にはアリアだっているんだし――」

「あんな人間の小娘など、億千も気にしませんわ！　ちなみに、こっそり部屋の入り口には、封印を施(ほどこ)しておきましたの」

　はい？　ぎょっとして、護狼は顔だけ動かして目(もく)撃(げき)する。そういえばルシフェルの金色の左目が、怪(あや)しく輝きを増していた。そうして部屋の扉には、闇(やみ)に紛れる黒い輝きが刻まれている。いつ護狼の隙を突いたのか、ルシフェルの《邪(じや)眼(がん)》による支配の《刻(こく)印(いん)》が、扉を壁に縫(ぬ)い付けていたのだ。

「ああっ、だからアリアが乗り込んでこなくて――って、ハメられた？　えええ？」

「いやですわ、ゴローさま。はめるのは、これからゴローさまの方ですのよ？　うふん」

「き、キスの知識はなかったくせに、そっちは知ってるの？　や、あの、ちょっとっ」

　まずい！　本気で貞(てい)操(そう)の危機だった。ルシフェルはしっかと護狼を捕まえて、その手でジャージのジッパーを勝手に下げていく。白い指がいやらしく、護狼の胸元をまさぐった。それだけで護狼は、ひっ、と真っ赤になって動けなくなる。

　数センチの距離でルシフェルが、オッドアイの瞳を熱っぽく潤(うる)ませていて――。

「ようやく二人きりなれましたわ。今夜は邪魔なベルゼもいませんし、ね？」

　好きになさって。その呟きは護狼の耳元だけに囁(ささや)かれた。男なら誰でも理性が飛びそうになる、甘くて熱い吐(と)息(いき)だった。護狼は頭がくらくらする。いつもはベルゼビュートの存在が、最後のブレーキになるのだが――彼女は今、ここにはいない。だから。

　ずごん!!　といきなり邪魔をしたのは、ベッドに接した石の壁から発せられた、ものすごい音だった。『にゃはむう!?』とアスタロトまで飛び起きて、ベッドから転がり落ちる。護狼もルシフェルも驚いて、揺れた壁を思わず見上げた。

　そして目撃するのは、闇すら弾(はじ)く、鮮やかな「光の刃」だ。ごりごり、と厚い石の壁を切り裂いていくのは、その向こうにいるアレクトリアによるものだった。護狼の部屋を覗(のぞ)き見るためか、まずは隙間をこじ開ける。そこから、手にナイフのような薄い輝きを纏(まと)わせた、合体したままの銃字架(クロスガン)を握る賢者少女の顔が見えた。

「って、アリア!?　うっわ」

「な、なにやってますのー！　あなた！」

「それはこっちの台詞(せりふ)ですが、なにか。扉が開かなくなったと思ったら、やはりこんなことでしたか！　銃字架(クロスガン)の『聖剣モード』の修(しゆう)練(れん)も、こっそりしていてよかったです。まだ短い刃しか出せませんが……Hallelujah(ハレルヤ)！」

　ばきばきばき。厚さ二十センチはある壁を、アレクトリアは一気に切り取る。

　それは見事に、ベッド一つぶんほどの切り込みを、あっという間に刻み込んだ。

「いえ。これは単に、ベッドが狭いようですから。こうして部屋を繋げるように、壁を取り払ってしまえば、それで解決するんじゃないかと。そう思っただけなんですよ？」

　壁越しに、にこやかに説明するアレクトリアとは裏腹に、「いや、ちょっ!?」と護狼はさすがに青ざめる。というのも目の前でほぼ長方形に切り取られた壁が――やがてゆっくりと、こっちに向かってぐらついたのだ。

「危なっ、あああ、ああああ―――――!?」

　ルシフェルが乱れたドレスを素早く整え、ベッドから降りた。が、護狼は見事に逃げ遅れる。そのまま重い石の壁に、簡素なシングルベッドごと押し潰(つぶ)されて――。




（って、圧(あつ)死(し)だよ！　アリア―――！）

　なんでこんなことに？　あっさり死んでしまった護狼は、いつもの白い世界にやってきて、ついわめく。それに付き合わされるのは、もちろん父の士(し)輝(き)である。

『ああ？　圧死って、お前なあ～。だから《勇者心得》にもあるだろ、圧死だけは……』

（避(さ)けろってヤツだろ？　知ってるよ、でも避けようがないときもあるんだってばっ）

　すぐ側に現れた光の塊(かたまり)に向かい、護狼は思わず嚙みついた。

（というかなんで俺は、アリアにまでうっかり殺されなくちゃいけないんだよ。ううう）

『？　よくわかんねーが。側に賢者のコがいるんなら、すぐに助けてくれるか。ハ！』

（他人事だと思って、父さん――ものすごく痛いんだよ？　死ぬときっ）

『知ってるよ。オレだって若いときはなあ……って、オレの話はいーんだっての！』

　うっかり自分の過去の話をしそうになり、父は慌てて誤魔化した。親としては、息子に失(しつ)敗(ぱい)談(だん)を聞かせたくないのだろう。そういえば父は、昔からそうだったりする。いつも忙しく「組織(チーム)」にかかりっきりの士輝のことを、護狼はあまりよく知らない。

（――親ってそういうものなのかな。あ）

『うん？　なんだよ、護狼』

（いや、その。ちょうど今、学校に魔族の親御さんたちが来てて、ね。それで）

　護狼は話を切り替えた。余計な本音が漏(も)れ出(だ)す前に、魔界の出来事を報告する。

（いきなりだけど、授業参観をやることになったんだ。それが苦労させられっぱなしでさ）

『授業参観ん？　またお前、変なことに巻き込まれてんな。ハハ！』

（笑い事じゃないよ、ほんと大変なんだから。しかも一日で終わるかと思えば、そのまま二日目に突入しそうな勢いだし。ううっ、明日はどういうことをしたものやら――）

『連日かよ？　生徒以外に大勢他の魔族が来ると、確かにややこしそうではあるなあ』

（あ、ううん。来てるのは三人だけで。先代の大魔王とかいうサタンと、ディアボロス。それに、今の大魔王の代理とかいう、宰(さい)相(しよう)のルキフゲスで）

『なに？　代理？　……バアルのか？』

（え。う、うん。そうみたい、だけど）

『その面(メン)子(ツ)で、あいつだけ来てないって。それは……なにかあったか？　ああ、いや』

　急に父が言葉を濁(にご)した。光の塊である父の意識が、一回り小さくなる。まるで護狼に対して気構えるかのように。だがここは、本音でしか語れない空間だ。――だから。

『護狼。お前は、知らなくていいッ！』

　わんっ、と父の声がいつもよりはっきりと、白い世界に反響した。それはまるで、本音で本音を塗(ぬ)り潰すかのような一(ひと)吼(ほ)えで。

（？　父さん、なに？　大魔王がどうかしたの？　今、なにか隠したよね？）

『ハ！　だから知らなくていーんだって。今はな』

　父は頑(かたく)なに理由を告げようとしない。さきほど護狼が話を逸(そ)らしたのとは違う、徹(てつ)底(てい)したやり方だった。護狼は突然、父との深い溝を感じる。

　いや、それはずっと以前からあったものだ。ただ護狼が、こうして死ねば父に会えるから、気にしなくなっていただけのこと。本当は、いつも「組織(チーム)」の仕事で多忙な父とは、子供の頃からほとんど離れて暮らしていて。

（……父さんっ！）

　その叫びを最後に、護狼の魂は本当に父から離れた。来たときと同様に、白い世界から急速に離れ――。




　はっ、と目を覚ますと、三つの月光が護狼の頰に当たっていた。

　寝かされていたのはどうやら、死ぬ前と変わらない護狼の寝室のベッドらしい。倒れてきた壁は、身を起こして見回せば、ベッドの脇(わき)に瓦礫となって積まれていた。護狼を救出した痕(こん)跡(せき)だろう。そして救出作業を行ったのはもちろん、部屋にいた少女たちだ。

「う、わっ？」

　護狼は思わず大きな声を上げそうになり、慌てて飲み込む。

　ベッドの面積がなんと、二倍になっていた。それはぽっかりと空いた壁の穴を介して、二つのベッドがくっつけられていたせいだ。護狼の部屋のベッドの方は、壁の重みで足が潰れてしまったのか、わずかに低くなっている。が、そんなことなどお構いなしに、合体したベッドにはアレクトリア、ルシフェル、アスタロトの三人が眠っていたのだ。

（そっか。俺と誰が寝るかでもめて――ベッドを共有することにしたんだな。は、はは）

　状況を勝手に推(すい)測(そく)する。ちょうど護狼を中心にして、両脇をルシフェルとアレクトリアが、そしてベッドの段差を跨(また)ぐようにしてアスタロトが丸まっていた。幸い護狼が起きた気配に、誰も気付かないようだ。そのまますやすやと眠り続けている。

　彼女たちも今日はいろいろあったせいで、ずいぶんと疲れているのだ。――それでも最後まで、護狼を取り合ったのだろう。ルシフェルはジャージの袖を摑んだままだし、アレクトリアは護狼に腕を絡(から)めたまま、空いた手は十字架をしっかり握りしめていた。

　二人の異なる胸のふくらみが、護狼に押しつけられている。そのことにようやく気付き、護狼はしばし固まった後、どうにかしてこのしがらみから抜け出した。そのままベッドを降り、薄暗い床を探りながら足を着ける。靴は履(は)いたままだったけれど、壁の破(は)片(へん)が落ちていないか気になったのだ。幸い、瓦礫の転がっていない床を踏みしめる。

（あ、こっちはアリアの方の寝室なのか？　だったら）

　扉が封印されたままの、護狼の部屋でなかったのをいいことに、外に出た。

「……あのままベッドに戻って眠るなんて、できないってば。はあ」

　少し気分を落ち着けたかったのだ。そもそも護狼は寝室をルシフェルたちに譲って、自分は寝袋を使うつもりだった。寝室の外で軽く深呼吸してから、「そういえばリュックはどこに置いたっけ？」と、自分の荷物を探しに向かう。

　護狼は真夜中の中央塔の階段を、下へと降りることにした。そのとき――。

　ん？　と護狼は誰かの話し声を耳にする。ちょうど中央塔の、中(ちゆう)腹(ふく)まで降りたところだ。静かな魔界の夜気の中――それは聞き覚えのある相手の会話だった。

「ベルゼ？　それに……パイモン？」

　階段のあるホールから、護狼は声の聞こえた方へと足を進めた。

　そこは先日、護狼が最上階から落下して引っかかった、塔中腹に設けられた屋根の上か。テラスなどつけられていない柱が支える回(かい)廊(ろう)から、直接出られるところだった。

　ただし、ぱっと見ではどこにいるのかわからない。護狼は回廊から屋根へと一歩踏み出して、ようやく二人を発見した。ちょうど、回廊からは太い柱の裏になる部分。さらに月明かりを塞(ふさ)ぐ、隣の塔の陰まで落ちているあたりだ。

（なにを話して……？）

　珍(めずら)しい組み合わせに護狼は驚かされるばかりだ。パイモンはルシフェルと対立しつつも、ベルゼビュートにすり寄ることはなかったのに。しかし見間違いではない。赤毛の魔王少女とともにいるのは確かに、鮮やかなオレンジ色の髪を持つ少女型魔族で――。
















「ゴロー？　キサマっ！」

「はい？　な、なんでこんなところにいるんです？」

　二人は、突然現れた護狼にぎょっとしたようだ。だがその寸前、パイモンがベルゼビュートに何かを手渡したのを、護狼はちらりと目撃する。

「あ、いや。……ちょっと俺の寝室が、ルシフェルとかに占(せん)領(りよう)されちゃったからね。それで今から寝袋を取りにいこうと。って、ベルゼやパイモンはなにしてんの？」

「――別に、あなたには関係のないことですよ」

　パイモンが素っ気なく返答した。ベルゼビュートからすっと離れ、屋根から回廊へと移動して、そそくさと立ち去った。その態度に、護狼はあっけにとられるばかりだ。

「？　俺、なんかパイモンに悪いことしたっけ？　なあ、ベルゼ」

「…………」

「ベルゼ？　あの」

「うるさいッ」

　話しかけた護狼に、赤毛の魔王少女が吐き捨てた。彼女は手に持った何かを、固く握りしめている。どうやら拳の中にすっぽりと隠せるサイズのものらしい。

　だがそんなことよりも、護狼は彼女の態度と顔色に息を呑んだ。

「おい、どうしたんだよ？」

　怒(ど)鳴(な)る彼女はよく見ていた護狼だが、今の彼女はまったく知らない顔をしていた。

　ベルゼビュートはパイモンと違い、屋根から直接下へ飛び降りようと足を向ける。自然と塔の陰から出たその顔が、淡い月光に晒された。そこに見えた表情は、まるで虚(うつ)ろだ。唇などは真っ青なほどに、血の気が失(う)せていて。しかも――。

「あっ、危ないベルゼ!?」

　目の前で突然、ベルゼビュートがふらついた。護狼は咄(とつ)嗟(さ)に、わずかに斜めになった屋根の上を踏みしめて、彼女の体を抱き留める。

　と、気付くのは摑んだ護狼の手が感じた、じっとりと滲(にじ)んだ汗の感(かん)触(しよく)だった。

「？　もしかして体調悪いのか？　風(か)邪(ぜ)――って、魔族もかかるものなのか？　なあ」

　尋(じん)常(じよう)ではない汗の掻き方だ。護狼は心底心配する。けれども。

「俺の寝室で休むか？　あそこならまだ、どうにか一人ぶんのスペースはあるし。明日も授業はあるんだから、とにかく、しっかり体を休めておかないと」

「……な、い」

「ん？　ベルゼ、今なんて……」

「もう、授業など出るかッ！　我の知ったことか!!」

　ベルゼビュートが護狼を突き飛ばす。それだけで護狼は派手に吹っ飛んで、屋根の上を転がった。あわや、「うわああ！」と端から落ちそうになる。必死に屋根の縁(ふち)にしがみついて、護狼はどうにか踏み留(とど)まった。ところがその頃には、赤毛の魔王少女の姿はどこにもなくて――。

　ただ、どこかへ走り去るその足音だけが、静かな夜の向こうへと遠ざかった。

「授業に……出ない？　は？　ベルゼが？　……授業参観だってのに？」

　護狼はしばし、呆(ぼう)然(ぜん)と彼女を見送る。それって、とやがて意味を理解した。

「まさか――『登(とう)校(こう)拒(きよ)否(ひ)』なのか!?　おいー！」




††




　翌朝になっても、赤毛の魔王少女が護狼の前に姿を見せることはなかった。

「うー……。ね、眠い～～～」

「あら、ゴローさまったら。わたくしと一緒にお休みにならないから、ですわっ」

「へ？　あ、ルシフェル？」

　いつものように朝食を取るためにやってきた、《パンデモニウム学園》の食(しよく)堂(どう)。そこは無数の塔の外側に設けられた、大小様々なテーブルと椅子の並んだオープンテラスとなっている。その一画で席に着き、あくびをしていた護狼のもとに、銀髪の魔王少女がやってくる。今日もまた、新しいドレスに身を包んでいた。

　だがその恰(かつ)好(こう)よりも護狼は、彼女がこの時間に現れたことにびっくりする。

「おはよう。珍しいね、こんな朝早くに。いつもならもっと遅くに起きてくるのに」

「お母さまがいましてよ？　惰(だ)眠(みん)をむさぼるわけにはいきませんもの！　ふわ～」

　そう告げたルシフェルではあったけれど、すぐに護狼と同じように、小さなあくびを嚙み殺す。なるほど、と護狼も察(さつ)した。――昨夜護狼は、リュックを大広間近くの空き部屋で見つけて、そこで寝袋に潜(もぐ)り込(こ)んだ。ところがベルゼビュートのことが気になって、どうにも寝付けなかったのだ。

　それと同じようにこの少女も、昨日に引き続き今日のことが気がかりで、早くに目覚めたというところか。いいや、ルシフェルだけではない。

「おはようございます、《五代目》さま。今日も張り切っていかねばなりませんね」

『にゃはー！　ゴロちゃん、ご飯中なのだ？　ってアーちゃんが～』

　遅れて顔を見せたのは、賢者少女に黒猫の魔王少女だ。慌ててルシフェルを追いかけてきたのだろうか、それとも疲れているせいか、アレクトリアは珍しく聖(せい)帽(ぼう)の端が乱れていた。すぐに気付いて、素早く直す。

　一方アスタロトときたら、表情こそ相も変わらず変化しないが、頭の上の黒猫は元気いっぱいだ。ボタンの目でテーブルにあった、護狼が適当に持って来た朝食に注目する。

　料理人のザガンが作り置きしてあった、何種類かの雑(ざつ)穀(こく)パンを盛っただけのものである。それでもアスタロトは嬉(き)々(き)として、『にゃわーい！』と勝手に飛びついた。

『むぐむぐ！　にゃむぅ、なんかぱさぱさするってアーちゃんが言ってるのだ！』

「こら、アスタロト。おはよう、って朝の挨拶くらいはだね――って、それ一応俺とアリアのぶんなんだぞ？　なのに文句言う？」

「新しいのを用意しないといけませんね」

　アスタロトの本体と黒猫の両方の口に放り込まれるパンを諦め、賢者の少女が隣(りん)接(せつ)する厨(ちゆう)房(ぼう)へと向かった。

「それにしても食事にうるさいのは、いつも《五代目》さまの方ですのに……もう少しマシな食料を見繕ってきますね」

「えっ。あ、ああ……うん、頼むよアリア」

　言われて初めて、護狼も気付く。時間にルーズで惰眠が当たり前な魔族たちはともかく、護狼とアレクトリアはいつもだいたいこの時間にここで朝食を取っていた。その際「栄養さえ取れればいい」派の賢者少女を注意するのは、大抵護狼の役目だったのに。

　調子を狂わせた原因ははっきりしている。三人目の魔王少女がいないせいで――。アレクトリアがいない間にさっと護狼の隣に座ったルシフェルも、そこに気が付いた。

「そういえばベルゼが顔を見せてませんわね？　ま、いないなら楽でいいですけども」

「……。ベルゼは、来ないってさ」

「？　えっ」

「昨夜……俺に、『もう授業など知ったことか』って。それで」

　やっぱり自分のせいなのだろうか？　護狼はちくちくと己を責める。

（ベルゼは、お父さんが来ないことで傷ついてたんだ。――人間の血が半分流れているからこそ、誰よりも次期大魔王になりたいと思っていて、意気込んでたのに。俺は……俺だけは《パンデモニウム学園》で、彼女の出(しゆつ)生(せい)の秘密を知ってたくせに）

「もっとわかってあげられてたら。うう、俺は教師としてはやっぱ、未(み)熟(じゆく)なんだなあ」

　――しかし、話を聞いていたルシフェルときたら、突如「うふふふ」と笑い出した。

「はい？　な、なにルシフェル？」

「だって……喜ばずにはいられませんわ！　勝った！　勝ちましたわ、ベルゼに！　戦わずして！　これはつまり、このわたくしに恐れを成したということですわねっ！」

　ぽふ！　と思い切り手のひらを合わせて、銀髪の魔王少女は満面の笑みになる。

「あのね、そういう言い方はどうかと。ベルゼにだって、いろいろあるんだろうし」

『ベルベルが、授業サンカの続きに出ないのだ？　アーちゃん残念がってるのだあ～』

「自ら不参加を決めたのでしょう？　億千に一つも気にかける必要ありませんわ！」

　ネコミミをぴょこんと立てたアスタロトにさえ、ルシフェルは容(よう)赦(しや)なく断言した。

　さすがに護狼もその言いようには閉(へい)口(こう)する。けれども――。

　ふいに、銀髪の魔王少女は「そうですわよ」と、真顔でぽつりと呟いた。

「そもそも贅(ぜい)沢(たく)なのですわ、親が来ていないのなら重圧も感じないでしょうに」

「？　わっ、ルシフェル？」

　そうして彼女は、横にいる護狼にこつん、ともたれかかった。銀色の髪と頭を軽く、護狼の肩へと載せてくる。

「……だって、そうでしょう？　ゴローさまあ。わたくしなんか、お母さまに比べたら、翼は半分の三枚ですし。金色の《邪眼》だって、片目だけしか受け継ぎませんでしたもの。側にいるだけで、その差をいつも痛(つう)感(かん)させられますわ」

「えっ？」

　それはルシフェルの、隠していたコンプレックスなのか。

（確かに、言われてみれば。サタンは六枚の翼に、両目ともに金色で……）

「ルシフェル、君は」

「ゴローさまあんっ。ですから……ね？　今回の勝者はもちろん、このわたくしにしていただけますわよね？　ね？」

「ああ――なんというか。同情を引きたかっただけ？　おいー！」

　結局はべたべたとくっついてくるルシフェルに、さっきまでのかげりはない。いつもどおりだ。ええい、と護狼は赤面しながら引(ひ)き剝(は)がした。

「だって。わたくし、焦(あせ)ってますのよ？　今回はど、う、し、て、も、くらすいいんちょの座が欲しいのですわ！　代理ごときが来たベルゼと違って、わたくしはお母さまが直(じき)々(じき)に、お目見えになられているのですから！」

「気持ちはわかるけどさ、いつも言ってるように、俺はひいきしたりはしないからな？親が見ていようがいまいが、平等に評価するだけで――」

　そのとき、そこにもう一人の魔族がやってくる。

「確かに……。ただの傍(ぼう)観(かん)者(しや)に過ぎない私に、バアル・ゼブブさまと同じ役目をこなすことは不可能ですね」

「！　ルキフゲスさん？」

　いつから話を聞いていたのか。護狼たちが振り向いたそこに、顔にベールをかけた青年魔族が立っていた。慌ててルシフェルがドレスの裾(すそ)の乱れを正し、ふんわりと微笑む。テーブルの上に乗っかっていたアスタロトも、ぴょこんと降りて、椅子の上に座り直した。一応、代理でしかない相手ではあるが、礼儀を考えてのことか。

　いや、すぐにきょろきょろと辺りを見回したルシフェルは、どうやら一緒に母がいるのではないかと思ったようだ。

「……なんだ、お母さまは来ておられないですわ。もう、驚かさないで欲しいですの！」

「サタンさまやディアボロスさまは、まだ熟(じゆく)睡(すい)しておられるようですよ。私は――少し、『見える』ことがありましたので」

　脱力する銀髪の魔王少女にそう告げて、ふとルキフゲスは盲(もう)目(もく)のはずの視線を遙(はる)か彼方(かなた)へと向けた。彼が何を見ているのか、それは護狼たちにはわからない。だから。

「ベルゼビュートさまはやはり、あちらですか」

　盲目の青年魔族が、意味深に呟いた。それでも護狼は首を傾げるばかりである。

「はい？　あちらって……ど、どこ？」

　ルキフゲスの顔が向いているのは、《パンデモニウム学園》の塔が並ぶ、その向こうのようにも思えた。高い壁に囲まれた学園の、外側だ。

　――そして、予言の魔族である彼は、またもや護狼にいつかの言葉を投げかける。

「貴公は、ゆめゆめ忘れないように。『彷徨(さまよ)いしとき』には『過去の繋がり』が、『未来に導く』ということを――」

















　そのとき――空が変化した。

　三つの月の彩(いろど)り以外、常に漆(しつ)黒(こく)を湛(たた)えているはずの、魔界の空が。

「！　え、なっ？」

「なんですの!?　これは……！」

　護(ご)狼(ろう)が、ルシフェルが《パンデモニウム学園》のオープンテラスから空を見上げ、同時に呻(うめ)いた。そこに『にゃうっ！』とアスタロトが加わる。黒猫の魔王少女は肉球の手で、頭上を示した。

『月がいきなりくっついたのだって、アーちゃんが言ってるのだー！』

　――そう、彼女の指(し)摘(てき)どおり。これは先日の、サタンが引き起こした気(き)象(しよう)操(そう)作(さ)とは別のものだ。一ヶ月に一度しか重なり合うことのないはずの、青、赤、緑の三つの月。それらが強引に空を動いて今、一つになろうとしていたのだ。

　それに伴(ともな)い魔界の空は、一気に白く染まっていく。

　魔界と人間界とが繋(つな)がる、その予(よ)兆(ちよう)だ。けれどもあまりに不自然な変化だった。

（おかしいぞ。人間界と魔界とが繋がる「満月の夜」まで、まだ数日はあるはず！）

　護狼は今朝、自分が書いた日誌のことを思い返す。そこには確か、ちょうど「５０日目」と記したばかりだ。

　およそ２８日周期で満月となるため、護狼が初めて魔界にやってきた日から数えれば、「５６日目」に起こるはずの現象なのに――！

　だが、けっして見(み)間(ま)違(ちが)いなどではない。ぐらり、と突然《パンデモニウム学園》が大きく揺れた。「うわ！」と護狼はたまらずに、椅(い)子(す)から立ち上がりかけた恰(かつ)好(こう)で転(てん)倒(とう)した。

「な、なんだよ、これ？　地(じ)震(しん)っ？」

「……学園そのものが、移動速度を上げたのですわ！」

　地に伏せた護狼とは違い、ルシフェルが三枚の翼でふわりと軽く浮いて叫ぶ。空中で静止しているはずの彼女がなんと、そのまま歩くほどの速度で横(よこ)滑(すべ)りしていくのだ。

『人間界への「穴」に学園が追いつこうとしてるのだ、ってアーちゃんが～！』

　頭の上の黒猫にそうわめかせながら、アスタロトがモノクルの下の顔を、いっそうクールに引き締めた。確かに《パンデモニウム学園》は、人間界侵(しん)略(りやく)のためにつくられた要(よう)塞(さい)施(し)設(せつ)である。一ヶ月ごとに位置の変わる「穴」に引かれて、常に移動しているのだ。

　しかし今――学園が追いつく前に、ついに「穴」が開いてしまう。学園を囲む城壁の遙(はる)か向こうで、白く染まった空の下、ぐにゃりとした空間の歪(ゆが)みが垂(すい)直(ちよく)に走った。

　稲(いな)妻(ずま)のように歪(いびつ)なそれは、明らかに無理矢理「裂けた」かのようで――。

「なっ、なんですの？　あれはっ」

『アーちゃん、知ってるみたいなのだ……！』

　狼狽(うろた)えるルシフェルと違い、アスタロトの頭で黒猫が語る。

『十年前と同じなのだ、って。ベルベルが魔界からいなくなった、あのときと』

　は？　突然の内容に護狼もルシフェルも、同時に固まる。

「なに、言って……アスタロト？　ベルゼが、魔界からいなくなった？」

「どういうことですの、それって！　十年前と言えばベルゼが確か、この学園の――いえその前身だった魔王城からいなくなったとき、だったはずでしょう？　今では信じられませんが、大魔王さまの跡(あと)を継(つ)ぐのが嫌で、逃げ出したって？」

『にゃむうー、だからあ。アーちゃんが言ってるのは同じことなのだ～って』

　ベルゼビュートとは幼なじみの黒猫の魔王少女が、ぽろりと真(しん)相(そう)を漏(も)らした。

『――ベルベルはこの城から十年前にも、人間界に逃げたのだ！』

　まさか!?　護狼とルシフェルは、その場で顔を見合わせる。そのとき、護狼はまだ揺れる学園の上で、平然と立っているルキフゲスの姿に気付いた。

　予言の魔族である彼は、ベルゼビュートの話をしたときと同じく一方向に、ベールに覆(おお)われた顔を向け続けていた。それは明らかに、空間が縦に裂けた「穴」のある方(ほう)角(がく)で。

「ルシフェル！　ちょっと引っ張って、上までっ」

「え？　あっ、わかりましたわ！　えーい！」

　護狼の意図を察(さつ)知(ち)して、銀(ぎん)髪(ぱつ)の魔王少女が腕(うで)を取る。ふわ、と学園を垂直に飛び上がった。悲(ひ)鳴(めい)が出るのを必死に堪(こら)えて、護狼は中央塔の最上階あたりまでルシフェルと一緒に飛(ひ)翔(しよう)する。そこで初めて、高い城壁の向こうで繰り広げられている光(こう)景(けい)を目撃した。

「あっ！　あれは……船ですわ！　お母さまたちが乗ってきた！」

「――って、ベルゼ!?　あんなところに？」

　護狼とルシフェルが見たのは、白い空の光を弾(はじ)く、銀色に染まった広大な海だった。そこに、いつの間に学園から離れたのだろう。あの生きている船、《魔法生物(クリーチヤー)》９号の船体が浮かんでいた。甲(かん)板(ぱん)さえも白く照らされる中――護狼は遠目ではあるがはっきりと、「赤」い色を確かに見る。

　それはもちろんあの、ベルゼビュートの鮮(あざ)やかな赤毛か。だが直後、あっさりと掻き消えた。垂直に空を裂いた、巨大な「穴」の亀(き)裂(れつ)とともに――。

「ベルゼ――――――――――!!」

　護狼が叫んでも、もう彼女には届かない。三つの月が元の位置へと戻っていく。白い光は失われ、空は漆黒に満たされた。その中で護狼の声だけが、遠くに響いて消(しよう)滅(めつ)した。




「ほほう……バアルの娘は、魔界から逃げおったか？　これは滑(こつ)稽(けい)なことじゃのう～」

　ふいに声がかけられる。銀髪の魔王少女に摑(つか)まったまま、護狼は振り返った。

「お母さまっ？」

　ルシフェルが、サタンの姿に声を上げた。――宙(ちゆう)に浮いた護狼たちのいる位置は、たまたま中央塔の最上階に設(もう)けられた、広いテラスの側(そば)だった。そこに目を覚ましたサタンが、手すりに大きな胸と肘(ひじ)をついて、優(ゆう)雅(が)に佇(たたず)んでいたのである。

　背後では寝室の一つから、大きな頭がはみ出ている。まだ寝ている巨体のディアボロスだ。漏れ出る豪(ごう)快(かい)ないびきがやかましい。それでも銀髪の美女は乱れた寝間着姿のまま、いびきなど意に介さない。その唇(くちびる)にはあくまで笑みが湛えられていて――。

「サタンさん……？　いや、あの！　ベルゼが逃げただなんて、そんなことはっ」

　護狼はルシフェルに摑まったまま、慌ててベルゼビュートを庇(かば)った。よりによって大魔王バアル・ゼブブと並び立つこのサタンの前で、失(しつ)態(たい)がばれたとしたら――あの赤毛の魔王少女は致(ち)命(めい)的(てき)だ。

　しかし、サタンは笑みを崩さない。それはまるで、すべてを見透かすかのようだ。

「ルシフェル、と、とにかく！　一度降ろしてくれ、急いで！　……ルシフェル？」

「えっ。あ……はいですわ、ゴローさま」

　母の前にいるせいか？　急(せ)かした護狼の言葉でやっと、ルシフェルが反応した。護狼を摑むその手が少し汗ばんでいた。が、母に軽く一礼すると、すぐに降下してくれた。

　ただし、サタンの態度に何か思うところがあったのか――。護狼を食堂まで降ろした後、彼女はそのまま空に舞い戻る。

　けれども護狼は、そのことに気付けなかった。

「……いったい、なにが起きたんだよ……？」

　しばし呆(ぼう)然(ぜん)とその場に立ち尽くし、ベルゼビュートのことを思った。周囲ではすでに学園のあちこちから、大勢の魔族たちが異変に気付いて飛び出してくる。「今のは？」「空が、白く……」「亀裂が！」などと、叩(たた)き起こされた生徒たちが口々に騒いだ。

「《五代目》さま！　さきほどのは、なんでしょうか？」

　そこに、厨(ちゆう)房(ぼう)の中に消えていた賢者少女まで加わった。だが護狼は振り返ったものの、どう説明していいのやら言葉に詰まる。まだ自分でも理解できていないのだ。

（いや、俺は理解したくないんだ。授業に出るのが嫌だからって、こんなことって！）

『今のは、ベルベルが人間界へ行っちゃったのだ！　それで空が、白くなって……』

　だから状況を説明したのは、石造りのテーブルの上に立って、戻った月の輝きを見ていたアスタロトだ。――瞬間、「はい？」と驚いたアレクトリアを皮切りに、近くにいた何体かの魔族が耳にする。

「ベルゼビュートさまが、人間界にい!?　んぅうーっ、どーしてですかあっ！」

　うち一体はあの、鳥型魔族のフェネクスだった。あまりのことに悲鳴を上げて、空中に飛び上がる。そのまま卒(そつ)倒(とう)したように落ちて、庭(てい)園(えん)の木々の一つに引っかかった。かわりに彼女の叫びが他の魔族たちに波(は)及(きゆう)する。皆が口々に状況を理解し、動(どう)揺(よう)した。

「魔族が、人間界に？　ああ、神よ！　なんてこと！」

　さらに、天に祈(いの)るのはアレクトリアだ。

「《五代目》さま、これは非常事態です！　魔界から魔族が、しかも魔王クラスが人間界に出向くなんて！　いくら和平を結んでいても、こんなことは許されません！」

「わ、わかってる！　……とんでもない事態だってことは、俺も」

　ようやく護狼は我に返った。教師の、自分の責任だった。そのことを痛(つう)感(かん)する。

　どうにかしなくちゃ、と己に強く言い聞かせた。けれども固(かた)唾(ず)を呑(の)むアレクトリアでさえ、何をすればいいのか、まったく思いつかない様子で――。

　彼女にできないことは、大抵護狼にもできない。護狼は自(おの)ずと唇を嚙(か)んだ。

（だって俺は、勇者の力だってまともに使いこなせなくて――あっ、でも？）

　待てよ。護狼はたった一つだけ、自分にしかできない手段を持っていた。

　ただしそれは、多少の決意が必要なものだ。

「いいや、《勇者心得》その１４９、『後(こう)悔(かい)よりも先に、やれることはすべてやれ』だ！」

「？　《五代目》さま？」

「アリア、ええと。一つ、君に頼みたいことがあるんだけど。あ、いや」

　その前に。護狼は引きつった笑みを見せて、彼女に大事な相談をする。

「ねえ。――一番楽な死に方って、なにかな？　あは、は」
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「躊(ちゆう)躇(ちよ)などせず……ひと思いにやりますが、なにか！　Amen(アーメン)!!」

「げふッ!?」

　こきゃっ、という音とともに、護狼の首が根を上げた。直後、意識は暗(あん)転(てん)して――気が付けば護狼は、あの白い精神世界へと飛ばされていた。

（って、アリア～！　痛くしないって言ったのに！　一瞬、ものすごく苦しかったぞ？）

　殺してくれ、と頼んだのは護狼の方ではあったものの、つい愚(ぐ)痴(ち)をこぼす。

　だが彼女の腕前は確かだった。こうして見事に、護狼はあっさり死ねたのだから。

　――人間界にいる、父の士(し)輝(き)と会うために。

『！　護狼？　お前……』

（父さん！　よかった、話しておくことがあるんだ！　アリアにわざと殺してもらって、ここに飛んできたんだけれど）

　白い空間に、父の魂(たましい)である白い光が現れる。護狼は飛びつくようにまくし立てた。

（ああ、アリアはさすがに最初しぶってたけどさ。でも「勇者としての使(し)命(めい)が」って言ったら、やってくれたんだ。むしろ他の魔族には任せられないって。それで――）

『待て、待てって護狼！　なんだって？』

（ごめん。とにかく本題に入るね。落ち着け、俺っ。ええと）

　一から説明しようと逸(はや)る気持ちをどうにか抑えて、護狼は光の父と向き直った。

　が、すべてを語るまでもなく。

『あれか？　魔界から、魔族がこっちに来やがった件か？』

（っ！　父さん、知ってたの？）

『知ってるもなにも……お前、「組織(チーム)」のこと舐(な)めてんだろ。ハ！　こういうときのためにあるんだぜ。つーか、やっかいなときに呼びやがってっ』

　父が軽く毒づいた。その理由は――。

『今、その魔族を俺が追(つい)跡(せき)中(ちゆう)だ。いきなりだったから、包(ほう)囲(い)網(もう)が完璧じゃなくてな。しかも、やたらと足の速いヤツで――そこを俺が、追い詰めてたとこだってのに！』

（追跡中？　今、父さんが？）

『そうだぜ、くそったれめ。オレの精神がこっちに来てるのは、お前と違ってほんの一瞬のことだけどよ。それでも隙を見せるとまずい相手だぞ。どういう魔族なんだかっ』

（父さん、相手はベルゼなんだ。俺の生徒で……）

『はあ？　ベルゼって、まさかベルゼビュートか？　バアルの娘の!?』

（うん。ほら、俺を最初に迎えに来たときの魔族で。あのときは鎧(よろい)を着てたからわかんないかな？　見た目は赤毛の女の子で、ちょっと性格きついところもあるけれど、悪いコじゃないよ？　ただちょっと、たぶん……俺の授業が嫌で、逃げ出したってだけで）

『――馬(ば)鹿(か)野(や)郎(ろう)がッ!!』

　え!?　突然の罵(ば)声(せい)に護狼は驚く。鼓(こ)膜(まく)があれば、破れるかと思うほどのものだった。

　それは護狼が聞いたことのない、父の本気の怒鳴り声で――。

『わかってねーのか、お前っ。魔族が、しかも魔王クラスもの相手が、人間界に来たってことを。それがどれだけ人間の脅(きよう)威(い)になるか、勇者のお前が理解できてないのかよ！』

（……あ）

『こんなに平和ボケしてるとは思わなかったぜッ！　護狼！』

　それは直接頭を殴られるよりも、護狼の心を深く抉(えぐ)った。

　父は心底呆(あき)れているのだ。その瞬間、護狼は父に実は信(しん)頼(らい)されていたことを感じ取る。

　だがその信頼は、もうない。今ここで砕けて消えた。

（父、さん。お、俺……俺、はっ）

『もういい、護狼。後はこっちで処理する』

（処理？　処理って!?　ベルゼに侵(しん)攻(こう)だなんて気はないよ！　ほんとに！）

　ぞっとするほど、父の言葉は冷たかった。護狼は必死に食い下がる。

　だが、《四代目》であり歴(れき)代(だい)最(さい)強(きよう)の勇者である、士輝の意志は変わらない。

『魔王クラスが侵攻してきたんだ。勇者のオレとしては――退(たい)治(じ)するだけ、さ』

（そ、んな……！）

『といっても結界から外へ逃げられるとやっかいだな。見た目が女の子ってのなら、人間に紛(まぎ)れ込むこともできるか。まあ騒ぎでも起こせばすぐ見つかるだろうけどよ――』

（！　彼女はそんなことしないよ！）

　護狼は反射的に叫んでいた。だから、余計なことまで口走る。

（ベルゼはだって、人間の血も引いてるんだから!!　……あっ、しまっ）

『？　護狼？』

（今のは彼女との秘密でっ。魔族と人間のハーフだなんて誰(だれ)にも秘密で――うああ！）

　口を手で塞(ふさ)げるなら、とうにそうしている状況だ。

　ばらしてしまった！　護狼は最悪の失(しつ)態(たい)に絶(ぜつ)望(ぼう)する。けれども。

『そうか。お前も知っちまったのか。ハ！』

（えっ……な？　父さんも、知ってて？）

『ああ、まーな。ただ、知ってるのはそこまでか？　護狼』

（へ？　そこまで、ってどういう？）

　あまりにも唐(とう)突(とつ)な問いかけだった。護狼はどこまで驚いていいのかわからなくなる。

　父が、赤毛の魔王少女の秘密を知っていたということだけで、もう十分なのに。

　しかし真意は知らされなかった。『まーいい』と、父が自分の本音が漏れ出る前に、会話を打ち切る。

『とにかくオレはバアルの娘を捕らえるだけだ。……それこそ、どんな手を使ってもな』

（どんな手って――！）

　言葉のかわりに護狼の中に、いきなり無数のヴィジョンが流れ込んでくる。それは強くイメージされた、父の思(し)考(こう)か。森の中を、ビルの中を、公園の中を――それぞれ場面は違えども、一(いつ)斉(せい)に取り囲む、軍服を着たたくさんの兵士たちの姿があった。彼らの手には、ごつい銃(じゆう)器(き)が握られている。よく訓練された動きで、蠢(うごめ)く「敵」を狙(ねら)っていた。

　そいつは赤毛で人型をした「敵」だ。その相手に、どの銃口も向けられていた。

（と、父さん！　ベルゼを撃ったりする気なの!?）

『撃つ？　ああ、そーだろ。その程度で倒せるかどうかはわかんねーが、勇者のオレが間に合わないなら、「組織(チーム)」の連中で足止めくらいはさせるしかねえよな。ハ！』

（倒すって……やめてよ！　そんなことっ!!）

　護狼は心底懇(こん)願(がん)する。だが、そこで終了だった。時間切れだ。護狼の魂がぐん、と強く引っ張られる。光の塊(かたまり)である父が遠ざかった。肉体の修復が終わったのだ。

　ただ最後に一つだけ、突き放していた父が呟(つぶや)く。

『護狼、お前がどうにかしたいと思うか？　なら……お前は、勇者として死にな』

　それだけだ。父がそう締めくくるときには、護狼はもう白い世界から脱して――。




「死になって、どういう……父さんっ！　……はっ」

「お帰りなさいませ、《五代目》さま」

　勇者として死にな。その言葉を胸に抱いて、護狼は肉体に戻ってくる。目を開けたそこにいたのは、護狼の首を容(よう)赦(しや)なくへし折ったアレクトリアだった。場所は、大広間の側にある空き部屋だ。食堂のオープンテラスで殺してもらったはずだが、護狼の寝袋が置かれたままの、ここに運んできたらしい。しかも賢者少女の膝(ひざ)枕(まくら)付きである。

　護狼は少し赤面しつつも、しかし――起き上がりながら真顔になった。

　そこにいたのはアレクトリアだけではない。傍(かたわ)らには料理人のザガンや、墜(つい)落(らく)して頭に葉っぱを載せたままのフェネクスや、その他大勢の魔族たちが取り囲んでいた。

「わ、わっ？　みんな……？」

「で。どうでござった、人間界の方は？」

「ベルゼビュートさまの動向を知るために、連絡を取りに行ってましたですよねっ？」

　赤毛の魔王少女に忠(ちゆう)誠(せい)を誓(ちか)った、ザガンとフェネクスが真っ先に詰め寄る。が、それ以外の魔族たちも興(きよう)味(み)津(しん)々(しん)、といった具合だ。

　ルシフェル派であるドラゴンのブネも、後ろの方で大きな頭をもたげている。臆(おく)病(びよう)なグラシャも魔族たちの隙間から、姿を消すことなくひょっこり顔を覗(のぞ)かせていた。

「面倒でしたので、《五代目》さまがわざと死んだ理由を簡単に説明しておきました」

　状況をアレクトリアが解(かい)説(せつ)する。だから皆が一堂に、護狼の復活を待っていたのだ。

　けれども護狼は、苦い顔をするしかない。

「……。父さんと――人間界にいる《四代目》勇者と話してきたよ。ベルゼのこと、追いかけてる最中だって。最悪、倒すとか……勇者はそのためにいるんだって」

「なんでござると!?」

「んぅうー！　《四代目》って、あの大魔王さまさえ退(しりぞ)けた、最強の勇者ですかあっ？」

「当然、ですね。それが神から与えられた、勇者の絶対の使命です」

　どよめいたザガンやフェネクスたちと違い、一人冷静なのは賢者少女だ。

　じろりと大勢の魔族たちから睨(にら)まれても、彼女は一つも意に介さない。護狼の側で正座をしたまま、「なにか？」と胸の十(じゆう)字(じ)架(か)を握るだけだ。

　けれども。

「――違うだろ!!」

　大声で叫んでいたのは護狼だった。上半身を起こしたまま、自分の下に敷(し)かれていた薄い寝袋に思い切り拳(こぶし)を叩きつける。骨が軋(きし)んで痛んだものの、どうでもよかった。

　護狼は皆の前ではっきりと、首を何度も横に振る。

「そうじゃない。魔族と人は、わかり合える……そのために、俺は！　《五代目》の勇者は、魔界に来たんだ！　それを決めたのは《四代目》の、父さんのはずなのにっ」

「《五代目》さま？」

「アリア。君は賢者だから、昔の勇者の家系だから、アンチ魔族なのはわかる。でも俺は違うんだよ。俺は、今――ただ、生徒のベルゼが心配なんだ！　だいたい俺の授業が気にくわないで逃げたのなら、責任は俺にあるじゃないか？　ああ、でも」

　どうしたら？　護狼は困(こん)惑(わく)に瞳(ひとみ)を揺らす。ついアレクトリアやザガンにフェネクス、他の魔族の面々を見やった。

「どうすれば止められる？　ベルゼを、父さんたちより先に見つけて、連れ返せる？」

　それは「人間界に行く」ことが条件となる事(こと)柄(がら)だった。もちろん、この場にいるどの魔族も答えられない。不可能、なのだ。ベルゼビュートが十年前と今回、満月の夜以外に二つの世界を跳び越えたのは、あくまでイレギュラーでしかないのだから。

　そのことが護狼にもひしひしと伝わった。だが。

『今ならまだ、追いかけることができるかもなのだ！　って、アーちゃんが～』

「えっ？　……アスタロト！」

　魔族の輪の向こうから、黒猫の魔王少女の声がした。息を呑む護狼に、取り囲む魔族たちが二つに割れる。その向こうにいたのは、何やら一(いつ)心(しん)不(ふ)乱(らん)に石の床に、尻尾(しつぽ)に持たせた発光チョークで術式を書くアスタロトだった。

（そういえば、輪の中にアスタロトとルシフェルの姿がないと思ってたけど……！）

　ルシフェルはともかく、アスタロトは複(ふく)雑(ざつ)な術式を描くのに、夢中になっていただけのようだ。そうしてそれは護狼が今、最も求めていたもので――。

　モノクルの下で集中する彼女に代わって、頭の上の黒猫がにやりと笑う。

『十年前はアーちゃんにも無理だったけど……今ならきっと、できるのだーって！　ベルベルがどうやって空間を歪めたのかわかんないけど、無理矢理やったその影響がまだ、残ってるのだ！　そこをこじ開ければいいみたいなのだ！』

「ほ、ほんとに行けるのか、アスタロト？　満月じゃなくても！」

『同じ場所に同じ亀裂をつくるのだ！　アーちゃん張り切ってるのだ！　にゃはー！』

　アスタロトは単に、探(たん)求(きゆう)心(しん)から来る興味本位で行動しているのかもしれない。興奮する黒猫の様子に、護狼はなんとなくそう解(かい)釈(しやく)する。それでも、救えに行けるのなら！

「やってくれアスタロト！　俺が、ベルゼを連れ戻してくる！」

　護狼はきっぱり断言した。アレクトリアが隣(となり)で眉(まゆ)をひそめ、苛(いら)立(だ)ちで金色の髪の先をくりくりと弄(いじく)り出(だ)すが、関係ない。

（だってこれは、俺の役目だ！　勇者として……ううん）

　勇者として死にな。父の言葉が思い出される。

　そう、赤毛の魔王少女を助けたいのなら――勇者ではなく。

「俺は、先生だから！　生徒の一人であるベルゼの面倒を見る義務があるんだ！」

　――感心、なのか。それとも単に、人間である護狼がそんな発言をすることが意外だったのか。部屋にいる魔族たちの誰もが、それぞれ互いに目を見合わせた。

『にゃはー！　じゃあゴロちゃん、みんなをつれて《魔法生物(クリーチヤー)》９号のとこまで行くのだ～、ってアーちゃんが！』

「へ？　みんな、って……？」

　しかしそこにアスタロトが、一番大事な「条件」を今になって付け足した。

『うにゃ？　だから～、空間の亀裂を開くには、膨(ぼう)大(だい)な魔力が必要になるのだ！　それ、アーちゃんだけではどうしようもないから、一緒に魔族をつれていくのだ！』

「あ、じゃあっ」

「拙(せつ)者(しや)はもちろん、協力するでござるよ！」

「わ、私もですようー！　んううー！」

　ザガンとフェネクスの二体が即座に呼(こ)応(おう)した。護狼のジャージの襟(えり)を摑んで揺さぶるほどである。「わ、わかってるから！」と護狼も返すので精一杯な勢いだ。だが――。

　あれ？　と護狼は他の声が一つも上がらないことに気付く。取り巻く魔族たちを見回しても、ザガンとフェネクス以外は反応しない。協力する気がないのである。

　にゃむぅ、と肉球の腕を組むのは、完成した術式メモの上に座るアスタロトだ。

『《伯爵(マーキス)》と《子爵(バイカウント)》階級(ランク)の二魔だけなのだ？　アーちゃんを入れても、それだけじゃあぜんっぜん魔力が足りないみたいなのだー！』

「！　じゃあ、どれくらいいれば？」

『アーちゃんによると、学園にいる魔族全部足してどうにかってとこみたいなのだ！』

「学園の、魔族、全部だって？」

　じゃあ！　と護狼はみんなを見た。けれどもやはり、誰も護狼と行こうとはしない。

　かわりにぽつりと呟いたのは、後ろの方で首だけ高く上げていたドラゴンのブネだ。

「だって。ボクたち、協力する理由がないしー」

「……うん。そう、だよなあ」

「ベルゼビュートさまに目をかけてもらっていた、ザガンとフェネクスはともかく」

「そのベルゼビュートさまがいないんじゃあ、媚(こ)びを売る必要もないし」

　ブネに続いて口々に、魔族たちが本音を漏らした。そんな！　と護狼は顔色を失う。

　けれども、忘れていたのは護狼の方なのだ。魔族は、人間のような理(り)屈(くつ)では動かない。強さによって階級(ランク)が決まり、それがすべてだ。

「あ、アスタロトっ！」

　護狼は思わず、《王(クイーン)》階級(ランク)の一人である、黒猫の魔王少女に頼み込む。

『？　なんなのだ、ゴロちゃん？』

「君から、みんなに協力するよう促(うなが)してくれ！　でないと、ベルゼを助けに行けない！」

『むー、でもアーちゃんそういうの興味ないのだ～』

「興味ない……いやいやいや、そんな場合じゃないから！」

　命令してくれればいいのに！　護狼は心底そう願う。けれどもそれは、いつもの護狼の教師としての教えとは反する思いだ。

　生徒は平等で、公平――階級(ランク)の壁なんてない。それがモットーだったのに！

（でも、どうする？　じゃあルシフェルにでも頼んで……で、できるか？）

　ベルゼビュートがいなくなった今、銀髪の魔王少女がいわば、次期大魔王の最(さい)有(ゆう)力(りよく)候(こう)補(ほ)というところか。この状況下で彼女が命じれば、学園の魔族たちはこぞって従うに違いない。

　けれども護狼には、想像ができなかった。あのルシフェルが、ライバルである赤毛の魔王少女のために、何かをすることがあるだろうか？

　あり得ない。――そのはずだった。しかし。




「わたくしなら、力を貸してもよろしいですわよ」

　唐突に、そんな声が届けられた。えっ、と護狼だけでなく、その場にいた全員が振り返る。空き部屋の開け放たれたままだった扉の側に、一人の少女が立っていた。

　純(じゆん)白(ぱく)のドレスを着た、銀髪の魔王少女。さきほどまで姿の見えなかったルシフェルだ。はい？　と護狼はつい、横にいたアレクトリアと目を合わせる。賢者少女も理解できていない、という顔だった。

「ルシフェル……え、今なんて？　というか、今までどこに？」

「……わたくしは、お母さまと一緒でしたわ」

「あっ。し、しまった――授(じゆ)業(ぎよう)参(さん)観(かん)、忘れてた!!」

　おもむろに訊(き)いた返事で、護狼は大事なことを思い出した。ベルゼビュートの突然の失(しつ)踪(そう)のせいで忘れていたが、まだ今日は授業参観が続いているのだ。

　すると魔族たちも、全員がその場で慌てふためき出す。準備も心構えも何一つ、さっぱりできていないのである。だが、ルシフェルが朗(ろう)報(ほう)をもたらした。

「騒がなくてもいいですわ。お母さまときたら、ベルゼがいなくなったことを知って、帰り支(じ)度(たく)を始めましたわ。わたくしが勝つのがわかったから、『もう授業サンカなどどうでもいい』のだそうですの。ディアボロスが起きたら学園を出るみたいですわ」

「へっ？　そ、それは……」

　助かった。護狼は魔族たちと一緒に胸をなで下ろす。気まぐれなサタンに感謝した。

（すごい態度の豹(ひよう)変(へん)だなあ。けど、授業参観を切り出したのもサタンだったし）

　それだけ愛(まな)娘(むすめ)であるルシフェルにこだわっているのだろう。護狼はそう解釈する。

　もっとも――なぜだろう。その銀髪の魔王少女は、さっきから一人、安(あん)堵(ど)の表情を浮かべていない。アレクトリアが護狼の側に陣(じん)取(ど)っているのに、その間に割り込んでもこなかった。かわりに彼女は、らしくないほど険(けわ)しい気配を纏(まと)わせていた。

「で、アスタロト。ベルゼを連れ戻しに人間界へ行くためには、《パンデモニウム学園》にいる、魔族全員が魔力を束ねればいいのですわね？」

『にゃふ？　そうなのだーって、アーちゃん言ってるのだ！』

「だったら……話は簡単ですわ。お聞きなさい、あなたたち！」

　黒猫の魔王少女に確認を取るやいなや、ルシフェルが声高らかに呼びかける。それは凜(りん)としたものだ。ゆるみきった魔族たちが一斉に、しん、と静まり返って聞き入る。

「いいこと？　あなたたちはわたくしの億千は劣(おと)る、下級魔族ですわ。……けれどもその力、わたくしが有意義に使って差し上げます。いいから、黙(だま)って従いなさい。なぜ、どうしてなんて考える必要はありませんの。ほぅら」

　ぽふ、とやわらかく、ルシフェルが手のひらを合わせた。青と金のオッドアイが涼(すず)やかに、まるであの母を思わせるかのように、魔族たちを見渡して――。

「その魔力、わたくしのために捧(ささ)げますの！　ベルゼだけに人間界侵攻を任せるわけにはいきませんわっ、今すぐわたくしが追いかける、その礎(いしずえ)となりなさい！」

「へっ？　人間界、侵攻って……？」

　突然の言いように、護狼はあっけにとられてしまう。ベルゼビュートがたった一人で、そんな無茶をするわけがない。しかし、魔族たちにはその中身などどうでもよかった。

　まさに、それは鶴(つる)の一声というやつだ。――皆が「おお！」「魔王さまのお力に！」「ご命令とあらば！」と、一気に盛り上がりを見せる。

『だったらみんなで、《魔法生物(クリーチヤー)》９号のとこまで行くのだあー！』

　ついでにアスタロトが指示を出し、真っ先に飛び出した。その導きに従って、活き活きと魔族たちがこぞって部屋の外へと駆け出す。一歩遅れるのは、ベルゼビュート派のザガンとフェネクスの二体だった。

　おそらく護狼同様、「人間界侵攻」に引っかかりを覚えたか――それでもこれが唯(ゆい)一(いつ)、主(あるじ)を救う術(すべ)ならばと理解してか、二人はともに部屋を出た。

　残ったのは護狼とアレクトリア、それに扇(せん)動(どう)した張本人のルシフェルだけだ。もちろんルシフェルもすぐに、後を追うようにここから立ち去ろうとするが――。

「待って、ルシフェル。ベルゼはきっと、人間界を侵略しに行ったわけじゃないと思う！　なんであんなこと……」

　護狼がつい、彼女を呼び止めた。「あら」と銀髪の魔王少女は振り返り、ふんわりと微笑(ほほえ)みを見せる。

「ええ、だってわたくしの、適(てき)当(とう)な出任せですもの。うふふ」

「！　えっ、どうして」

「別に、なんでもいいではありませんの。ただ……そうですわね」

　しかし護狼の疑問に、ルシフェルはふいに真顔に戻った。

「ベルゼとはまだ、決着が付いてませんの。こんなところで逃げ出されては、わたくしの誇(ほこ)りが許さないということですわ」

　それは思いもよらない返答だ。えっ、と護狼も驚くが――一番びっくりしたのは、素直に打ち明けたルシフェル本人のようだ。彼女は急にぷい、とそっぽを向く。

　それはどこか、照れているような反応だった。

「と、というかゴローさま。今回の勝者は、『らしくないことをした者』ということなのでしょう？　だったら、そういうことですわっ」

「ルシフェルっ？」

　余計な詮(せん)索(さく)を嫌うかのように、ルシフェルは三枚の翼を大きく羽ばたかせる。軽やかに飛翔して、護狼たちの前から姿を消した。




「――なぜ、ルシフェルは協力を申し出たのでしょう？　怪(あや)しい限りです」

　銀髪の魔王少女の後を追うように、護狼と賢者少女も学園の外へと向かう。

　しかし《パンデモニウム学園》の大(だい)回(かい)廊(ろう)を歩きながら、アレクトリアが忠(ちゆう)告(こく)した。

「あの魔族のことですから、きっとなにか企(たくら)んでいるに違いありません。でなければ」

「いいんだ、アリア。……わかってるよ」

「？　《五代目》さま？」

「彼女のことは俺だってよく知ってるから。なにか得になることがなければ、わざわざ協力するような真(ま)似(ね)はしないよ。でもほら、《勇者心(こころ)得(え)》その２９０にもあるだろ？　『相手の思(おも)惑(わく)はどうあれ、目的が合(がつ)致(ち)するなら利用しろ』ってね」

　護狼は賢者少女にそう告げる。それは、半分は本心だ。

　けれども――護狼はもう一つ、アレクトリア以上にルシフェルのことを知っている。銀髪の魔王少女は、噓(うそ)を吐(つ)くのが下手だった。だから。

「こんなところで逃げ出されては、わたくしの誇(ほこ)りが許さないということですわ」

　そう告げたルシフェルの言葉を、護狼は信じることにしたのだ。いや、彼女の魔王としてのプライドだけは、信用するに値(あたい)するもので。

　アレクトリアはまだ納得のいかない様子だったが、護狼はそれ以上、彼女に何も言わせなかった。

　やがて護狼たち二人は、学園から出て、噴(ふん)水(すい)のある広場までやってくる。そういえば、「どうやって海の上にある船まで渡ろう？」という大問題があることに気が付くが――それは幸い杞(き)憂(ゆう)に終わった。

　アーチ型に分厚い城壁が口を開けた、《パンデモニウム学園》の正門前。その向こうにはいつぞやのように、巨大な《魔法生物(クリーチヤー)》９号の船体が、きちんと接(せつ)岸(がん)されていたのだ。それは、勝手に船が戻ってきたわけではなく。

「これが……空間の、亀裂？　まだわずかに歪んだままだってのは、こういうことか？」

　辿(たど)り着いた船の前で、護狼はアレクトリアとともに、空を見上げて息を呑んだ。

　そこに、ベルゼビュートがつけたと思われる空間の裂け目が、垂直に漆黒の空へと伸びていた。わずかに歪み、そこから「よどみ」を漏らしている。

　闇(やみ)より黒く、ねっとりとした液体のようなそれは、世界と世界の狭(はざ)間(ま)を満たす何かである。護狼も一度、魔界に来るときに見たことがあるものだった。

（じゃあやっぱり、ここを広げることができれば、人間界まで行けるわけで――！）

　そんな亀裂に引き寄せられて、学園の方が、亀裂の真下に停(てい)泊(はく)していた船の側まで追いついたらしい。おかげで労(ろう)せず護狼たちも、遅れて船の甲(かん)板(ぱん)へと歩いて渡れた。

　魔界の船は、人間界のものとはもちろん、大きく意(い)匠(しよう)が異なっている。遠目で見たときにはマストのように見えたのは、まるで魚のヒレのような代(しろ)物(もの)だった。そのヒレで泳ぐように風を摑み、自由自在に動くようだ。甲板自体も踏みしめると、ぐにっ、とした弾力を持っている。なるほど確かに生き物だった。

　そして、すでに甲板上に集まっていた大勢の魔族たちの中に、もう一体の《魔法生物(クリーチヤー)》の姿があった。

「ん？　あれは……アスタロトの？」

「なんですか？　大きな、鎧？」

　アレクトリアは初めて見る代物だったが、護狼は違う。魔界に連れてこられるときに赤毛の魔王少女が着ていた、異(い)形(ぎよう)の鎧型《魔法生物(クリーチヤー)》がそこにあった。

　ただし、その《魔法生物(クリーチヤー)》２７号の形状は、かつて見たときよりも一回りは大きくなっている。身の丈三メートルほどだった鈍(にび)色(いろ)の装(そう)甲(こう)は、どこか鋭(えい)利(り)な印象だったはずなのに、今はずんぐりむっくりなのだ。四(よ)つん這(ば)いの姿こそ変わらないものの、まるでデフォルメされたかのようにまるまると太っていた。

　その理由はすぐにわかる。がばっ、と大きく胸部が展開した内部から、ひょっこりと顔を出すのはアスタロトだ。

『にゃふっ、やっと来たのだ、ゴロちゃあん！』

「アスタロト？　どうしたんだよ、こんなもの？」

『だって、無理矢理世界を渡るのだ！　アーちゃんのつくった２７号でも使わないと、通れないのだ！　だからアーちゃんが、わざわざここに運ばせたのだ～』

「えっ。これで、人間界へ行くってことか？」

『みたいなのだー。普通は中に入った魔族の魔力を使って、２７号は動くのだって。でも今回は外からみんなの魔力を受けて、限界出力を越えるのだーって、アーちゃんが！』

　アスタロトの言うとおりか、鈍色の鎧からは無数のチューブが髪の毛のごとく露(ろ)出(しゆつ)し、その端(はし)を取り囲む魔族たちが持っていた。どうやらそこから魔力を集める仕組みらしい。

　ただしアスタロトのように、チューブを持っていない魔族がもう一人いた。

「中を広げましたわね、アスタロト。……それでも窮(きゆう)屈(くつ)そうですけれど、まあこの際わたくしの至(し)高(こう)の忍(にん)耐(たい)力(りよく)を見せて差し上げますわっ」

　マスト状のヒレの上にいた銀髪の魔王少女が、真っ逆さまに降りてきて、そのまま２７号の体内に飛び込む。アスタロトを前に詰めさせて、一番広い胴(どう)体(たい)部分に陣取った。

「で？　わたくしとアスタロトがいれば、集めた魔力の制御は可能ですのよね？」

『そうみたいなのだ！　あとは……ゴロちゃんが乗るのだって、アーちゃんが～！』

　次いで護狼が誘われた。「あ、ああ！」と戸(と)惑(まど)いながらも、護狼はもちろん了(りよう)承(しよう)する。

　しかしその他の魔族たちは、すべて外部から、２７号に魔力を注(そそ)ぐ役目なのか。ベルゼビュートに忠(ちゆう)実(じつ)なザガンとフェネクスの二体も、しぶしぶといった様子でチューブをしっかと握っていた。魔族たちを掻き分けて鎧へと進んだ護狼を、仕方なく見送る。

　けれども――それとは別にもう一人、護狼とともに前に出た者がいた。

「その理屈ならば、ワタシが同行することについては、なんら問題はありませんね？」

「アリア？」

　護狼がどうにか這い上がって乗り込んだのは、アスタロトに肉球の指で促された、２７号の腕の部分だ。だが腕はもちろん一対あり、そこにもう一人ぶんの空間があった。

　だから賢者少女がコートの裾(すそ)を翻(ひるがえ)し、了承も待たずに颯(さつ)爽(そう)とそこに飛び乗る。

　そうして彼女はちらりと、２７号の胴体にいるルシフェルを見やった。

「……どうしても魔族は乗り込まなければならないようですね。しかし、ワタシのいないところで《五代目》さまにべたべたされるのは、阻(そ)止(し)しなければなりませんので！」

「ふふ。あなたにゴローさまを繋ぎ止めておく、魅(み)力(りよく)なんてありませんものね？」

　銀髪の魔王少女が嫌味で返した。当然、アレクトリアはむっとするが、しかし。

「――もちろん、それだけではありません。賢者として……人間界に行こうとする魔族たちを、監(かん)視(し)下(か)に置く必要もありますから。それに、ベルゼビュートの捕(ほ)獲(かく)もです！」

「いや、だからアリア。ベルゼはきっと、別になにも――」

『にゃっはー！　よーし、やっちゃうのだあ！　準備できたのだ！　時間が経(た)てば経つほど「穴」が塞がってっちゃうから、アーちゃん焦(あせ)ってるのだあ～！』

　反論しようとした護狼の声を遮(さえぎ)って、アスタロトの頭の上の黒猫が大声を張り上げた。肉球の手は集まったチューブの束を、一緒に２７号の胴体部分に収まったルシフェルに渡す。それから黒猫の魔王少女が身を屈(かが)めると、開いていた鈍色の装甲が、ぶるりとわななきあっさり閉じた。護狼は右腕の中に、賢者少女が左腕の内部に収められる。

　一瞬、真っ暗になったものの――そこは魔法でできた生物のためか。閉じ合わさった装甲の内側に、外の風景が映し出された。

　２７号の中にいる他の面(メン)子(ツ)はまったく見えない。透けたのは、自分の腕の装甲だけだ。かわりにぴたりと装甲を閉じた、左腕と胴体の様子が見えた。

　それと、取り囲むようにチューブを握った、大勢の魔族たちの姿もだ。

『全員、いるのだあ？　みんなで魔力を束ねるのだーっ！』

　黒猫の魔王少女の声が、寝そべった形で収まった護狼にも届けられる。「うん！　全員ちゃんといるんだもん！」という、外からの返事も聞こえた。

（みんな……！）

　護狼は教師として、こんなときなのにじん、と胸を震わせた。感動したのだ。

（いや、こんなときだからみんなが力を合わせたんだ。たった一つの目的のためにっ）

「なあ、ベルゼ。そうだろ？　……絶対に、俺が連れて帰るからな！」

　護狼は強く決意する。だが一つ、引っかかることにふと気付いた。あれ？　と護狼はさきほどの、魔族たちの中から返事をした相手を見つける。

　あのすぐ逃げる、透明化の魔法を使う幼(よう)女(じよ)魔族のグラシャは、いた。チューブを握ったままなぜか、「くふ、くふふっ」と不気味な笑みを湛えている。殺(さつ)戮(りく)狂(きよう)に変化する彼女は、どう武器として使おうかと妄(もう)想(そう)に浸(ひた)っているのか。――いや、彼女ではない。

　その隣にいた、鹿(しか)の角を持つボーイッシュな少女魔族、フルフルだった。

　雷使いの彼女は、栗毛の髪にのせた帽子をおどおどと揺らしていた。まるで誰かを捜しているかのようだ。護狼はそこで、はっとする。いないのだ。フルフルが忠誠の契(けい)約(やく)を交わした相手、オレンジ色の目立つ頭が特徴的な、パイモンが――！

　そうしてフルフルときたら、「絶対に噓しか吐かない」特殊な魔族なのである。

「って、フルフルが『全員いるって』言ったのなら、つまりそろってないってことで！じゃあ必要な魔力は？　……わ、わっ！」

　腕の中にいる護狼の言葉は、胴体内のアスタロトには届かないのか。２７号が黒猫の魔王少女に操られ、ぐい、と動いた。護狼の乗っている太い腕をいきなり、目の前にかすかにあった、垂直に空まで伸びた空間の亀裂へと無理矢理差し込む。

　それはあまりにも乱暴な行(こう)為(い)なのだろう。ものすごい衝撃に、中にいた護狼の体ががくがく揺れた。思わず舌を嚙みそうになるほどだ。同じようにアレクトリアのいる左腕も、亀裂の中へと突っ込まれた。――船の上にいる魔族たちが持つチューブが、不気味な黒い輝きを放つ。いや、明(めい)滅(めつ)しながら魔力をどんどん吸い込んでいく。

　そのたびに２７号全体が、軋みを上げながらも腕を左右に開いていった。腕の中にいる護狼の視界が、どろりとした黒い「よどみ」に包まれる。強引に空間を裂いて、ついに少し体を割り込ませたのだ。

　けれども。

『にゃわ―――!?　ま、魔力が足りないのだあ～～～！』

　黒猫の魔王少女の悲痛な叫びが届けられた。ぼこんっ！　と、とても嫌な音がした。

「って、う、うわ――！　凹(へこ)んでる、凹んでるって、アスタロト!?」

　護狼を包む、２７号の腕の装甲。それは繭(まゆ)の形をしていたのに、いきなり一部がひしゃげたのだ。頭や背中に突然圧迫感が生まれ、護狼はさすがにぞっとする。空間が閉じようとする圧力に挟まれ、腕がねじ切れようとしているのだ。

　隣では同じように、装甲を歪ませた２７号の左腕が見えた。肘(ひじ)の付け根から、今にも折れ飛びそうになる。聞こえていたアスタロトの声さえも掠(かす)れて消えた。見えていた外の景色も、あちこちが欠けていく。潰(つぶ)される？　それは最悪の結末だ。脱するにはおそらく、魔力をもっと必要とするのだろう。

　けれども今、わずかに見える外の世界で、ぶつぶつとチューブの明滅が途切れていくのだけがわかった。ついにチューブも巻き込んでねじ切れたのだ。

「――面白そうなことをしている、のであーる！」

　窮(きゆう)地(ち)を救ったのは、いきなりまとめてチューブを摑んだ、強(こわ)面(もて)の巨人だった。

「よくわからんが、行けーい！　娘よ～!!」

　わんわんと大声を響かせて、どこからともなく突如現れた黒い着ぐるみ姿のディアボロスが、からからと笑う。今の今まで寝坊していた、アスタロトの父である。畳一畳(じよう)ぶんはあるその手に握りしめたチューブの束が、今までにない鮮やかな光に包まれた。

　瞬間、２７号の動きは息を吹き返す。

『……今なのだあ―――――――――!!』

　途切れていた、アスタロトの声まで届いた。２７号は空間を引き裂き、そこに身を躍(おど)らせる。――真っ黒なよどみが、一気に護狼たちを包み込んだ。
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　三大魔族と謳(うた)われるディアボロスの魔力を受けて、鎧型《魔法生物(クリーチヤー)》の２７号は、二つの世界の狭間を落ちる。そう、ねっとりと絡みつくよどみの中を、ただ身をゆだねて進むので精一杯だ。それほどまでに２７号はダメージを受けていた。

　だから、ようやく暗いよどみを抜けたとき――。

「わあ、あああああっ!?」

　空間の出口に引っかかり、ついには２７号が壊れた。ぼこぼこになった装甲に包まれたまま、護狼の体は投げ出される。

　そこは空中だったのか。真っ逆さまに墜(つい)落(らく)し――跳ねた。天地が何度も入れ替わり、激しい衝(しよう)撃(げき)がやってくる。装甲の一部が弾け飛び、護狼はたまたまその穴から、四(し)散(さん)する鈍色の２７号の姿を見た。しかし、一緒に乗ってきたルシフェルやアスタロト、アレクトリアの心配をする暇もない。

　それでもさすがは、アスタロトの作った鎧型《魔法生物(クリーチヤー)》といったところか。墜落の衝撃にも、護狼の体をどうにか守る。

　かはっ、と肺(はい)から空気が絞り出されたものの――幸い死なずに済んだようだ。これならアレクトリアでもどうにか無事か？　などと思いながらも、護狼の意識は遠ざかる。

　だが最後にはっきりと、砕けた装甲の隙間から、青い空が見えていた。

（！　ちゃんと、人間界に辿(たど)り着(つ)いた？　……ベルゼ……！）

　ようやく吸い込んだ空気は、どこか懐(なつ)かしい匂(にお)いがした。緑に包まれた世界から、魔界では決して感じられることのなかった、あたたかな日の光が差し込んでいる。

　おそらくここは人間界に張られた、富(ふ)士(じ)樹(じゆ)海(かい)の結界内か。

　そうして護狼は気絶する寸前、樹海の硬(かた)い大地を踏みしめてやってくる、「組織(チーム)」の兵士たちの姿を見て――。
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「――ディアボロスめが、余計なことを……！」

　一方、その頃。《パンデモニウム学園》の中央塔最上階では、テラスの上に巨乳を載せたサタンが、金色の目を細めていた。

　学園の正面に停泊する船の上、身(み)の丈(たけ)五メートルはある巨漢の魔族が、鎧型《魔法生物(クリーチヤー)》を送り出したところだった。サタンはつい舌打ちまでする。

「まったく、あやつだけはわからぬのう？　代を重ねるごとに、いつしかわらわやバアルに並ぶほどの、あそこまでの魔力を持つようになったが。……まあよいじゃろう。ディアボロスの助力を得ても、いまさらなにもできまいて。のう？」

　つい話しかけたのは、サタンの後ろにいた魔族――オレンジ色の髪を持つ、パイモンだ。けれども忠実であるはずのパイモンは、「う、う」と呻くだけで返答してこない。

　いいや、返せる状態になかった。冷たい石の床の上に少女型魔族は倒れていた。

「ああ、そうじゃった。わらわがさきほど、『酷(こく)使(し)』したのじゃったか」

　パイモンが起き上がれないほど消(しよう)耗(もう)しているのは、すべてサタンのせいだった。

　しかしサタンは気にしない。自分に忠誠を誓う魔族をどう扱おうが。

「じゃが……パイモン。まだまだじゃのう？　お主の父はもう少し頑(がん)丈(じよう)じゃったぞ」

　故に、かわりにそう蔑(さげす)んで、視線を船の方へと戻した。

　サタンにとって下級魔族などどうでもいい。気になるのは自ら鎧型《魔法生物(クリーチヤー)》の中に入った、娘のことのみ。

「ルシフェルも物好きじゃの。完璧な勝利を目指す気か？　その心意気は良いが――」

　くだらぬ。サタンは思わず冷笑をつくる。

「億万に一つも、その必要はないというのにの。フフフフ」

















「いったいいつまで閉じ込めておくんだよ！　くそおっ！」

　簡素な事務机とパイプ椅(い)子(す)、それに簡易トイレと収納式のベッドくらいしかない四(よ)畳(じよう)半(はん)ほどの部屋で――護(ご)狼(ろう)は何度目かの悪(あく)態(たい)を吐(つ)いた。施(せ)錠(じよう)された鋼鉄製のドアを激しく叩(たた)いても、やはり何の反応も返ってこない。虚(むな)しいだけだ。

　空中分解しながら人間界へと到着した、２７号――。しかし護狼はそのまま、「組織(チーム)」の兵士たちに捕まったらしい。目を覚ませば、こうして監(かん)禁(きん)状(じよう)態(たい)というわけだ。

（こんなの囚(しゆう)人(じん)扱いじゃないか？　それにたぶん、ルシフェルやアスタロトも……！）

　あの状況下で魔王少女たちが逃げ出すことはできただろうか？　護狼と同様に、こうして捕まっているだろう。彼女たちはただ、護狼に協力してくれただけなのに！

「出せー！　いいから、俺を出せよっ！　俺は……俺は、《五代目》勇者、村(むら)雲(くも)護狼だぞ!?」

　ついに、普段は絶対口にしない台詞(せりふ)まで飛び出した。

　――それが功(こう)を奏(そう)したのだろうか？　がちゃん！　と初めて、頑(かたく)なに沈(ちん)黙(もく)を守っていたドアが音を立てた。向こう側から鍵(かぎ)が解除されたのだ。

「……っ！」

　ついに開いたドアの前で、護狼は思わず身構えた。現れたのは、黒いスーツに身を包んだ、見覚えのない中年男性だったからだ。後ろには迷(めい)彩(さい)柄(がら)の軍服を着た兵士が二人、背筋を伸ばして付き従っている。それだけで現れたスーツ姿の男が、それなりの役(やく)職(しよく)にあることが感じ取れた。よれたジャージを着ている護狼はつい気(け)圧(お)される。

　男は細い眼鏡(めがね)の向こうから、じろり、と冷たく睨(にら)み付けた。

「《五代目》勇者、村雲護狼――まったく、余計なことをしてくれたようだね君はッ」

「え、えっ？　あの、あなたは……？」

「『組織(チーム)』副(ふく)総(そう)監(かん)の、八(や)坂(さか)だ。もちろん本名ではない」

「は？」

「そういう組織ということだよ。君はどうにも、知らないようだがね。まったく《四代目》は、ご子(し)息(そく)をどう教育しているのやら」

　神経質そうに眼鏡を軽く押し上げながら、八坂と名乗った男が嘆(たん)息(そく)した。

「だが今は、その《四代目》は人間界に来た魔族を追って、不在だ。その間は、本部に残る私が代(だい)行(こう)指(し)揮(き)を執(と)ることになっている。……《五代目》の君がなにを考えて、追加で魔族二体とともに来たのかは知らんが――」

「！　ルシフェルとアスタロトも捕まってるんですね？　って、『組織(チーム)』の本部？」

　八坂の言葉を遮(さえぎ)って、つい護狼は聞き返した。

　が、これが悪かった。八坂の額(ひたい)に、青白い筋があからさまに浮き上がる。

「君はいつもその調子なのかね！　こっちの話などお構いなしに、自分の都合のみ押し通す。確かに《四代目》のご子息らしいが、こちらの苦労もわかっていただきたいな！」

「え、あっ。は、はい！　す、すみません！」

「そもそも一体なにが起きているのか、知りたいのはこちらの方なのだよ君ッ！　魔界からなぜ、満月の夜以外に、いきなり魔族たちがやってこれたのか！　こっちとしても大わらわだ！　君とともに賢者の娘が来なければ、あの二体も捕(ほ)獲(かく)できたかどうかッ」

「!?　アリアが？　ルシフェルやアスタロトの捕獲に、協力したんですか？」

「それが役目のはずだがね、君」

　当然だろう？　という顔で、八坂が言い放つ。護狼はぐうの音も出ない。

（それは……アリアは賢者として、やるべきことをやっただけで。でも……！）

「しかし賢者の娘ときたら、どうも君には心(しん)酔(すい)しておるようだ。こちらに来た理由を尋(たず)ねても、『《五代目》に訊(き)け』と言うばかりでね」

「？　へっ？」

「で、君。この騒ぎはなんなのだねッ？」

　護狼は改めて、八坂に問いかけられる。それは、と護狼は言いよどんだ。

　同時に考えるのは、アレクトリアの真(しん)意(い)である。

（アリアがその気になればいくらでも、彼女の都合のいいようにできたはずなのに？）

　それは彼女自身が背負う、賢者という役目にはそぐわないものだ。

（いや。なぜかはわからないけど、俺に任せてくれたのか？　……だったら！）

「あの……。これは、そう、課(か)外(がい)授(じゆ)業(ぎよう)と言いますか。ええ、《パンデモニウム学園》から、人間界を見学させに来たんです。俺が！」

　護狼は無理矢理誤(ご)魔(ま)化(か)した。はあ？　と八坂の顔が渋くなる。

　少しも信用していない、といった様子だ。けれども護狼は一歩も引かない。

「だって俺は、魔族たちの教師ですから！　人間との和平のため、少しでもわかりあえるように――って！　ただ、やっぱり魔族にはまだまだ、こっちの常識が通じないところがあって。それで先走って一人で人間界に来たりしたわけで。あは、あはは、はは」

「……勇者としての自覚があるのかね、君はッ！」

　そんな理(り)屈(くつ)がまかり通ると思ったのか？　そうとでも言いたげに、八坂がいっそう厳しく護狼を睨む。だが、「まあいい」と彼は最後に吐き捨てた。

「少なくとも責任の所在は、君にあるということだ。お前たちも聞いたなッ？」

　八坂は後ろにいた、部下の兵士たちに言(げん)質(ち)を取った。「はっ！」と兵士が敬(けい)礼(れい)で返す。

　いや、もしかしたら八坂は、最初からこれが目的だったのかもしれない。あっさりとドアの前から身を引いた。「え？」と護狼は驚かされる。

「どうぞ、《五代目》勇者。後は好きにしたまえ。私はこれから事務処理に戻るとするよ。――君や《四代目》のおかげで、報告書が山のようにあるのでね」

「？　好きにって……いったい？」

「本当に君は、勇者についてなにも知らないのだな。『組織(チーム)』は勇者のためにつくられたもの。故に勇者である君が施設内をうろつくことは、当然の権利なのだよ」

　さっきまでのつんけんした態度はどこへやら。八坂はうそぶくように、わざとらしくそう語る。あ、と護狼はなんとなく理解した。

　つまり護狼がここに押し込まれる理由など、最初からないのだ。表向きは「本人か確認できなかったから」というだけの嫌がらせか。護狼はつい、八坂の後ろにいる兵士たちにも目を向けた。彼らも知っていたのだろう。あえて護狼の視線を避ける。

「小ずるい……！」

　思わず護狼は呟(つぶや)いてしまう。ん？　と反応するのは、出て行こうとした八坂だ。

「心外だね君。これは大人のやり方なのだよ。もっとも君やその父君は、こういった当たり前の駆け引きには、少々疎(うと)いようだがね」

「父さんは――やるなら、堂々としますよ。それに、俺の生徒の魔族たちだってね」

　あえて魔族をも引き合いに出したのは精一杯の抵抗だ。が、八坂には効果がない。

「施設内は好きに使いたまえ。勇者の権利だ。だが、当然捕獲した魔族たちは、賢者の娘の監(かん)視(し)下(か)にあるがね。どのみち隔(かく)離(り)区(く)画(かく)への立ち入りは君であってもできないが」

　おっと、と八坂は自分の高そうな腕時計を確認した。眼鏡の向こうの目を細めて、日(デイ)付表示(カレンダー)を見たようだ。

「もっとも四日後の満月の夜には、魔族たちは嫌でも強(きよう)制(せい)送(そう)還(かん)だ」

「え？」

「寛(かん)大(だい)な処置に感謝するといい。――逃走中の魔族には、『組織(チーム)』より排(はい)除(じよ)が決まったがね。あとは《四代目》任(まか)せといったところだが……」

「！　排除っ？　ベルゼを、倒すって言うんですか！　と、父さんが？」

「愚(ぐ)問(もん)だね君。そのための――勇者、だろう？」

　つ、と眼鏡を押し上げて、八坂は部屋から出て行く。

「待ってください！」

　護狼はその背中に、必死になって食らいついた。

「父さんと話をさせてください！　今父はどこに？　ちゃんと話せば父さんなら――」

「作戦行動中につき、私(し)信(しん)はできないことになっている。当然だろう？」

　けれども八坂は、冷たく護狼を突き放す。とりつく島もないとはこのことか。

「まったく。本当に、勇者としての自覚が足りないのだな君は」

「！」

　護狼は何も言えなくなった。コンクリート剝(む)き出(だ)しの冷たい廊(ろう)下(か)が、どこまでも伸びている。そこに足音を響かせて、八坂と兵士たちが去っていく。自由になったはずの護狼は開け放たれたドアの前で、ただ呆(ぼう)然(ぜん)と立っていることしかできなくて――。

「《五代目》。《四代目》より、一言だけ伝言が」

　しかし立ち去ろうとした兵士の一人が、八坂の目を盗んで振り返り、ふいに護狼に囁(ささや)いた。えっ？　と護狼は声も上げずに驚いた。

「『必要なことは、もう言ってある』とだけ――では」

　それで終わりだ。兵士は何事もなかったように戻り、八坂の後ろを追いかける。

「父さんが……『必要なこと』？　それって」

　廊下の向こうへと、八坂や兵士たちが消えていく。その姿を見送ってから、護狼は伝言を嚙(か)み締(し)めた。思い当たる節は一つだけあった。

　前回、白い世界で父の士(し)輝(き)と会ったとき、意味のわからなかった最後の言葉だ。

「『どうにかしたいなら、勇者として死にな』って……。もしかして！」




　施設内だけではあるが、自由を許された護狼の待(たい)遇(ぐう)は、噓(うそ)のように改善された――。

　おそらく、樹(じゆ)海(かい)近くの地下につくられた施設なのだろう。コンクリート造りの階(かい)層(そう)がいくつも連なっており、そこを軍服姿の兵士たちが忙しそうに往(おう)来(らい)している。

　護狼のことは知られているのか、すれ違うだけで誰もが必ず敬礼をした。また、質問すれば丁(てい)寧(ねい)に答えてくれる。そうして護狼は、父の使っている個室を発見した。

「ふう……さて」

　そこは「組織(チーム)」本部施設内でも、本当に特別な部屋のようだ。初めて足を踏み入れて、護狼はあまりの豪(ごう)華(か)さに度(ど)肝(ぎも)を抜かれたくらいである。まるで高級ホテルの内装だった。全体で五十畳はありそうな空間に、キングサイズのベッドや黒光りするデスクが配置されている。一面の窓ガラスの向こうには、外の景色のかわりに巨大な水(すい)槽(そう)が置かれていた。ブルーの鮮(あざ)やかなライトの中、色とりどりの熱帯魚が泳いでいる。

　奥にはバスルームも当然あって、キッチンやカウンターバーまである始末だ。その上、生活感がほとんどない。父の私物が無(む)造(ぞう)作(さ)に残されたデスクの上以外、どうやら誰かの手で、常に掃(そう)除(じ)されているらしい。また、護狼がここに来ることも見越していたのか――水槽横の革張りのソファには、少しの荷物と着替えが用意されていた。気分転換にシャワーを浴びて着替えると、シャツもズボンも護狼にぴったりのサイズだった。

　それも当然。衣服はすべて、護狼が中学の寮(りよう)に残してきたものなのだ。

（……それと、俺のケータイに、財(さい)布(ふ)に）

　ビニール製の巾(きん)着(ちやく)袋(ぶくろ)にまとめられていたのも、護狼の私物だ。これらはいきなり魔界に行くことになった夜、移動用のヘリの中に忘れてきたものなどだった。携帯電話に手で触れて、つい「うわ」と護狼は呻(うめ)きを漏(も)らす。

　プラスチックの感(かん)触(しよく)が久しぶりすぎて、違和感があるほどだった。電源を入れっぱなしで放置したせいか、バッテリーはすっかり消(しよう)耗(もう)し、液晶画面は黒いままだ。充電さえできれば、父と連絡が取れるかもしれない。そんな思いがわずかに宿るが――。

　やめておこう。護狼はそう決意した。どのみち今の父が、電話に取り合ってくれるかどうかはわからない。そんなことより、父の最後の言葉を反(はん)芻(すう)する。

「勇者として死にな。それってきっと……『死にな』――４２７ってことだよな。うん」

　やっとわかった。護狼は少なくとも、そう解(かい)釈(しやく)する。

　なぜなら代々受け継いだ、《勇者心(こころ)得(え)》の４２７番目は――。

「その４２７、『迷ってる暇があれば好きなようにやれ』でいいんだよね、父さん？」

　四百番台の心得はもちろん、《四代目》である父が決めたものである。

　だから、護狼はもう躊躇(ためら)わない。デスクの上にあった、スリープモードのまま放置されていた父のノート型パソコンに触れる。マウスを少し動かした瞬間、画面には「組織(チーム)」トップの父にしか閲(えつ)覧(らん)できない、あらゆる機密データのアイコンが現れた。

 「最下層フロアの、隔離区画？　……きっと、ここか！」

　見つけた『ＳＩＳＥＴＵ―ＭＡＰ』のファイルを読み込んで、護狼はある場所を発見する。そこは護狼が監禁されていた階層より、一つ下の秘密のフロアで――。
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「ルシフェル、アスタロトっ？　そこにいるのか？」

『にゃふ？　ゴロちゃんなのだ!?　わーいっ、てアーちゃんが～！』

「ゴローさま？　むぐむぐっ」

「……。って、あの。なにやってんの、二人とも……」

　兵士たちの目を盗んで、父の部屋からこそこそと抜け出した護狼は、もちろん最下層の隔離区画を真っ直ぐ目指した。もともとこの施設は、樹海に張られた結界内の監視を主としているためか、内部の警(けい)備(び)は比較的手薄のようだ。

　最下層への入り口こそ、専用のエレベーターでなければ通れないようになっていたが――そこは父の部屋から持ち出した、赤いカードキーが役に立った。

　デスクの上に脱ぎ捨てられた、上着のポケットにあったものだ。おそらく父が使っている、施設内のどこにでも立ち入れるマスターキーだろう。おかげで兵士たちさえ避けるだけで、こうして隔離区画まで、一気に降りてくることができたのだ。ところがやっとのことで辿(たど)り着(つ)いたそこでは、緊張感のまったくない光(こう)景(けい)が繰り広げられていて――。

　何重もの厚い扉を抜けた中は、なんと八畳ほどの畳が敷かれた「お座(ざ)敷(しき)」となっていた。正面では、大型の液晶テレビが子供向けの特(とく)撮(さつ)番(ばん)組(ぐみ)を流し、二人の魔王少女たちが食い入るように見ていたのだ。その手が握るのは、そこら中に食べ散らかした、スナック菓(が)子(し)やジュースといった類(たぐい)のものである。両手にコーラのペットボトルを握るアスタロトが、けぷ、とげっぷまで披(ひ)露(ろう)した。

『そーいえばゴロちゃん、どこ行ってたのだ？　ってアーちゃんが訊いてるのだ！』

「いや、あの……アスタロト？　もしかして俺のこと、すっかり忘れてたわけ!?」

　こいつめ！　護狼はあまりのことに、その場で膝(ひざ)を折りたくなった。

「ほんと、人間どもにしては、なかなかいい待遇ですわ！」

　銀(ぎん)髪(ぱつ)の魔王少女までもが、満足げにポテチを小さな口で齧(かじ)る。

「ちょっと部屋はみすぼらしいですけれど、まあ人間が用意できるものなら、これくらいがせいぜいですわね？　人間流の食事に免じて、我慢して差し上げますわっ」

「あのさ。なにしにここまでやってきたのか、すっかり忘れてないか、君たち？」

「え？　あー。ベルゼを追いかけるため、でしたわよね。も、もちろん覚えてますわよ」

『にゃははは、すっかり忘れてたのだって、アーちゃんがー』

　誤魔化したルシフェルと違い、アスタロトはすぐに認めた。

　がっくりくるのは護狼である。

「あ、あのね。俺がどんな思いで、ここまで来たと思ってんだかっ。覚悟を決めて、誰にも見つからないようにして、二人をわざわざ救いにだね」

「――誰にも、というのは誤りですね。神は決して見逃しません」

　いきなり、ひやりとする感覚が首に触れた。「わ、わっ!?」と護狼は慌てるものの、動けなくなる。背後から鋭(えい)利(り)なナイフが、ぴたりと押し当てられたのだ。
















　もちろんその相手が誰なのか、振り向かなくても護狼にわかった。部屋の入り口に立っていた護狼に、どこから近づいてきたのか――。真後ろに接して声をかけてきたのは、護狼たちとともに魔界より帰(き)還(かん)した、賢者の少女だ。

「あ、アリアっ、いつの間に？」

「《五代目》さまが来られることは十分予測できましたから。それにこの魔族たちを相手にできるのは、《四代目》さま不在の今、ワタシだけですので」

（そ、そういえば。八坂さんが、監視役にアリアを置いてるって言ってたような……！）

　お菓子やジュースを用意したのも、彼女の手配なのだろう。

　なにしろアレクトリアは護狼とともに一ヶ月近くも、あの《パンデモニウム学園》で過ごしていたのだ。魔族が人間界の食べ物に弱いことなど把握済みだ。けれども。

「……。アリア、どうして君は、八坂さんにほんとのことを言わなかったんだ」

「？　なにか」

「だから、『理由は俺に訊け』って、あの八坂さんに言ったんだろ？　ベルゼを追いかけてきたって、君が答えれば済むはずだったのに」

　ナイフを突きつけられたまま、しかし護狼はゆっくりと首を動かし、後ろに立つアレクトリアの顔を見た。いつもの聖(せい)帽(ぼう)をかぶった賢者少女がそこにいた。水晶色のきれいな瞳が、「それは……」と問いかけに揺らぐ。

　きっと、彼女の中にも割り切れないものがあるのだろう。護狼はそれを感じ取る。

　だから必死に訴えかけて、この場をなんとかしようとするけれど。

『あー！　また見たことない、新しい魔族が出て来たのだ～！』

「！　今度こそ人間どもをぶちのめすがいいですわっ。ふふふふ」

『にゃむー、でもアーちゃん、またあの五人の人間たちにやられちゃうのだーって』

「それは……まったく、いったいどこで戦っている魔族ですの？　わたくしが指揮できれば、億千は卑(ひ)劣(れつ)な作戦で、一気に片をつけてあげますのにっ」

「って、おい？　なにのんびりしてるんだよ、二人は？」

　緊迫する護狼たちとは違って、アスタロトとルシフェルは、テレビに登場した着ぐるみ怪人に夢中になる。さすがに護狼も文句を言った。

「こっちがアリアを説得しようと思ってるのに！　彼女をどうにかしないと、ここから出られないぞ、なあ？」

「？　ああら。その心配はありませんわ、ゴローさま」

「へ？　ルシフェル？」

「だって……その気になれば逃げることなんて、いつでもできますもの。こうやってっ」

　ぽふ、とポテチの油で汚れた指を合わせて、ルシフェルの左目が妖(あや)しく輝く。

　金色に輝くそれは、《邪(じや)眼(がん)》による支配の煌(きら)めきだ。空中で収束した黒い光が《刻(こく)印(いん)》となり、いきなり真上に放たれた。コンクリートの天(てん)井(じよう)に刻まれる。――すると。

　ぐにゃり。硬いはずの天井は、まるで生き物のように蠢(うごめ)いて、大きく穴を空けたのだ。

　護狼が父のパソコンで見た、何階層にも渡るコンクリートと分厚い鉄の装甲板などものともしない。重なった断面が露(あら)わになり、最後には太陽の光のもとに到(とう)達(たつ)する。

「え、えええええ？　空っ？　地上まで一気に……！」

『にゃはふうー！　やっぱりあれが、人間界の空なのだ？　すぐ捕まっちゃったから、アーちゃんもちゃんと見れてなかったのだあ！』

「ああら、さきほどからこの『てれび』とかいう板で見てましたけど……やはり直接目にすると、違いますわねえ。悪くありませんわっ」

　アスタロトとルシフェルが、遠くに見えた青空を眺(なが)めて感心する。ほう、と護狼も一瞬見とれたものの――。

「って、おい、大丈夫かよこれ？　こんなの、絶対ばれるんじゃあ？」

「いいじゃありませんか。どのみちわたくしたちを止められる者など、いませんわ」

「そういう問題？　いや、ここにアリアがいるし！」

　だから逃げなかったのか？　と思う護狼だったが。

「いえ。ワタシだけでは確かに、魔王クラス二体となれば、止められないでしょうね」

　賢者の少女があっさりと告げた。それは敗北を認める言葉だ。え？　と護狼はアレクトリアをまじまじと見た。彼女はナイフを開いたコートの内側に収め、苦笑する。

「もちろん本気で逃げ出そうとしていたのなら、容(よう)赦(しや)しないつもりでしたがなにか？　ただ……それをせずに済んだのは、この二魔が今の今まで、抵抗しなかったからです」

「？　えっ」

「つまり……《五代目》さまが戻られるまでは、ということのようですよ」

『にゃっはー！　だってゴローちゃんがいないと、人間界のことはさっぱりなのだ！』

「ゴローさまがいた方が、億千は便利ですものね。うふふふふ」

　二人の魔王少女たちがそれぞれ、相変わらずの反応を見せる。

「こちらから見つけるのも面倒ですし。そのうち来られると思っていましたわ～」

「いや、そういう理屈？　いいけどさ」

「――さて、どうなのでしょうね」

　しかし、ふとそう呟いたのは、なんとアレクトリアの方だった。はい？　と護狼は思わず聞き返す。賢者少女自身でも意外だったのか、彼女はわずかに戸(と)惑(まど)いを見せた。

「だから、かもしれませんね。ワタシが……《五代目》さまにゆだねた理由は」

　嚙み締めるように吐かれた言葉は、最初の護狼の問いかけへの返答か。出会ったときの彼女なら絶対に口にしないものだった。ああ、とアレクトリアは肩をすぼめる。

「ワタシも変わりましたね。本当は、《五代目》さまを変えるつもりだったのですが」

「アリア……？」

「魔族を信じたわけではありません。不穏なことをすればもちろん、排除いたします」

　アレクトリアは胸の十(じゆう)字(じ)架(か)に触れる。そんな、いつでも二丁の銃へと分離させられるように、か。

　だが本当に銃口を突きつけはしない。かわりに小さく護狼に向かって笑みをつくった。

「そう、ワタシはアナタを信じるのです、《五代目》さま。……神に誓(ちか)って。それくらいには認めているのですよ、勇者であり、教師であると告げたアナタのことを」

「うん……。ありがとう、アリア」

「――べ、別に。ワタシも、一応、副担任ですので！」

　急に気恥ずかしくなったのか、アレクトリアが真っ赤になった。金色の髪の先をくりくりと弄(もてあそ)ぶ。あれ？　と護狼もしおらしい彼女の反応に、少しどぎまぎさせられた。

　いきなり二人の空気がぎこちなくなり――。

　さすがに嚙みついたのは、ルシフェルだった。

「って、なんですのいったい？　いつまでそうしてますの！」

「へ？　いやいや、別になんでも……」

「そ、そうです。って、別にアナタに邪魔をされるいわれはありませんがなにか！」

　慌てて否定した護狼と違い、アレクトリアはすぐにじろりと睨み返した。もちろん負けじと、銀髪の魔王少女も食い下がる。しかし、そのとき。

『にゃむ？　ねーねー、ゴロちゃんっ。なんか騒がしいのだって、アーちゃんが～』

　ネコミミをぴこぴこさせて、アスタロトが肉球の手で真上を指さす。護狼たちは一(いつ)斉(せい)に振り仰いだ。見えるのはもちろん、無数の防壁を縦にくり抜かれた、地下施設の姿である。その断面のあちこちから、「緊急事態！」「地下の隔離区画が！」などと、切(せつ)迫(ぱく)した声が上がっていた。

　あああ、と護狼もようやく事態に気が付く。

「お、大騒ぎじゃないか!?　おいー！」

「それは……仕方がありませんわっ。だって無理矢理、縦穴をつくったんですもの」

　ルシフェルがしれっと答える。そうこうしているうちに、アラーム音が鳴り響いた。あちこちが真っ赤に染まり、最下層のこちらへと向かう、大勢の足音が聞こえる。

　かわりに銀髪の魔王少女が、背中の三枚の翼を大きく広げた。

「やかましくなりましたわね。では、すぐにここを出ましょうか。はい、ゴローさま～」

「いや……なにこの手？」

「だって、わたくしたちとともにくるのでしょう。人間どもが必死に貧(ひん)弱(じやく)な足で下りてくる間に、一気に真上に飛び上がるだけですわ」

『アーちゃんもついていくって言ってるのだ！　にゃはー』

　いつでも縦穴を駆け上がれるように、アスタロトも四(よ)つん這(ばい)いの恰(かつ)好(こう)になった。だが。

「いえ。ここから直接上がっても、逃げ切れないと思います」

　自然と置いて行かれそうになったアレクトリアが、冷たく告げた。――ただし、それはルシフェルへの牽(けん)制(せい)などではないようだ。賢者の少女は頭上を真顔で見つめている。

「地表には結界監視用のセンサーが多数張り巡らされていますので。隙を突く形となったベルゼビュートのときと違い、厳(げん)戒(かい)態(たい)勢(せい)の本部施設を舐(な)めない方がよろしいかと」

「なんですの？　だったら、邪魔する相手をすべて排除するだけですわ！」

「ちょっ、ルシフェル！　無茶はダメだぞ!?」

　不穏な空気を放ちかけたルシフェルの手を払って、護狼は固く釘(くぎ)を刺した。さすがにそんなことはさせられない。じゃあどうすれば？　と不満げな顔を、ルシフェルどころか黒猫までもがボタン目でつくった。

　が、余裕の表情を浮かべるのはアレクトリアだ。

「仕方ありませんね……。ワタシの手で行きましょう」

「へ？　アリア？　なんか作戦、あるの？」

「それはもう。《五代目》さまが来られるまで、準備の時間はたっぷりとありましたから。被害を出すくらいなら、寛大な神はきっと許されるでしょうし――」

「そ、それっていったい？」

「簡単な方法ですよ。とても」

　ふんわり微笑(ほほえ)んで賢者少女が、「さあ」と座敷部屋から伸びる、通路の方へと誘(いざな)った。




††




　プロペラの巻き起こす風が、樹海の木々を激しく叩く。

　――富(ふ)士(じ)樹海の端(はし)につくられた、表向きは自衛隊の演習場となっている、本部施設の地表部分。そこから今、一機のステルス型戦闘ヘリが飛び立とうとしていた。

　慌てた兵士たちが駆け寄ろうとしても、もう遅い。回転数を上げたプロペラの暴風に阻(はば)まれ、近づくことさえできなかった。唯(ゆい)一(いつ)兵士たちに見えたのは、無(ぶ)骨(こつ)で巨大な鉄の塊(かたまり)に似つかわしくない、コックピットに収まった聖帽をかぶる乙女(おとめ)の姿だ。

『ご心配なく。魔族たちはこのワタシと《五代目》さまが、神に誓って監視下に置きますので。このヘリは逃走用に、しばらくお借りいたします』

　賢者の少女が外部スピーカー越しに、そう宣(せん)言(げん)した。駆けつけた八坂がその声を耳にしたときには――鋭角なフォルムをした真っ黒なヘリは、垂直に上昇していた。

「な、なんだとッ？　なぜ賢者が!?」

　皮肉なほど青い空にそう吐き捨てても、現状は変わらない。アレクトリアが奪(だつ)取(しゆ)した機体は、あっという間に遠ざかり、樹海の向こうへと消えた。

「追え！　絶対に逃がすなッ!!」

　当然、本部を任されていた八坂は叫ぶ。ところが返ってきたのは残念な報告ばかりだった。

「だ、ダメです！　ヘリの操(そう)縦(じゆう)桿(かん)が、根本から嚙み千切られています！」

「こちらも無理です！　燃料タンクに穴が……！」

「あああ、こっちはプロペラが、蚊取り線香みたいにねじ曲がってますー！」

　ヘリポートに用意してあった残りの機体のどれもが、使い物にならない有様だ。足の遅い輸送ヘリまでやられている。急ぎ、兵士たちが修理のために奔(ほん)走(そう)した。

　その中で八坂は、眼鏡を外して呆然と立ち尽くす。まともに周囲の光景を見ていたくなくなったのだ。ただ、責任者は責任を取るためにいるわけで――。

　終わった。八坂の頭の中で、華やかなキャリア人生のプランが崩れ去る。が、自分もここまで実力でのし上がってきた男だ。どうにか気持ちを立て直す。

「と、とにかく非常線だ！　《四代目》にも連絡を！　あとは警(けい)察(さつ)でも消(しよう)防(ぼう)でも動員してヘリを追わせろッ！　あのデカブツだ、ステルス仕様だとしても、すぐ見つかる!!」




「待てよ、押すなよ？　絶対に押すなよ？　ここは慎(しん)重(ちよう)に……」

「ぐずぐずしすぎですわ、ゴローさまっ。えーい！」

「って、うわあ――――!?」

『アーちゃんも、後に続くのだ！　にゃっははーい！』

　護狼が背中を押され、樹海を脱したヘリのコックピットから落ちた。

　副(ふく)座(ざ)式(しき)の後席で、シートを外したとはいえど、ぎゅうぎゅうに詰まっていたせいだろう。さすがに我(が)慢(まん)の限界だったルシフェルが、笑顔を浮かべて突き落とした。

　が、幸い操縦するアレクトリアが低空飛行をしていたおかげか。落下した護狼は「だあああっ？」とアスファルトの道路の上を、派手に転がるだけで済んだ。

「って、わ、忘れてましたわ――――っ!?」

　その横に同じように転がったのは、フリル付きのワンピースを着たルシフェルだった。

　その背中は衣服の下に、小さくした翼をどうにか隠している。――変装のためアレクトリアが「組織(チーム)」に用意させた私服を借りて、髪型まで三つ編みにするという徹(てつ)底(てい)ぶりはよかったのだが、翼を広げられなかったのだ。

　その後から、着ぐるみのかわりに護狼のジャージに身を包んだアスタロトが、二本足でどうにかきれいな着地を決める。

　いつもの黒猫の《魔法生物(クリーチヤー)》２８号は、「簡易仕様(コンパクトモード)」とやらになったらしい。頭には護狼の貸した黒い帽子に、黒猫の顔とネコミミだけが貼(は)り付(つ)いていた。それとは別にお尻(しり)からは、短くなった二本の尻尾(しつぽ)が伸びている。

　護狼は知らなかったことだが、尻尾部分は着ぐるみではなく、アスタロトの一部だそうだ。その先端で彼女は、倒れ込んだ護狼とルシフェルとを突っつく。

『ねーねー大丈夫なのだ？　ってアーちゃんが～』

「いや……ま、まあ、なんとか」

「こ、このわたくしが、なんという屈辱っ！　これもアリアがこんな窮(きゆう)屈(くつ)でみすぼらしい服しか持っていなかったせいですわ！」

「ルシフェル、だから羽を隠すのが目的の恰好なんだから。でないと見つかっちゃうだろ？　せっかくアリアが、こうして囮(おとり)になってくれてるんだしっ」

　護狼は立ち上がり、不機嫌そうなルシフェルをなだめた。そう――戦闘ヘリを見事に奪取した護狼たちだが、樹海を出てすぐのところで別れることとなったのだ。

「ヘリでの移動は、すぐに足が着きます。ですから《五代目》さまは、その間に」

　アレクトリアの言葉を思い出しつつ、護狼は遠ざかるヘリのローター音を聞く。

　もっとも、とうに機体の姿は見えなくなっていたが。――かわりに護狼が胸の前で握るのは、彼女のかわりにと押しつけられた大きめの十字架だ。金属製のそれは、大きさのわりには意外と軽い。首から専用の鎖(くさり)でぶら下げても邪魔には感じないほどだった。

「『神のご加(か)護(ご)が、必ず見守っています』……かあ」

「それ、いざとなったらわたくしたちに使うように、との意志ですわね。きっと」

　念入りにワンピースの汚れを払いながら、ルシフェルが嫌そうな顔をする。

「抜け目ありませんわ！　ついてこないと聞いたときは、ちょっと喜びましたのに！」

「いや、まあ。でも俺……アリアみたいに扱えないってば。信(しん)仰(こう)心(しん)なんかないし」

「あら。だったら本当に、単にお飾りということですわね？　うふふふ、では……」

「！　あ、あー。けど試したことないから、いざとなったら使えるかも？　あっはっは」

　不穏な気配を感じ取り、護狼はわざと十字架を分離させてみた。意外と簡単に銃となったその姿に、巨乳をくっつけようとしたルシフェルも、さすがに反射的に身を引いた。

　確かに、加護はありそうだ。護狼はアレクトリアに感謝する。

（でも絶対に、神様なんかじゃないだろうけど。はは……）

『ねーゴロちゃん、あっちに建物があるみたいなのだ！　にゃっはーい！』

　先行するアスタロトが、余ったジャージの袖(そで)をぶんぶんと振って護狼を呼んだ。

『アーちゃんが、あれがたぶん「エキ」ってヤツなのだって言ってるのだ～！』




　つまりヘリから降りた護狼たちは、「組織(チーム)」の目から逃れるために変装して、電車で移動することにしたわけで――。計画通りに発見した、人目の少ないローカル線の小さな駅から、護狼は二人の魔王少女と電車に乗り込む。

　たまたまだが、電源の切れた携帯電話と自分の財布を持って来たのが功を奏した。三人ぶんの電車賃は痛かったが、どうにかなるだけの金額は持っていた。

　中学は寮生活だったせいで、毎月振り込まれる生活費を、まるごと持ち歩く癖(くせ)が付いていたおかげだ。

「さて、しかし問題はこれからだけど……」

　山に囲まれた風景の中を、電車がのんびり走っていく。そののどかな光景を横目に、護狼の心は焦(あせ)るばかりだ。

　目指す場所は、実はおおよそ決まっている。――都心、だ。

「ベルゼビュートが逃げたのは、東南の方角だそうです。日本の首都、東京の方角ですね。現在『組織(チーム)』の追(つい)撃(せき)部(ぶ)隊(たい)が《四代目》さまとともに、捜索中だということですが」

　それはアレクトリアが八坂から得た、確かな情報なのだという。もちろん赤毛の魔王少女が確実に、東京にいるとは限らない。それでも手がかりはこれくらいだ。

（だからアリアはヘリコプターで、北西に逃げてくれたんだ。……少しでも時間を稼(かせ)ぐためにっ。その隙に俺たちは、どうにかしてベルゼとうまく接触して――）

　でもどうやって？　さすがに護狼も頭を抱えた。電車のボックスシートでうなだれる。

（勢いでここまで来たけれど。ここから先は……）

　けれども目の前では二人の魔王少女たちが、きゃっきゃとやけにはしゃいでいた。

『この箱、けっこう速いのだ！　アーちゃんが、次の《魔法生物(クリーチヤー)》の参考になるって喜んでるのだあー！』

「小さい建物が見えましたわ！　あ、また！　もしかしてあれが人間の住居ですの？　あんなのでよく我慢できますわね。あの億千倍はないと、わたくしなんか無理ですわ」
















「――って、おい？　なんでそんなに明るいんだよ、お前らなあっ。そんな場合かよ？」

「？　だーって、わたくしベルゼなんかと違いますもの」

　車内に他の人の姿がないのをいいことに、護狼は怒る。しかしルシフェルから返ってきたのは、とても意外な反応だった。

「いちいち悩みませんわ。とりわけ、悩んでも仕方のないことは。そうでしょう？」

「えっ。いや、それは……」

「覚えておいてくださいね。わたくしはそういう、気品にあふれた魔族なのですわ」

　優(ゆう)雅(が)にぽふ、と手を合わせてルシフェルが言う。

『にゃふう。そーゆーのアーちゃんも、面倒だって～』

　窓際に貼り付いて、風で飛ばないよう押さえた黒猫の帽子にアスタロトが同意させた。

『それよりアーちゃんたちは、人間界に慣れる必要があるのだ！　って～』

「あ……うん。確かにうまく隠れるには、そのとおりだけど。って、もしかしてそれを考えて、さっきから必要以上にきょろきょろしてたのか？」

『もちろんなのだー。他に人間がいない今だけが、目立たず好きにやれるのだ！』

　帽子の下では相変わらずクールで無表情なアスタロトは、モノクルをきらりと日光に煌めかせる。「そうですわ！」と続くのはルシフェルだ。

「ですから、これは仕方のないことなのですわ。わたくしもやりたくはないのですけれど、人間界にうまく染まって……。あら？　今横を走ってたのは『てれび』でも見ましたわ！　『ばす』とかいう乗り物ですわ！　魔族が人間の子供を襲うのに、好都合な！」

「……。まあ、人が増えてきたらおとなしくしてくれよな」

　単に物珍しいだけのくせに。銀髪の魔王少女に対してはそう思いつつも、護狼はとりあえず好きにさせておくことにした。一方でこのことが、ちくりと護狼の胸を刺す。

（？　でも、そうだよな？　魔族がいきなり人間界に来たら、物(もの)見(み)遊(ゆ)山(さん)でこうなって当然で。変装でもさせてなきゃ、すぐにばれるよな。でも）

　なぜベルゼビュートは今、逃げおおせているのだろう。そんな疑問がわいたのだ。

（あ。以前、十年前にも彼女はこっちに来てるんだよな？　もしかしてそのときに、うまく隠れるコツを身につけたのか？）

　自然と想いは、ベルゼビュートが逃げ出したという十年前の過去に向いた。

　彼女はその過去の体験を参考に、逃げているのか――？

「……待てよ？　過去？　あ」

　ふいに護狼の脳裏を掠(かす)めたものがあった。

　それはあの、予言の魔族ルキフゲスが護狼に告げた言葉である。

「『彷徨(さまよ)いしとき』には『過去の繋(つな)がり』が、『未来に導く』……だっけ？」

　しつこく言われたせいか、きっちりと記憶していた。「あら」とルシフェルも反応する。

「ゴローさま。確か、ルキフゲスの？」

「……偶然だと思う？　ルシフェル」

　護狼はつい銀髪の魔王少女に聞き返す。いや、まるでそれは護狼を導(みちび)くための予言なのだ。

「このことを見通してたってことか？　じゃあ、ベルゼについての予言で！」

「！　その可能性はありますわねっ」

「『彷徨いしとき』が、ベルゼが逃げたことを言ってるのかな？　それで、『過去の繋がり』が『未来に導く』？　これは……」

　どういう意味？　護狼は真剣に悩む。かすかに見えた希望の糸を必死にたぐり寄せるかのように。だから。

『ゴロちゃん、それってルキフゲスがゴロちゃんに言ったものなのだー。だったら、ゴロちゃんの過去に関するものじゃないのだ？　ってアーちゃんが言ってるのだ！』

　俺の？　ふとアスタロトが指(し)摘(てき)した一言に、護狼はぎょっとさせられる。

「そう、か。俺の過去が……？　そういう解(かい)釈(しやく)も。でも、いったいどんな過去だって」

　わからない。けれども護狼は諦(あきら)めない。それだけが自分にできる、たった一つのことなのだ。そう、己の持っているものを、すべて出し切るしかなくて――。

　そのとき、護狼ははっ、と息を呑(の)んだ。偶然触れたポケットに手を突っ込む。

　取り出したのは、電池が切れたままの携帯電話だ。

「？　それ、なんですの？　ゴローさま」

「俺の、『過去』に繋がるものさ！　そうだ、手がかりってもうこれくらいだよな？」

　首を傾(かし)げたルシフェルに告げながら、別のポケットから今度は財布を出してくる。護狼は残(ざん)金(きん)を確認した。

「《勇者心得》その１５５にもある。『試せることはすべて試せ』って。……どうせ移動中は、時間が余ってるんだ。よし！　思いつくことは全部、やってみるか！」




　護狼が試(こころ)みたのは、携帯電話の復旧だった。予言の示す本当の意味は、もしかしたら違うかもしれない。けれども他に、「護狼の過去」に結びつくものなどないのだ。

「よっし、電源入った！」

　だから護狼は電車を乗り継ぎ、都内に入ってしばらくして、一気に人の多くなったとある駅で一時下車する。駅の構内からは出ないものの、その一角で探し求めていた「携帯電話用急速充電器」のコーナーに足を向けた。当然、充電のためである。

　駅の外が夕焼け色に染まる頃――灰色の箱に繋いだ携帯電話が、急速充電を完了した。

　さっそく電源を入れると、液晶画面が待(たい)望(ぼう)の「ローディング」状態になる。

「……さて、ここからどうなるか、だけど」

「ど、どーでもいいですわあ～～」

『すごい数の人間なのだあああ』

　気合いを入れ直す護狼と違って、側(そば)にいる二人の魔王少女たちは、すっかりへばった状態だ。脇(わき)のベンチを占領し、互いの背中をだらしなくもたれさせている。

　あれだけはしゃいでいたルシフェルは、長時間慣れない電車に揺られたせいか、完全に乗り物酔(よ)いしてしまったのだ。アスタロトの方は、どうやら一気に増えた人混みに酔ったらしい。『飽(あ)きたのだああー』と尻尾をだらんと下げたまま、帽子の黒猫とともにあんぐりと口を開ける。さっきまで夕焼け一つで騒いでいたのが噓のようだ。

　護狼としては、おとなしくしていてくれるのはありがたい。ルキフゲスの指す『過去』について考えながら、自分もルシフェルたちの隣(となり)に腰掛けて――。

　だが、直後「はあ？」と目を丸くする。

　ようやく起動画面になった携帯電話が表示したのは、いきなりの「受信中」の文字だった。電源が切れていた間に受信できなかったメールを、どうやら一気に受け取るらしい。しかし一緒に現れた受信数は、なんと三(さん)桁(けた)に達していた。

「そうか。二ヶ月ほど、ほったらかしになってたんだよな。これくらいにはなるか」

「？　なんですの、ゴローさま？」

『にゃふ？』

「いや。これでやりとりしてた伝言が大量に溜(た)まってたから、びっくりしただけで」

　さすがに反応した魔王少女たちに答えながらも、護狼は携帯電話を操作する。まだ受信は継(けい)続(ぞく)中(ちゆう)だが、受け取りが完了したメールから、まとめて閲覧していった。

「あ。友達からのばっかりだ……」

　多くが中学の友人からのものだった。中身はどれも、「急にいなくなって、どうした？」「大丈夫？」「元気かー」といった内容だ。そうか、と護狼ははたと気付く。

　護狼は中学の卒業前に、いきなり魔界に飛ばされたのだ。もちろん事情など誰にも説明していない。――大勢の友人からの「心配メール」に、護狼は胸を詰まらせた。

（もしかしてこれが、俺の『過去の繋がり』ってヤツかな）

　魔界で生きていくのに必死で、いつしか忘れていたことだ。護狼はしばし夢中になって、みんなからのメールを読んでいく。そのうち個別に返事を出さなきゃいけないのかと気が付いて、自然と苦笑いが漏れた。どう説明したらいいのやら？

　もっとも中には、護狼の特殊な素性を知る者もいる。

　それは小学校から同じ都内の中学に入った、たった一人の親友だ。

「！　えっ、なんだこれ！」

　メールには当然、その親友の名前もあった。真(ま)経(ふ)津(つ)鏡(きよう)介(すけ)――「キョースケ」で登録しているそのメールは、事情を知っているからこそ、他の友人たちとは少し違う。

【きっと勇者の役目ってやつなんだろ？　一緒に卒業できないのは残念だったけど、帰ってきたら連絡くれよな！】

　最初はそんなさっぱりとしたメールが一通、届けられていただけだった。ところが「昨日」の日付の新着メールに、慌てた様子でいくつか短い文章が送られていた。

【おい、どうしてる？　ゴロっち】

【今変な女の子と出くわしたぞ。普通じゃない】

【いや、見た目はフツーっぽいんだけどさ。赤毛が目立つくらいで】

【でもやっぱおかしい！　おまえの相手ってやつじゃないのか？】

　赤毛？　まさか？　護狼の心がざわついた。そして、決定的なのは――。

【あの子、おれの目の前で飛んで消えたんだ。ビルの狭(はざ)間(ま)を蹴(け)って！】

　最新のメールに一枚の画像データが貼られていた。携帯電話のカメラで慌てて撮られた写真だろう。ピントが少しずれていて、全体的にぼけている。けれどもはっきりとわかるのは、青空にそびえる東京のビルの狭間を飛び上がる、真(しん)紅(く)の髪の人影で――！

「ベルゼっ!?　マジかよ！」

「な、なんですのゴローさま？　ここに映っているのが、ベルゼですの？」

『！　これベルベルなのだーって、アーちゃんが！』

　ルシフェルの問いに、護狼に代わってアスタロトが断言した。とにかく護狼は大慌てでボタンを操作する。親友の鏡介に直接訊こうと、電話番号を呼び出した。

「予知ってこれか？　とにかくこいつに連絡してみる！　画像のこと確かめないと！」

「連絡？　それでとれますの？」

「うん。ちょっと、静かにしててっ」

『――もしもし？　ン、ほんとにゴロっち!?　昨日かけても繋がらなかったのに！』

　護狼が急いでコールすると、すぐに相手が出てくれた。開口一番、驚きが先にくる。

『いきなりいなくなるんだもん、心配したぜえ。無事でよかった！　今なにしてんの？』

「鏡介、久しぶり！　なんというか、いろいろありすぎて……。それはまた話すから！実は確認したいことがあってさ。送ってくれた、女の子の写真のことなんだけど」

『ン。やっぱりあれって、ゴロっちに関係することだった？　ハハハ、だと思ってさー、慌てて写真撮ったんだぜ？　だってあの子ったら、あっという間に飛び去っちゃって』

「うわ、わわわ？　まずい、鏡介っ。電池がもうない？」

　だが、護狼が相手を止めるはめになる。電話口から電池切れを知らせる、途切れるような音が聞こえてきたのだ。それは焦るあまりに、最小単位の五分しか急速充電しておかなかったためか。また充電し直すのももどかしく、護狼は早口でまくし立てる。

「今から会えないか？　電話よりも直接、詳しく教えて欲しいんだ。その子のこと！」

『そりゃいいけど。じゃあ一時間後くらいに……そうだ。中学の前で、ってことで』

「俺たちの中学？　うん、了解！　じゃあ後でっ」

　護狼が了承するのと同時に、電池を使い果たした携帯電話がぷつりと切れた。

「……ど、どうなりましたの？」

『にゃっはー！　会話までできちゃうのだ？　人間もなかなかやるのだあ～！』

「とにかく、話を聞きに行こう。すぐ移動するぞ！」

　引き連れた魔王少女たちへの説明ももどかしく、護狼はベンチから腰を上げた。

「新宿にある俺の中学……ええと、つまり《パンデモニウム学園》みたいなところに！」




†††




「鏡介とは、中学に上がる前からの友達なんだ。あー、わかりやすく言うと、ベルゼとアスタロトみたいな関係かな？」

　またもや電車に揺られながら、護狼は簡単に説明する。――すでにすっかり日も暮れた、平日のラッシュ時間だ。座ることもできない山手線の満員の車内で、さすがにルシフェルやアスタロトがへろへろのまま、ドア脇の隅(すみ)の方に押しやられる。

　そこをどうにか護狼は、自分の体を壁にして精一杯守りながら、気分転換で話しかけた。

「知り合ったのは確か、子供の頃やった、草野球がきっかけかな。今でも覚えてるよ」

「やきゅう……ああ。前回の授業、ですわね」

『玉をぶつけて、棒で殴り合ったのだあ？』

「うん、まあそんなところ」

　正確に言うと、ルシフェルやアスタロトの知る魔界版野球とはまるで違うのだけれど。ややこしいので護狼は、半笑いで誤魔化した。

　しかし、『にゃむう』と帽子のネコミミをわずかに動かすのはアスタロトだ。

『ねーねー、ゴロちゃあん。そういえばトモダチってなんなのだ、ってアーちゃんがー』

「？　え、まさか――そこから？」

『ベルベルとアーちゃんみたいな関係って、具体的にはどんなのだ？』

「いや……ええ、ちょっと待てよ？　マジで友人って関係、ないの？　そりゃ、魔ぞ」

　魔族、と電車内で言いかけて、さすがに護狼も飲み込んだ。一応、周囲にいる人々の耳に入ることを懸(け)念(ねん)する。

「――じゃない。階級(ランク)制度に縛られてるのが、君らだけど。でもさ、ほら。少なくともベルゼとアスタロトは、対等な関係だろ？　昔から」

『対等……。にゃふ！　同じ《王(クイーン)》階級(ランク)なのだっ』

「その上で、仲がいい相手のことを、友達って言うんだよ。んで、さらに言うとだ。そこから切っても切れない関係になると、親友ってのになるんだ」

『シンユウー？』

「うーん。いわば、関係性の階級(ランク)が上がった感じになるわけ。わかる？」

『あー、だったらアーちゃんとベルベルは、トモダチだけどシンユウじゃあないのだ～』

「へ？　いや、だって」

『きっとベルベルと、ルシフェルの方がシンユウなのだ！　ってアーちゃんがー』

「！　わ、わたくしとベルゼが……シンユウ？」

　アスタロトの意外な返しに驚いたのは、護狼以上にルシフェルの方だった。

　が、すぐに彼女は鼻で笑う。

「あり得ませんわ！　億千回、人間界の空のように、青と黒とが逆転したとしても！」

「いや、でも。そうかもしれない」

　しかし護狼は納得する。「はい？」とルシフェルが、いっそう困(こん)惑(わく)したけれど。

「確かに親友ってのは言い過ぎだけど。お互いを認め合ってるって意味では、近いよ。きっとベルゼもそうだろうし」

「トモダチ……ベルゼと？」

　ルシフェルはそもそも「友」という概念が受け止められず、車内の壁に寄りかかり、一人で深く思案する。ただし。

「うっぷ！　そ、それより、まだ着きませんの～～～？」

　すぐに電車酔いを再発させ、それどころではなくなった――。




　かくして山手線を利用して、護狼は二人の魔王少女とともに、新(しん)宿(じゆく)駅(えき)に到着する。

　駅から西側に出れば、都庁のある、都内でも高層ビルの寄り集まったビジネス街が広がっている。広大な地下道を通って、ようやく地上に辿り着いたそこに、かつて護狼が通っていた中学が存在していた。

「ここだ。私立、神(しん)宝(ほう)中学……懐(なつ)かしいなあ～」

　日も暮れて、高層ビル街は昼間とは打って変わって、人(ひと)気(け)がごっそり少なくなる。全寮制の神宝中学も同様だ。高いビルに囲まれた一画に、神宝中学の校舎は存在する。生徒たちはすでに寮に入り、学校の正門はとうに施錠されていた。

　その正門前で、夜の学校を眺めながら、護狼はつい郷(きよう)愁(しゆう)に浸(ひた)る。隣では、夜気に当たってようやく酔いから復活したルシフェルが、「へえ」と小さく声を上げた。

「ここがゴローさまの通われていた学校なのですね？　なるほど……《パンデモニウム学園》くらいの規(き)模(ぼ)がありますわねっ」

「はい？　いやいやいや、ルシフェル。そんなに大きくないから。普通くらいで」

「？　でもたくさんの四角い塔がありますわ！　ここに、やたらと数の多い人間たちが詰め込まれているのでしょう？」

　どうやら周囲のビルも含めて、学校だと思い込んでいるらしい。アスタロトも同様だ。ぴょんこぴょんこ跳ねながら、『にゃはー』と興味深げに、頑(がん)丈(じよう)な塀の向こうにそびえる四階建ての校舎を眺める。いちいち訂正するのも面倒で、護狼は放っておくことにした。

　鉄の格子でできた正門の向こうには、わずかにライトアップのされた、小さな時計台があった。電源の切れた携帯電話しか持っていない護狼は、そこで時刻を確認する。

「夜の七時か。電話したのが六時過ぎくらいだったから、そろそろのはずなんだけど」

「おーい！　ゴロっち、だよな？」

　そこにちょうど声がかかった。

　護狼たちがやってきたのとは別の道から、手を振ってやってくる人影があった。七分丈のジャケットを羽(は)織(お)る、茶髪を逆立てた少年だ。護狼よりスポーツが得意で、しかし勉強はあまりできなかった友人、真経津鏡介である。

　ただし護狼のよく知る彼は、ずっと黒髪だったはずだ。

「って、鏡介？　どしたの、その頭？」

「ン？　あー、ゴロっちは初めてだったか。ほら、ええと、高校デビューってヤツだよ。だって中学の頃は、校則厳しかったじゃーん」

　笑ったその顔には、見慣れたえくぼができあがる。が、それはすぐに消(しよう)滅(めつ)した。

「でもそっちこそ！　なんで女連れなんだ？　くっそ、なに？　これが格差社会？」

「へ？　いやいやいや、違うから。この二人はそんなんじゃなくってさ……」

「ゴローさま？　この方が、ベルゼを見かけたとかいう？」

　どう説明したものやら？　と少し悩んだ護狼の脇から、銀髪の魔王少女が割り込んだ。

　近づいてルシフェルの髪や瞳の色を見た鏡介が、さすがにちょっとびっくりする。

「あれ、外人さん？　よく見たら、そっちの子も？」

　さらにアスタロトの、エメラルド色の目にも気付く。けれどもそんなことよりも、「ン？」と引っかかることがあって――。

「って、ゴロっち、『ゴローさま』とか呼ばせてんの？　おまっ、やっぱ勝ち組か!?」

「えええ？　そ、そんなんじゃないってば、鏡介！　話せば長くなるんだけどっ」

「ご託(たく)はいいですわ！　そんなことよりあなた、どこでベルゼを見かけましたの!?」

　あわあわする護狼と鏡介に代わって、本題に切り込むのはルシフェルだった。「あ、ああ」と動揺を抑えつつ鏡介が、自分がわざわざここに来た理由を思い出す。

「あの子ベルゼっていうの？　いや、たまたま昨日、渋(しぶ)谷(や)でナンパ……あ、いや。赤毛のすっごい美少女を見かけてさ、声をかけたんだ。そしたら道を訊かれちゃって」

『「「道？」」』

　意外な答えに護狼も魔王少女たちも、つい声を重ねる。うん、と鏡介が頷(うなず)いた。

「変な質問でさ。『海はどこ』って。そりゃ当然、東(とう)京(きよう)湾(わん)あたりを教えるじゃん？　お台(だい)場(ば)とかさあ～。でも、『あそこじゃない』って。『もっときれいな海』って言うんだぜ？」

「海？　ベルゼは、海に行きたがってたのかよ、鏡介？」

「ン、そうだよ。でさあ、ほら。おれたちって、きれいな海と言えばあそこしか知らないだろ？　だから教えてあげたんだよ」

　あそこしか？　その言いように護狼はぴん、とくる。鏡介と護狼は小学校からの付き合いだ。つまりこの神宝中学に来る前は隣県の、海が見える同じ町に住んでいて――。

「おれたちの海、神(か)奈(な)川(がわ)の湘(しよう)南(なん)への行き方を、ばっちりレクチャーしたんだぜ。へへ」

「湘南!?　じゃあ、ベルゼはそこに？」

「でもさ、いきなりだぜ？　あの子、人目に付かないとこまでさっさと離れていったと思ったら……一気に跳んでいっちゃって！　もう、すげージャンプだったわけ！」

　そこまでしゃべって、鏡介が眉(まゆ)をひそめた。

「あんなの人間業(わざ)じゃないよな？　んでさ、ゴロっちのこと思い出したんだ。おれには縁のない世界だから、よくわかんないけど。もしかしたらゴロっちなら、なにかわかるんじゃないかなーって。……つーかさ、もしかしてややこしいことになってんのか？」

「それは、その……」

「――わかりましたわ！　そのショーナン、とかいうところにベルゼは向かったのですわね！　だったらぐずぐずせずに、すぐに向かいますわよっ！」

「え？　ちょ、ルシフェル!?」

　護狼が止める間もなかった。逸(はや)る銀髪の魔王少女が、いきなりワンピースの背中のファスナーを開いた。そこからばさっ、と三枚の白い翼を出現させる。

　そのまま彼女は護狼の手を取り、有無を言わせず引っ張り上げた。足の裏が地面から離れ、護狼はあたふたさせられる。当然、ぎょっとするのは見ていた鏡介の方だ。

「なっ、ななななな、なにー!?　て、天使？　天使なのかよ！　うっそ！」

「ば、バカ！　ルシフェル、人目に付くって！　すぐ仕舞えよ！　大丈夫、ここから湘南なら、電車で一時間もすれば着く距離だからっ」

「うっ。ま、またあのデンシャとやらに乗りますのね……ううう」

　想像しただけで萎(な)えたのか、ルシフェルが地面に降りて翼を小さく仕舞い込んだ。

　一方、『にゃっはー！』と帽子の黒猫にしゃべらせるのは、アスタロトだ。

『そういえばアーちゃん思い出したって！　十年前、ベルベルは人間界の海を見てきたって言ってたのだ～！　青くて宝石みたいだったって、アーちゃんに自(じ)慢(まん)してたのだ！』

「！　じゃあもしかして、もう一回海を見に？」

「って、あれえ？　そっちの子も、口を動かしてるのは帽子の方かよ？　ひええ！」

　食いついた護狼だったが、やはり鏡介が狼(ろう)狽(ばい)する。ついには腰を抜かしたか、その場にぺたん、と座り込んだ。

「なんか、勇者ってのは、すげえなあ。よ、よく知らないけど……ゲームみたいで」

「いや、その、なんと言うか。ありがとう、鏡介。いい手がかりになったよ！」

　行こう。護狼は尻(しり)餅(もち)をついた親友を置いて、二人の魔王少女の背中を押した。それは自然と起こした行動だ。今まで護狼は、自分が特別だなんて自覚したことはなかった。だが今夜、鏡介の目で思い知る。

　彼の瞳に映る護狼は、この側にいる魔王少女たち同様、奇(き)異(い)なものでしかないのだ。

「ン、ゴロっち！」

　けれども――最後に鏡介の方から、声をかけられた。え？　と護狼は振り返る。

「……おまえさ。また、会おうな！　絶対だぞー！」

　それは親友だからこその言葉だった。尻餅をついたままだが、鏡介がはっきりと、護狼に手を振ってくる。だから護狼も大きく一つ、首を縦に振るだけだ。

「うん。帰ってくるよ。いつか、必ず――」

　そう確かに約束して、護狼はルシフェルやアスタロトとともに、再び駅へと繋がる地下道へと戻っていった。




『あれが、トモダチってやつなのだー？』

「うん？　ああ……俺の、親友さ！」

　地下道を歩きながら、訊(たず)ねてきたアスタロトに護狼は笑って断言した。

　しかし今、頭の中を占めるのは、赤毛の魔王少女の足取りだ。

「そう、ベルゼだって。アスタロトやルシフェルが、こうして連れ戻しに来たのなら」

「わ、わたくしは別に、ベルゼに帰ってきて欲しいだなんて思っていませんわっ！」

　話を振られてルシフェルが、後ろでつんとそっぽを向いた。

　その割には一番慌ててベルゼビュートを追いかけようとしたことを、護狼はさっき目にしたばかりだ。こっそり苦笑してしまう。だが。

「でも、海を見たいだなんて。ベルゼはほんとに、なに考えてるんだか」

『にゃむ？　仕方ないのだーって、アーちゃんが～。だってベルベルには、半分人間の血が入っているのだ。だから人間界に思い入れがあってもって……にゃはあうっ!?』

「！　はい？」

　それはふいにもたらされた、アスタロトの知る「真実」だ。もちろん護狼も知ってはいたことだけど、まさかこの黒猫の魔王少女が口にするとは！　代(だい)弁(べん)している帽子の《魔法生物(クリーチヤー)》でさえ、声が裏返ったほどだ。どうやら知らなかったらしい。

　いや、護狼はさっと青ざめる。この情報は迂(う)闊(かつ)に漏らしてはいけないものだ。とっくに知っていた護狼はともかく、とりわけ一緒にいる、ルシフェルなどには――！

「な、なに言ってんのアスタロト!?　ちっ、違うよルシフェル、これはだね！」

「って、なにさらっと言ってますの――！　アスタロト、あなた！　知ってましたのね？ベルゼが人との半魔族だってこと――あ、え？」

　アスタロトを非難して、護狼とルシフェルが呼吸を忘れた。

　互いに一瞬、顔を見合わせる。

「き、君も知ってたの、ルシフェル？」

「そういうゴローさままで!?　わたくしだけが知っていると思ってましたのにー！」

『にゃっは～～～！　みんな、知ってたのだああ？』

　地下道で立ち止まり、護狼たち三人は改めて、まじまじと見つめ合った。

















　ルシフェルが秘密を知ったのは、ベルゼビュートが魔界より失(しつ)踪(そう)して直後のこと。「なにかある」と母の態度から察して、こっそり問い詰めに戻ったときだ。

「さすがはわらわの娘じゃのう～。あの勇者の人間は気付かなかったようじゃが」

「……ベルゼに、なにをしましたの？　お母さま！」

　中央塔の最上階で、相変わらずサタンはテラスの手すりに肘(ひじ)を載せ、気だるそうに真下の騒ぎを眺めていた。「なぁに」と口元を隠して、魔性の笑みをそっと浮かべる。

「大したことはしておらぬ。ただ少し、パイモンにあるものを渡しただけじゃ」

「？　パイモン……あっ」

　寝室でまだ爆(ばく)睡(すい)している、巨体のディアボロスがやかましくいびきをかきつづけていた。――その音に気配を紛(まぎ)れ込(こ)ませてか、オレンジ色の髪をした小柄な少女型魔族が、テラス後ろのホールの脇(わき)に控えていたのだ。くすくすと微笑(ほほえ)むのは主(あるじ)のサタンだ。

「パイモンよ、バアルの娘とうまく接触できたようでなによりじゃ。褒(ほ)めてつかわす」

「いえ。ぼくはただアレを言われたとおり、ベルゼビュートさまに差し出しただけです」

　謙(けん)遜(そん)していっそう傅(かしず)くパイモンに、「なんですの？」とルシフェルは眉(まゆ)をひそめる。

「ああ、ルシフェル。こやつはわらわの私物を、バアルの娘に献(けん)上(じよう)しに行っただけのこと。そう、十年前と同じ、《転(てん)移(い)》の宝(ほう)具(ぐ)をのう」

「宝具？　お母さまの魔力を込めた、特別な宝物ですの？　あっ、まさかベルゼは！」

　その力を使うことで、たった一人でもああして人間界に消えることができたのだ。

　ルシフェルはようやく、すべてを仕組んだ黒幕の正体を知る。

「でも、なぜ、お母さまがそんなことを？」

「うん？　それはのう――ぐ、むっ」

「！　お母さま？」

　それは突然の出来事だった。何かを語ろうとした母の喉(のど)に、いきなり黒い《影》が浮き上がった。それはまるで「手」の形をしていて、サタンが開きかけた口から言葉が漏(も)れ出ないように、きつく締め上げたのである。――美しい母の顔が、苦痛に歪(ゆが)んだ。

　元大魔王であるサタンでさえ振り解(ほど)けない、圧倒的な「呪(のろ)い」の力だ。

「バアルめ……忌(いま)々(いま)しい！」

「お母さま、それは、大魔王さまの《禁止》の呪い？」

「うむ。ある秘密を語ろうと、または記そうとすれば、こうなる。じゃが――」

　母がテラスから動いた。振り返り、金色の瞳を背後に向ける。二つもの《邪(じや)眼(がん)》がホールの端に控えていたパイモンに向かって、いきなり黒く輝いた。

「っ!?　サタンさ、ま……？」

　瞬間、パイモンの小さな体がすべての自由を奪われる。それこそが母であるサタンの持つ、ルシフェルの「支(し)配(はい)」の《刻(こく)印(いん)》さえ越える力。「絶(ぜつ)対(たい)支配」の《魅(み)了(りよう)》だった。

　もっとも弱点がないわけではない。母の《魅了》は絶大だが、異性にしか効果が出ないということだ。

　しかし両(りよう)性(せい)具(ぐ)有(ゆう)でありながら、あえてサタンに仕えるために「男」を選ぶパイモンに、逃れられる術(すべ)はなくて――。

『ふむ、こんなもんじゃろう』

　少女型魔族の小さな口から、まるで違う声が漏れた。それは母のものである。二つの金色の目に魅(み)入(い)られたパイモンの体を、サタンが完全に自らの一部に取り込んだのだ。

　そうしてパイモンの肉体を借りて、母が真実を語り出す。

『ルシフェル、お主にも教えてやろうぞ。バアルの娘、ベルゼビュートに関する秘密をのう。それは……半分、人の血が混じっておる、ということじゃ』

「えっ」

　なに？　ルシフェルは最初、母が噓(うそ)を言っていると思った。まるで信じられないことだ。けれども――パイモンの細い喉に、あの「呪い」の黒い《影》が現れる。

　それはサタンの肉体に代わって、一気にパイモンを締め付けた。華(きや)奢(しや)な体があまりのことにのけぞって、びくびくと痙(けい)攣(れん)さえする。だから、「もう限界かの」と母があっさり、《魅了》の力を解除した。

　同時に、頽(くずお)れるようにパイモンの小さな体が床に倒れる。

「この程度しか保たぬか。まあいいじゃろう。わかったかの、ルシフェル？」

「人間……。そん、な、あのベルゼが？　あ、あり得ませんわっ」

「そう、億万にもあってはならぬ！　しかしバアルめ、そのことを知ったわらわに、呪いまで仕掛けおった！　――じゃが、あやつの好きなようにはさせぬ。バアルの娘を自(じ)滅(めつ)させることなど、たやすいものよ。のう？　わらわがなにか言うまでもない」

　なぁに、とサタンが口元に手を当てて微笑む。

「ただバアルの娘に、十年前と同じ《宝具》を、パイモンから渡させただけのことじゃ。それで『どうやって十年前、自分が人間界に行けたか』『なぜ、そのことを知っていたのか』を察すれば……バアルの娘でも、いろいろ気付くことはあるものよのう？」

　ルシフェルは絶句する。それは巧(こう)妙(みよう)に仕組まれたことだった。

（十年前のベルゼ逃亡にも、お母さまはこの日のために関(かか)わっていて？）

　バアル・ゼブブの呪いのせいで、直接手を下せないからこそ、のんびりとそのときを待っていたのだ。復(ふく)讐(しゆう)のために――。

（ベルゼはパイモンを通して、お母さまが仕組んでいたことを知って。そこから、秘密がばれたと思って、魔界にはいられないとっ？　それで！）




　けれども、ルシフェルは納得しない。

（お母さまが暗(あん)躍(やく)したのは、すべてはわたくしを勝たせ、次期大魔王につかせるため）

　それはつまり、サタンとバアル・ゼブブの代理戦争なのだ。だからこそサタンは、ベルゼビュートにこだわった。十年も前から、いつでも排除できるように画(かく)策(さく)した。

（いいえ。要するにお母さまは、わたくしの力を信じてくれなかったのですわ）

　自力では、あの赤毛の魔王少女に勝てないと判断したのだ。

　そのことを思い知り、ルシフェルは悔しくてたまらなかった。――故に、望んだのだ。アスタロトに協力して、ベルゼビュートともう一度、本気で決着をつけようと。

「だって、まだわたくし、ベルゼに勝ってませんものっ」

　夜の新(しん)宿(じゆく)駅(えき)構内の、改札から少し離れた壁際で、ルシフェルはぽつりと本音を吐き出した。

　まだまだ多くの人が行き交う中、側(そば)にいるのは黒猫の魔王少女だけである。護(ご)狼(ろう)はさきほど、「きっぷ」とやらを入手するために、人々が列を作っている中に並びに行った。

　だから、だろうか。手持ちぶさたのついでに、つい本音が漏れ出たのは。

（でも、わたくしは……）

　こうまでしてベルゼビュートと接触を持って、本当は何がしたいのだろう？　そこに関しては、実は整理がついていない。自分でもぐちゃぐちゃのままだった。

（ただその答えはたぶん、ベルゼと会ったときにわかる気がしますわ）

　戦うにしろ罵(ば)倒(とう)するにしろ、ルシフェルは自分の直感にゆだねることに決めていた。いわばその状況を求めることが、動(どう)機(き)になっているのかもしれない、とまで思う。だが。

「でも、人間の血が混ざっているだけで逃げ出す、だなんて。信じられませんわっ」

「？　ルシフェル？」

「あ。ゴローさま……」

　思わず吐き捨てたところに、行列から護狼が戻ってくる。小さな紙切れをルシフェルとアスタロトに渡しながら、首を傾(かし)げた。

「どういうこと？　だって、大魔王になろうってベルゼが、みんなの嫌う人間の血を引いてたなら……やっぱり嫌われるものじゃ？　それでベルゼは、ずっと隠してきて」

「関係ありませんわ、そんなの」

『そうなのだー。だって、ベルベルは、ベルベルなのだ！　ってアーちゃんも～』

　きっぱりと告げたルシフェルの言葉に、同じ魔族であるアスタロトも賛(さん)同(どう)する。「へ？」と勇者の少年は首を傾げるばかりだが、当たり前のことなのだ。

「愚(ぐ)問(もん)ですわ、ゴローさま。だって強さこそが、魔族のすべてですのよ？　――悔(くや)しいですけど、ベルゼは十分に強いですわ。ええ、人間の血が混ざっているというのに！」

「あ……そ、そういう考え方？」

「まあそのあたりが、人間混じりのベルゼがいちいち悩むなんてことに、現れているのかもしれませんわね。魔族ではあり得ませんわ！」

　しかし、ルシフェルもわかっている。どうも人と魔族の捉(とら)え方には、根本的に違いがあった。そのことに気付くようになったのは、ここにいる勇者の少年が来てからか？

（……。わたくしも少し、影響を受けているかもしれませんわね）

　ふと彼の目を見て、そう感じた。たぶん昔の自分なら、ベルゼビュートをわざわざ追いかけたりしていないはずだ。

（それがいいことなのかどうか、わたくしにはわかりませんけど……で、でも）

「？　どうしたの、ルシフェル？」

「な、なんでもありませんわ！　それより、ショーナンってところに行きますわよ？」

　護狼の買ってきた小さな紙切れを奪い取り、ルシフェルは少し赤くなった顔を誤(ご)魔(ま)化(か)す。ついでに、「それにしても」と護狼と横のアスタロトとを、じろりと睨(にら)んだ。

「でもゴローさまもアスタロトも、ベルゼの件を知ってたのに黙ってらして。もう！」

「そ、それはお互い様じゃないか？」

「うぐっ。そ、そうですけれど」

『だーって、訊(き)かれなかったからなのだー。って、アーちゃんが言ってるのだあ』

　反論する護狼とは対照的に、黒猫の魔王少女がしれっと答える。実に魔族的な回答だ。

　ただし、アスタロトにも多少はルシフェルのように、護狼の教えの影響があるのか。

『む～、でもきっと……ゴロちゃんの言ってた「トモダチ」ってやつだからなのかもなのだ？』

「アスタロト？　――うん、きっと、そうさ」

　勇者の少年が、やわらかな表情をつくった。けれどもすぐ口元を引き締める。

「でも、そうか。今回のことって、裏では全部ルシフェルのお母さんが仕組んでたのか。いいや、むしろ事態はもっと深刻ってことで……」

　ルシフェルには最初からわかっていたことだが、ベルゼビュートは護狼の授業が気にくわなくて、逃げ出したわけではない。

　だからきっと護狼が駆けつけたところで、説得のしようもなくて。――それでも。

「ベルゼがどう考えているのか、知りませんわ。人間界の海を見たいだなんて。でも……ゴローさまの授業の最中に、勝負をほっぽり出すなんて、わたくし許しませんわ！」

　ルシフェルはあえて「授業」にこだわった。そうなのだ。自分はまだ、護狼の授業で「くらすいいんちょ」になれていないのだから。

「とにかくアスタロト！　一応、訊いておきますわ。他になにか知っていることがあったら、今話しなさいな。だいたいベルゼの血筋のことはいつから知っていましたの？」

「あ。そ、そうだよ。ベルゼが海を目指してる、その手がかりになるかもしれないし！」

　護狼が食いつき、一緒になって黒猫の魔王少女に問いかけた。

　アスタロトは帽(ぼう)子(し)のネコミミを難しそうに伏せさせてから、『にゃむー』と黒猫の口を開いた。

『ベルベルが人間混じりだって思ったのは、アーちゃんが一つ、聞いてたからだーって。……ベルベルのお母ちゃんが人間界にいるかもって、それで十年前は、会いに行ったからって。でも、結局ベルベルはお母ちゃんに会えなかったみたいなのだ？』

「え、ベルゼの母親が？　魔界にいるんじゃないのか？　あ、いや。そうか」

「……人間なのですから、こちらにいるのではありませんの？」

　護狼がはっとしたように、ルシフェルも当然だと感じ取る。そもそも、この勇者の少年が苦労したように、魔界では「食」の問題が大きかった。いかに大魔王の庇(ひ)護(ご)下(か)にあったとしても、すぐに餓(が)死(し)してしまうだろう。

「でも……こんなに人間がいるこちらで、簡単に見つかるはずもありませんわ」

『そうなのだー。ただ、ベルベルは「海が見えるとこ」に住んでるらしい、って言ってたのだ。それだけでいろいろ捜し回ったって～』

「！　海が、見える？　ああ、それで。だから十年前も、母親捜しで海まで出て」

　勇者の少年が納得する。

「今回も、他にあてのないベルゼは海を目指してるってことかよ？　でも」

「？　どうしました、ゴローさま？」

「ベルゼのお母さんって、どうしてるのかなって。どこかにいるのか、それとも」

「存(ぞん)命(めい)でない、ということですの？」

　ルシフェルはそう察する。「うん」と護狼が頷いた。

「わからないけど。会えなかったってのは、もしかして。ううん、俺が自分の母さんを亡くしてるから、そんな考えになっちゃうのかもしれないけどさ」

　はは、と自(じ)嘲(ちよう)気(ぎ)味(み)に笑って、護狼が言った。それはルシフェルも初めて知らされる、彼の事実だ。

　ただし、ルシフェルは妙に苛(いら)立(だ)つ。むかむかした。

「なんですの？　親が一人で、なんの不満が？」

「へ？　ルシフェル？」

「受け継いだ力と、それにふさわしい自分こそがすべてですわ！　ベルゼもゴローさまも、どうして気になさいますの？　わたくしだって父が誰かはわかりませんわ！」

「え、えええええ？」

『そ～なのだあ。アーちゃんも、お母ちゃんいっぱいいてよくわかんないのだーって』

「ああ、そうでしたわね。ディアボロス家はあらゆる魔族と交配して、最も力の強い魔族に、ディアボロスの名を継がせるのでしたっけ」

　自分とは逆に、百以上もの兄弟を持つアスタロト。しかしその「気にしない」というスタンスだけは、ルシフェルにも理解できる。

　そう、魔族は己以外に関心を持たない。

「だいたい、わたくしの母とつり合うだけの魔族など、魔界にはそれこそ大魔王さまくらいですわ。そう、それ以下の魔族が相手なら、明かせるはずもありませんもの！」

　それが自然なことなのだ。サタンの身分を考えれば当然だった。だからルシフェルの心の支えは、母から受け継いだ金の瞳と、背中の三枚の翼だけなのだ。

　けれどもそれは逆に、「半分しか力を受け継げなかった」という、コンプレックスでもあった。――故に、ルシフェルはいらついたのだ。そのことに自分でも気付き、はっとする。ふと、目が合ったのは哀(かな)しそうな顔をした護狼だった。

「ルシフェル……そっか。君だって、ほんとは気にして」

「な、なにを言ってますの、ゴローさまっ！　そんなことありませんわっ。ええ！　……そんなことより。ふふふ」

「うわっ、なに？　ルシフェルっ？」

　ルシフェルはいきなり護狼の腕を引っ張った。そのまま彼を壁の方へと押しやって、大胆に首に抱きつく。行き交う人間たちの目など、知るものか。さきほどからの会話だけならともかく、通り過ぎる人々が、さすがに好奇の眼(まな)差(ざ)しを向けてくる。

　しかしルシフェルは構わずに、護狼に唇(くちびる)を近づけた。

　それは単に同情めいた護狼が嫌で、うやむやにしようというだけの行(こう)為(い)だったが――。

「ちょうどいいですわ。そういえばわたくし、まだキスをしておりませんもの。よくよく考えれば今は、邪(じや)魔(ま)者(もの)だった賢者のアリアもいませんですし。うふふ」

「いや、あの。おいっ？」

「ダメですわ、ゴローさまあ。そろそろ観(かん)念(ねん)なさってくださいませ」

　ね？　と人間では逃れられない力を込めて、ルシフェルは顔を近づける。

　赤面した護狼の口に、自分の唇をくっつけようと、真っ直ぐに狙(ねら)いを定めて――。
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（ゆ、油断してた！　もうダメだあ～！）

　夜の新宿駅から帰宅途中のサラリーマンやＯＬたちが、じろじろと護狼たちを見てすれ違う。そんな視線や、側にいるアスタロトが『にゃふ！』と興(きよう)味(み)津(しん)々(しん)に見上げている気配を感じつつも、護狼に逃れる術はなかった。

　――迫り来るやわらかそうな唇を前に、護狼がさすがに観念したとき。

　ばしんっ！　といきなり、ルシフェルが弾(はじ)かれた。

　それは護狼の首に両腕を絡(から)めたまま、彼女の体が一瞬浮き上がったほどだ。あまりのことに銀髪の魔王少女が、「～～～!?」と声も出せずに悶(もん)絶(ぜつ)する。

「え、なに？　今の？　……あっ」

　顔色を青くして、ルシフェルがよろめいた。なぜそんなことになったのか。彼女を支えようと手を伸ばした護狼は、「だ、ダメですわ！」と振り払われて、ようやく気付く。

　銀髪の魔王少女が睨んでいたのは、護狼の胸元あたりだった。そこには邪魔なのでシャツの下に提(さ)げていた、アレクトリアから預かった、金属製の十字架があって――。

『にゃはうっ？　光ってる、のだ？』

　黒猫の魔王少女が指(し)摘(てき)した。確かにシャツの下が、ぼんやりと明らかに輝いている。慌てて護狼は手で押さえ、人目を避けることにした。アスタロトとふらふらのルシフェルを連れて、改札から離れる。太い柱の陰で、こっそり十字架を引っ張り出した。

「ど、どうなってんの、これ？　今のって、この十字架が弾いたんだよな？」

「そ、そうですわ！　魔族を拒む力ですわ。あの賢者、きっちり仕込んでましたの!?」

《……当然ですがなにか！》

　そのとき、唐突に「声」が聞こえた。はい？　と十字架を囲む護狼たちは、ぎょっとする。どうやら淡い光に包まれた十字架そのものが、軽く震えて「声」を放っているようだ。その「声」に、もちろん護狼もルシフェルもアスタロトも聞き覚えがある。

「あ、アリア――!?」

　護狼は十字架を握りしめたまま、思わず「声」の主の名を呼んだ。




「――ええ、そうです。ワタシのいない間に好き勝手されると困りますので、魔を払うよう神の力を込めておきました」

　奪い取ったヘリで、東京からは数百キロ離れた深い山地に逃げ込んだアレクトリア。

　燃料切れの機体を捨てて、さらに一緒に何人かいると思わせる痕(こん)跡(せき)をわざと残しつつ、ずっと山中を歩いていたのだ。日も暮れて、とうに周囲は深い闇(やみ)だけが包んでいる。明かりがわりにどうにか木々を照らすのは、空に浮かんだ一つだけの月だった。

　今宵の月は、満月に近い形をしたものである。その下でふと足を止めたのは、勇者の少年に渡した十字架から、「拒絶」の反応を感じたためだ。

「すべては、神のお力です」

　耳にかかる聖(せい)帽(ぼう)を、加(か)護(ご)の輝きに少し染めて、アレクトリアは返答する。十字架と聖帽をリンクさせておいたのだ。そしてかなりの精神集中は必要だが、こうして会話することもできる。《な、なんですのー！》という、銀髪の魔王少女の声も聞こえた。

「ああ、どうやら無事に《五代目》さまをお守りできたようで、なによりです」

　アレクトリアは思い切り皮肉を込める。すると言葉にならないわめき声が返ってきて、さすがにくすり、とこっそり笑った。

　が、それをなだめて護狼の声が届けられる。

《勘(かん)弁(べん)してくれよ、もう。ところでアリア？　そっちはどうなってんの。無事、だよな？》

「……愚問ですね。追っ手に捕まっていないからこそ、連絡できているのです」

《あ、ああ。そっか。よかった》

「むしろ、そちらはどうなっているのですか？　ベルゼビュートの足取りは……」

　無理だろう。実は、アレクトリアはそう思っていた。なにしろ、あまりにも手がかりがなさすぎるのだ。また、きっと大勢の兵士たちを引き連れた《四代目》の方が、先にベルゼビュートを見つけるだろう。普通に考えれば、それが道理だ。しかし。

《まだ接触できてないよ。でも……湘南の海を目指して移動した、って情報は手に入ったんだ。今から向かおうとしてるとこだよ》

「？　しょーなん、海、ですか？　そこにベルゼビュートが？」

　思いがけない返答に、さすがに戸惑う。けれども《うん》と、護狼がはっきり頷いた。

《たぶん、父さんたちにはばれてないと思う。偶然入手できた情報だから。――これもルキフゲスの「過去の繋(つな)がりが導く」って予言のおかげさ》

「過去が、導く？　よくわかりませんが、手がかりを摑(つか)めたのはいいことです」

（この人はいつも、ワタシの予想を跳び越えてくる……）

　アレクトリアはそのたびに、胸の鼓(こ)動(どう)がどきりと跳ねる。勇者の血筋を取り戻すだけが目的で、護狼に近づいているのに――ふいにきゅんとさせられるのだ。

　ただしアレクトリアはその感情を、どう表現したらいいのかわからない。十四歳にして賢者を継(つ)いだ自分は、「恋」の修行だけはまだしたことがないのだ。

　かわりにそれは、心の「揺らぎ」となって現れる。精神集中が乱れ、聖帽を包んでいた淡い輝きが消えかけた。

《あれっ？　アリア？　おーいっ》

「あ……だ、大丈夫です。それより、しょーなんですね？　ワタシは日本の地名には疎(うと)いですが、追(つい)撃(げき)を完全に振り切ってから、そちらに合流いたします。それまでルシフェルには手を出されぬよう、銃字架(クロスガン)をうまく使ってくださいませ」

　最後にそう告げ終わったと同時に、聖帽から光が消えた。お互いの声が聞こえなくなる――。闇の深い木の陰で、アレクトリアは「はあ」と小さく溜(ため)息(いき)を漏らした。

　合流するとは言ったものの、本気ではない。ルシフェルへの牽(けん)制(せい)だった。せっかく囮(おとり)になっているのに、そんなことをしたら愚の骨頂だ。アレクトリアの冷静な部分がそう告げている。

（……。でも、ワタシは）

「『過去の繋がり』か――そんなの。ワタシのことも思い出してくださればいいのに」

　つい、護狼に対しての恨み節をこぼしてしまう。なぜなら、彼は少しも覚えていないからだ。海の見えるあの場所で、今から十年ほど前に、幼いアレクトリアと会ったのに。

　――そんなことを考えて、気がゆるんでいたのかもしれない。

　はっ、と気が付いたときには遅かった。月明かりしかない森の中、いきなり背後に人の気配が現れる。

「よう」

　しかもそいつは、街中でばったり出会ったかのように、最初に気さくに挨(あい)拶(さつ)してきた。

　もちろんアレクトリアは反応する。修道服の前をはだけ、隠していたごついアーミーナイフを抜いた。振り返りながら足場の悪い斜面さえ利用し、落ちるように距離を取った――はずだった。

　傷つけるつもりはなく、しかし懐(ふところ)に入らせないよう、突き出したナイフの切っ先。それは長年の修行で身につけた、相手を怯(ひる)ませる最適の軌(き)跡(せき)を描く。

　けれども直後、アレクトリアの眼前にあったのは、懐にひょいと飛び込んで来た黒髪の男だった。

「なっ……きゃああ!?」

　何が起きたのか、さっぱり理解できなかった。ただ、迷(めい)彩(さい)服(ふく)に防(ぼう)弾(だん)ベストを引っかけた相手が、無防備に前へと進み出て――気が付けば、厚い腐(ふ)葉(よう)土(ど)に沈んでいたのはアレクトリアの方だったのだ。しかもナイフまで奪われていた。

　アレクトリアを一瞬で組み伏せて、男の顔が月光を反射した刃先に照らされる。
















　顎(あご)に無(ぶ)精(しよう)髭(ひげ)を生やしたその男の顔立ちに、アレクトリアは見覚えがあった。ちょうど護狼を大人にして、より精(せい)悍(かん)な顔つきにした感じの男だ。

「！　あ、アナタ、はっ……《四代目》さ、ま!?」

「オイタが過ぎるぜ、賢者っこ。ハ！　アリア、だったか？」

　アーミーナイフを弄(もてあそ)びつつ、アレクトリアを襲撃した《四代目》勇者、村(むら)雲(くも)士(し)輝(き)が不敵に笑う。なぜここに？　ベルゼビュートを追っていたのでは？　そんな思考が駆け巡るが、まずアレクトリアは精神を落ち着ける。こんなときだからこそ集中し、頭にかぶった聖帽に祈りを捧(ささ)げ、月光に紛(まぎ)れて神の輝きを灯(とも)そうと――。

　だが、「おっと！」と士輝が、聖帽を奪う方が早かった。

「わかってるぜ？　こいつで護狼と連絡を取ってたんだろ？」

「!?　どう、して……それ、を？」

「大した賢者だよ、嬢(じよう)ちゃん。その歳(とし)で神の力を自在に操ってんだからな。だが、知らなかったようだな？　――神の加護を受ける勇者も、神の力には敏感なのさ。近くにいれば感知できるし、オレくらいになると『念(ねん)話(わ)』の声だって聞こえちまうのさあ」

「な、あ……！」

　迂(う)闊(かつ)だった、と思い知らされる。つまりさきほどの護狼との会話で、近くにまで迫っていた士輝をおびき寄せてしまったのだ。アレクトリアは最悪の失態に気付かされた。

　そう、ことはアレクトリアだけでは終わらないのだ。

「湘南に、護狼たちが向かってんのか。おかげで、こっちを追いかけて正解だったぜ」

　盗(とう)聴(ちよう)した士輝が自分の息子の行き先を知り、そう呟(つぶや)いた。彼の下でアレクトリアが後悔しても、もう遅い。ばれてしまったのである。ハ！　と士輝が鼻で笑った。

「ベルゼビュートを追ってたオレがここにいて、驚いたか？　ちと八(や)坂(さか)がうるさくてな。ヘリを取り返せないと恰(かつ)好(こう)がつかないんだと。それに嬢ちゃんと護狼がばらばらに行動してたのは、だいたいわかってたからな。要は捕まえやすい方に来た、ってだけさあ」

「えっ。……ばらばら、なのが、ばれ、てた？」

「ああ、気付いてなかったか？　護狼のヤツ、途中でケータイ使いやがったからな」

　それはアレクトリアが知り得なかった情報だ。あっ、と息を呑(の)まされる。

　にやり、といっそう笑うのは士輝だった。

「ヘリの移動方向とケータイの位置情報とが違うなんざ、すぐ調べはつくっての。短時間の通話だったから、近くの基(き)地(ち)局(きよく)までしか突き止められなかったが。でも、とっくに『組織(チーム)』の私服兵士たちが動いてるさ。行き先もわかったし、後は時間の問題だな」

　完敗だった。アレクトリアはすべてにおいて、士輝に敵(かな)わなかったことを痛感する。

　いいや、出し抜けるはずもなかったのだ。この「最強の勇者」を――。

（すみません、《五代目》さまっ！）

　逃げて。士輝の下でアレクトリアにできたのは、そう願うことだけだった。

　だから――そのとき、士輝の顔から笑みが消えていたことにも気付けなかった。

「にしても、湘南だと？　まさか……」
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「ここだ。着いたぞ、湘南！」

　アレクトリアとの突然の交信を終えた後、護狼たちは電車に揺られて東京を離れた。

　そして夜の九時頃に、神奈川県の湘南海岸までやってくる。乗り継いで辿(たど)り着(つ)いた「湘南江(え)の島(しま)駅」を出てすぐに、潮の香りと風を感じた。うわ、と護狼は懐(なつ)かしい匂(にお)いにやられそうになる。通りを二人の魔王少女たちと歩けば、夜の海が出迎えてくれた。

「あら。魔界の海と、あまり変わりませんわね？」

『にゃふー。真っ黒なのだ！』

「いやいやいや。昼間は青い空と海とが、どこまでもずっと続いてるんだぞ？」

　昔はそう意識したことはなかったけれど、ルシフェルとアスタロトの感想を訂(てい)正(せい)しながら、護狼はしばし郷(きよう)里(り)の風景に目を奪われる。魔王少女たちの方は、人や建物でごった返していた都内よりは、幾分過ごしやすそうな表情だ。

　時折、道を歩く観光客とすれ違う程度で、海沿いのきれいな街並みを落ち着いて見て回れる。

　季節は連休も終わった五月だ。少し暖かくなったとはいえ、海開きにはまだ遠い。

　海岸沿いにつくられた国道１３４号からの外(がい)灯(とう)の明かりがあるものの、砂浜や海までは届ききらない。確かに魔界と同じく闇が海を包んでいて、潮(しお)騒(さい)だけを湛(たた)えていた。

「三年ぶりかな……や、感(かん)慨(がい)にふけっている場合じゃなくて。ベルゼを捜さなきゃ」

「あ。そうですわ！　でもゴローさま、本当にここに来ていますの？　ベルゼは」

「それは……わかんないけど。ルキフゲスの予言の解釈が頼み、ってだけで」

　さっぱり確信はない。銀(ぎん)髪(ぱつ)の魔王少女にいまさらながら核心を突かれて、道沿いに歩きながらも動揺する。それでも今の護狼たちにできるのは、これくらいなのだ。

「とにかく歩き回ってみよう。昨日の昼にベルゼが東京を出たなら、先に着いてても不思議じゃないし。いや、父さんたちに見つかる前に、俺たちが見つけないと！」

『にゃーむう。でも、どこから見て回るのだーって、アーちゃんが～』

　アスタロトがそう訊いてくる。なにしろ一(いち)概(がい)に湘南といっても砂浜一帯がそうなのだ。

「とりあえず、もし俺がベルゼの立場だったら、少なくとも人目のない方に行くかな？」

　父に追われていることだし。そう考えつつ、土(と)地(ち)勘(かん)を頼りに護狼は歩みを進めた。

　いや――なんだろう。護狼は自然と、水族館などがある海岸の西側を避け、東側へと導かれる。十年前からよく遊んでいた足が、勝手に向いたのだ。

（！　違う。俺は……）

　十年前。今回、よく聞くその言葉が、なぜだか護狼にあるシーンを思い出させるのだ。それは茜(あかね)色(いろ)に染まるまで遊んだ、砂浜の風景だった。

「？　ゴローさま？」

　ずんずん歩く護狼に、ルシフェルが声をかける。だが構わず護狼は、幼い頃の記憶に引かれて先に進んだ。一番古い思い出は、もちろん母が生きていた頃のものだ。

　ここは護狼の母親の、生まれた地でもあるという。それが縁で病弱だった母の静(せい)養(よう)のために、父が居を構えたのだ。もっとも護狼が物心ついたときには、母は家にいるより、海沿いの病院で過ごす方が多かったのだが。

（確か病院の前の浜で、よく友達と遊んだんだっけ。いつでも病室から見えるように）

「鏡(きよう)介(すけ)とかと初めて野球をしたのも、ここでだったかな。誰(だれ)かが声をかけてくれて」

　歩きながら護狼はぽつりと独白する。いや、ここで会ったのは鏡介だけではない。

（――そう、あの娘にも……）

『「彷徨(さまよ)いしとき」には、「過去の繋がり」が、貴公を「未来に導く」』

　いまさらふいにわき上がったのは、ルキフゲスの予言だった。なぜか強烈に胸に焼き付く。

　もしかして、と護狼は勘付いた。なぜなら今、護狼たちは彷徨っているからだ。

　そして、予言の本当の意味を知ることになる。

（俺の過去が……未来に？）

　やがて護狼たちが辿り着いたのは、護狼の思い出の浜だった。湘南海岸でも有名な江ノ島から離れた、白い砂浜が少し狭くなった場所だ。奥側は川の水が流れているせいで、消波ブロックが行き止まりのように積まれていた。

　そのせいで、国道で車を止めるか、道路を挟んで建てられた病院の最上階あたりからしか見下ろせない空間になっている。そこに降りていく階段が一本、一段高くなった道路側から申し訳程度に伸びていた。

　護狼は国道脇から、その階段の下の方をつい覗(のぞ)き込(こ)む。今から十年くらい前に、護狼はここで一人の女の子と出会っていたのだ。

　引き合わせたのは父の士輝だ。「ちょっと相手してやってくれ」と頼まれたものの、背中を丸めて泣いていた女の子は、階段の下から動こうとはしなかった。何度護狼がなだめても、茜色の砂浜で、彼女の涙を止めることはできなくて――。

　だから。

『勇者はね。誰かが泣かない世の中をつくるために、いるの』

　母が死ぬ前に、そう教えてくれた。それを守るために、護狼は勇者を継ぐことを決意したのだ。そのきっかけとなった女の子と出会った、忘れられない思い出の場所だった。

　そして、今――十年の時を越え、護狼は再び人影を見つける。

「！　えっ、あれは……！」

「ゴローさま、どうかしまして？　あ！」

『にゃふ!?　誰かいるのだっ』

　茜色ではない、夜の闇に包まれた、人気のない砂浜へと続く階段。こんな時間にたった一人で誰かが座り込んでいた。急に上から騒がれたからだろうか、びくりと人影は反応する。

　暗くて距離があったため、護狼には相手の顔はわからない。いや、人より遙(はる)かに視力のいいルシフェルやアスタロトさえも見えないようだ。なにしろ慌てて腰を上げた人影は、頭にフードのようなものをすっぽりとかぶっていたから。

　それはまるで十年前の、泣き顔をフードに隠して見せなかった女の子にそっくりだった。

　（……まさかっ!?）

　護狼は考えるより先に、いきなり駆け出す。コンクリ造りの階段を一気に降りた。ルシフェルやアスタロトが驚くものの、人影が逃げ出す前に砂浜へと辿り着く。

　闇に沈んだ重い砂をしっかり踏みしめ、息せき切って、フードの人物の前に立ち――。

「ベルゼ！」

「ゴロー……？　あっ」

　どうして？　自らの黒い鱗(うろこ)を変形させて造り上げたフードの中に、赤毛の少女の顔があった。けれども赤い瞳には、いつもの勝ち気な色はなかった。

　夜空に浮かんだ、少し歪(いびつ)な月から落ちる光が、ベルゼビュートの頰(ほお)を照らす。そこには濡(ぬ)れた跡(あと)がしっかりと残っていて――そう、彼女は一人ここで蹲(うずくま)り、泣いていたのだ。慌てて涙を拭(ぬぐ)っても、もう遅い。護狼はしっかり目撃する。

　さすがにそのことに気付いてか、ベルゼビュートがいっそう泣きそうな顔になった。突然現れた護狼に、やがて嗄(か)れた声で話しかける。

「ど、どうしてこんなところにいるんだ、ゴロー。ここは、人間界で」

「――それはこっちの台詞(せりふ)だろ、ベルゼ！　いったいどうして？」

　逆に、護狼が訊(たず)ねることになる。彼女はぎゅっ、と自分の体を抱きしめた。そうして「別に」とだけ、か細く告げる。

　それは彼女なりの精一杯の強がりなのか。ただし。

「海が……見たかったのだ。きっと」

　ベルゼビュートがそう続ける。それから彼女は真っ黒な海に視線を向けた。

「キサマは知らないだろうが。我は以前、人間界に来たことがある。そのとき……」

「！　海を見たことが、って。もしかして、それで」

　護狼は察する。このとき彼女の語る以上のことが、すでに護狼にはわかっていた。

「だから人間界に逃げて、もう一度ここへ来たのかよ？　十年前と同じ海を探して？」

「？　えっ。どうして、キサマがそれを？」

「やっぱり！　ああ、そうだよ、どうして今まで忘れてたんだ！」

　きょとんとするベルゼビュートの顔を前にして、護狼はついに思い出す。

　まるでフラッシュバックのように、今までおぼろげだった記憶が鮮(せん)明(めい)になった。ベルゼビュートと、かつての女の子の姿が重なる。

「《勇者心得》その１６８、『どんなに奇(き)抜(ばつ)に思えても、受け入れなければならない事実はある』か……いや」

　同じ、だった。女の子が「こっちでは誰も受け入れてくれない」とフードで必死に隠していたその髪と瞳は、茜色に染められた十年前も、きらきらと確かに赤くて――。

「会ってるんだ。俺と、ベルゼは。以前、君がこっちにやって来たときにも！」

　まさか？　指摘された赤毛の少女は、信じられないという顔をした。

　けれどもすぐに息を呑んだ。

「……あのとき、側にいてくれたのが、ゴロー？」
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　ベルゼビュートもようやく、十年前に人間界へ逃げたとき、出会った男の子のことを思い出した。

　いや、彼との記憶があったから、今回もわざわざここまでやってきたのだ。

（――我、は……）

　十年前。ベルゼビュートは魔界にいても、泣いてばかりだった。それは人間の血を引いていたから。おそらく純粋な魔族では持たない、脆(もろ)い心を持っていたから。

　だからベルゼビュートは思い切って、魔族であることを捨てて、人として生きる道を選ぼうとした。そんなとき偶然、人間界への道を繋ぐ特殊な「宝(ほう)具(ぐ)」を見つけたのだ。

　それが実はサタンの仕組んだものだとは、ついこの間まで知ることなく、当時のベルゼビュートは行(こう)使(し)した。おそらく人間界にいるだろう、自分の母に会うために――魔界で感じるどうしようもない孤(こ)独(どく)感(かん)から逃れるために。

　父であるバアル・ゼブブが一度だけ、初めて母と出会った場所を、ぽつりと語ったことがあった。それは「人間の張った結界から、太陽と呼ばれる天の光が昇ってくる方にある、海の側」というものだった。

　そんなあやふやな情報だけを頼りにして、十年前、ベルゼビュートはこの湘南と呼ばれる地にやってきた。

　けれども、孤独感は変わらなかった。毛色の違うベルゼビュートを、たまたま出会った歳の近いどの人間も、受け入れてはくれなかったのだ。

（だから我は、こっちに来てもずっと、泣いたままで）

　それでも、たった一人だけ。泣きじゃくるベルゼビュートの傍(かたわ)らで、どうすることもできないのに、側にいてくれた男の子がいた。名前も知らない彼のことを、ベルゼビュートは忘れたことがない。

　父に必要とされている。そのことが以降、ベルゼビュートの支えとなり、おかげで弱い自分を捨てることができたのだ。

　しかしその父は結局、自分のために《パンデモニウム学園》に来ることはなかった。

（父上は我のことなんて、どうでもよくて……）

　そう思えば思うほど、ベルゼビュートの脳(のう)裏(り)にあの彼のことが、鮮明に浮かんだのだ。

　だから、だろうか。すべてを失ったベルゼビュートはこの地へと、もう一度導かれた。

（母上には会えなかった。流れ着いたここで、見つかるはずもなかったのだ。でも）

　かつて渇(かつ)望(ぼう)した母が、ここにいなくとも――このきれいな海が見える場所は、ベルゼビュートには特別なところになっていた。だから何人かの人間と接触して、どうにか辿り着いたのだ。どのみち他に、あてもなかったから。

　そして今、ベルゼビュートの目の前に、一人の少年が立っていた。

　十年ぶりにこの砂浜で出会った彼は、そういえば確かにどことなく、記憶の中の男の子によく似ている。




「そん、な……。ゴロー、だったのか？」

「俺だって驚いてるよ。ああ、くそ！　どうして今まで気付かなかったんだろ！」

　勇者の少年が十年越しの再開に、歓(かん)喜(き)と戸(と)惑(まど)いを混じらせる。そのことがわかるのは、ベルゼビュート自身も同じ気持ちだからか。互いに言葉を詰まらせてしまう。

　言いたいことはたくさんあった。けれども二人は、既(き)知(ち)の仲だ。十年前の一時とは別に、この二ヶ月間一緒に過ごしてきた、たくさんのことがあった。

　むしろそれが、素直に感情を出すことを妨げる。けれども、きっと時間の問題だ。ベルゼビュートと護狼の溝(みぞ)は、ゆっくりと埋(う)まろうとしていた。

　そのことを誰よりも、ベルゼビュートは感じ取る。魔界より逃げ出してからずっと強(こわ)張(ば)っていた頰が、護狼の前で少しずつやわらかさを取り戻して――しかし。

「え。……ルシフェル、それにアスタロトか!?」

　次の瞬間、ベルゼビュートは息を呑んだ。階段の上から護狼を追ってやってきたのは、見覚えのある魔王少女たちで――。

『にゃふー！　ベルベル、見つけたのだあ～！』

「ベルゼ！　い、いろいろ言いたいことがありますわ！　まだ整理がつきませんけど！」

　護狼のジャージを着たアスタロトが、いつもの四(よ)つん這(ば)いで走れずにたどたどしい足取りでやってくる。数段上の階段でぺたん、と尻(しり)餅(もち)をついた。

　一方、白いフリルをはためかせ、ルシフェルがふわりと空を飛んできた。背中から翼を出して、ベルゼビュートに見せつけるかのように、編んでいた銀髪を振りほどく。

　彼女は砂浜に降り立つと、きっ、と強くベルゼビュートを睨み付けた。

「とにかく、そうですわ！　この際はっきりさせておく必要がありますのっ。いいですこと？　たとえ、あなたが人間の血を半分引いていたとはいえ――」

「！　なっ!?」

　どうしてここに、と思うより先に、ベルゼビュートは衝撃を受ける。

　ばれた？　なぜ？　――ルシフェルが「逃げるなんて許されませんわ！　授業はまだ」と続けた言葉は、もう耳に入らない。かわりに鼓動が早くなった。軋(きし)むように胸が痛む。

　誰がばらしたのか。ベルゼビュートが思い当たるのは一人しかいない。二人の魔王少女たちを引き連れてやってきた、今ここにいる勇者の少年くらいだ。

　それは――絶望、だった。

「約束、した、のに……ゴロー！　信じてた、の、にッ！」

「？　ベルゼ？　いや、俺は」

　護狼が慌てて弁(べん)解(かい)しようとする。が、もう遅い。ベルゼビュートのひび割れた心に、いきなり大きな穴が空いた。――その瞬間。




「ああ……アアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　突然、赤毛の魔王少女が絶叫した。それはとても悲痛な声だ。護狼は聞いているだけで、胸が締め付けられるようだった。「違うんだ」と必死に告げようとする。

「誤解だって、ベルゼ！　俺は別に、ルシフェルたちにばらしたわけじゃあ――え？」

　けれども目の前で起きたのは、あまりにも唐突すぎる「異変」だった。

　ベルゼビュートの肉体が、爆(は)ぜた――。いや、フード付きの衣服を形成していた黒い鱗が、内側から押しやられるように剝がれたのだ。

　ずるり、と這い出してきたのはなんと大(だい)蛇(じや)のごとき触(しよく)手(しゆ)だろうか。違う。無数に根を張り、蠢(うごめ)いた触手のような植物だった。それらはベルゼビュートの肉体からいきなり生えて、上下に手足を伸ばしていく。一瞬で成長し、彼女の体を包み込むようにしたまま、砂浜に重く根を下ろした。

「な、なんだこれ！　ベルゼっ？」

「ちょっと、なんですのー!?」

　護狼が思わず後ずさり、ルシフェルが羽ばたいて下がった。

　あっという間に砂浜にできたのは、太いツタ植物が寄り集まったような大(たい)樹(じゆ)だ。その中に、ぐったりと気絶したベルゼビュートが囚(とら)われていて――。

『アーちゃん、これ知ってるって言ってるのだ！　魔界の植物なのだあ～って！』

　階段の上にいたアスタロトが、二本の尻尾(しつぽ)を逆立てて叫ぶ。

　同時にはっ、とするのは銀髪の魔王少女だ。

「そうですわっ！　わたくし、これを魔界で見た記憶があります！　確かお母さまが育てていた、特殊な『檻(おり)の木(き)』というもので……！」

「？　ルシフェルのお母さんが？　でも、なんでそんなものがいきなり？」

「――そんなの、決まってますわ」

　護狼の疑問にルシフェルが即答する。その青と金の瞳は真っ直ぐに、ベルゼビュートの胸元に向けられていた。そこには何かの輝きがあった。握り拳(こぶし)の中にすっぽりと入るくらいの、黒い光を滲(にじ)ませた「宝石」だ。

「お母さまが渡したという、《転(てん)移(い)》の『宝具』ですわっ。でもそれだけではなくて……種まで仕込んでおいたのですわ！　ベルゼの魔力を吸い込んで、成長するように！」

「な、なんだって!?」

《……そのとおりじゃ。フフ》

　そこに、突然「声」が聞こえた。護狼たちは一(いつ)斉(せい)に、囚われた赤毛の魔王少女に注目する。いや、彼女がしゃべったものではない。魔界の『檻の木』に絡み取られたベルゼビュートの、胸元に輝く黒い宝具の光が、不気味に明(めい)滅(めつ)しながら震えたのだ。

　やがてぐにゃりと光は歪んだ。闇と月光だけが満ちる夜の砂浜で、それは虚(きよ)像(ぞう)をつくりあげる。

　金色の二つの瞳を持つ、あのサタンの顔を――。
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　魔界の、広大な海の上。そこに自前の「空飛ぶ絨(じゆう)毯(たん)」を飛ばし、《パンデモニウム学園》を一人後にしたサタンは、仕込んだ種が芽吹いたのを感じ取る。

　待ちに待った瞬間だった。絨毯の上に置いた玉(ぎよく)座(ざ)に腰掛け、空に輝く三つの月を堪(たん)能(のう)しつつ杯(はい)を手にする。

　このときのために用意させた、魔(ま)獣(じゆう)の頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)でできたものだ。そこにはなみなみと七色に光る酒が満たされていて、サタンは上機嫌で唇を湿らせる。

　眼前には世界を跳び越えて届く、人間界の光景が映し出されていた。

《サタンさん……！》

《お母さまっ？》

　驚いた様子の勇者の少年や、ルシフェルが見えて――フフ、とサタンはいっそう微笑む。もちろんベルゼビュートがどうなっているかは、サタンにはわかっていた。だから。

「しょせん弱き心の持ち主じゃな。心の闇を吸う『檻の木』が、よく育っておるわ」

　サタンは口元に手を当てて、ころころと笑った。




「心の闇を……吸う？」

　サタンから告げられた真実に、護狼は動(どう)揺(よう)を隠せない。呆(ぼう)然(ぜん)と、サタンの顔が浮かび上がった宝石と、それを核(かく)にして育った『檻の木』とを見上げるばかりだ。

　ベルゼビュートを養分に成長したその魔界の木は、高さ五メートルをゆうに超えて、まだ成長を続けている。めきめきとうねるツタが、足元の砂を抉(えぐ)った。

「これが、ベルゼの心を!?　いや、違う！　違うんだ、ベルゼ―――っ！」

　必死に彼女の名を呼んでも、絶望に取り込まれた赤毛の魔王少女には届かない。その闇の深さを思い知るばかりだ。いや、それだけではない。護狼がショックだったのは、ここまでのことをサタンが画策していたということだ。

「どういうことですの、お母さま!!」

　それは娘にも知らされていなかったらしい。銀髪の魔王少女が声を荒らげた。

「『檻の木』だなんて、魔力を吸うだけ吸い尽くす植物ですわ？　こんなことまでして……もし大魔王さまに知られたら、魔界を二分する争いになります!!　いいえ、だからこそわたくしが《パンデモニウム学園》にて、ベルゼに勝つ必要があるのですわ！　そうでしょう？」
















《案ずるでない、ルシフェル。あくまで、わらわがなにかしたわけではないぞ》

　だが、それすらもサタンは織り込み済みだった。

　赤毛の魔王少女の胸元で、虚像となって浮かぶ美女は、金色の瞳を細めるだけだ。

《魔族や魔獣を拘束する『檻の木』の保管には、抑え込むにも強い魔力が必要でな？　魔力を込めた宝具を、その器に使っておいた、というだけじゃ。――勝手に宝具の魔力を使い果たして『種』を芽吹かせたとあれば、わらわのせいになるかのう？》

「それは……！」

　ルシフェルが言葉を失った。護狼も、階段の上に残るアスタロトも同様だ。しかし。

「……。つまりお母さまは、結局、わたくしが勝つと思っていないのですね」

　ルシフェルがそっと呟く。それはとても哀しい響きを含んでいた。護狼は嫌でも気付かされる。赤毛の魔王少女を取り込んだ大樹の前で、ルシフェルが悔しそうな顔をした。

　それは今にも泣き崩れてしまいそうな、そんな脆い表情だ。けれども――護狼は見くびっていた。彼女はあくまで純(じゆん)潔(けつ)の、サタンの血を引く《王(クイーン)》階級(ランク)の魔族なのだ。

「冗談じゃありませんわっ！　いくらお母さまとはいえ、わたくしに対する侮(ぶ)辱(じよく)ですわ！　お母さまから受け継いだこの高貴な身にかけて、こんなもの……たとえ億千のしがらみがあったとしても、わたくしが打ち砕いてみせますわ―――!!」

「はい？　る、ルシフェルっ？」

　いきなり彼女はびしっ、と母の虚像に指さして、反抗を宣言した。護狼やアスタロトは目を丸くするばかりだ。サタンも《なんじゃと？》と、さすがに唖(あ)然(ぜん)としたようだ。

　構わず銀髪の魔王少女は、そびえる大樹の中に向かい、呼びかけた。

「いつまでそうしているつもりですの、ベルゼ？　そんなものですの、あなたの力は！なにが心の闇ですの？　人間の血を引いているから？　この際はっきり言っておきますわっ、そんなの少なくともわたくしには、ちっとも関係ありませんのよ!!」

　ええ、もうっ！　ルシフェルが長い髪を振り乱し、きっぱりと好敵手(ライバル)の少女に告げる。

「そうですわ、わたくしの胸にずっと引っかかっていたのはそのことで――。なにが半魔族ですの？　わたくしは、そんなベルゼに負けていたということですの？　違いますわ！　あなたがどんな魔族よりもすぐれていることは、このわたくしが知っていますの!!　だから、ほら……自力で『檻の木』くらい、破って出てきなさいな！」

　それは彼女がずっと抱え込んでいた、ようやく言葉にすることができた本音か。

「だいたいお母さまの魔法によるものなら、同性なら効果は薄いはずですわっ。『絶対支配』の力が作用するのは異性までですのよ？　その気になればなんとかなりますわ！」

『にゃむう？　でも「檻の木」はそれとは関係ないのだ、ってアーちゃんがー』

「知、り、ま、せ、ん、わ!!　いいから今すぐに、そこから出てきなさい！　まだ決着は付いてませんの！　ベルゼ―――――!!」

　途中で口を挟んだアスタロトの言葉さえ遮(さえぎ)って、問答無用でルシフェルが命じた。

　その強烈な励(はげ)ましが、はたしてベルゼビュートに届いたのか――。ぴくり、と『檻の木』の中で、赤毛の魔王少女が反応を見せる。

　呼びかけに心を揺さぶられ、意識を取り戻したのだ。だが。

　――護狼たちが喜ぶ暇もなかった。

「う、あ……逃げ、ろ……」

「はい？　なんですの、ベルゼ！　誰に向かってそんな口を――きゃああっ!?」

「！　うわあっ、ルシフェル―――っ？」

　いきなり大樹の前にいたルシフェルが吹っ飛んだ。弧(こ)を描いて真っ黒な海に放り投げられた彼女を、護狼は呆然と見送る。銀髪の魔王少女を派手に弾き飛ばしたのは、砂地から突き出た太い触手だ。いや、『檻の木』の根の一部か――。

　ぐにゃり、と今まで固くベルゼビュートを捕らえているだけだったその大樹は、動物のように動いていた。持ち上げた五メートルを超える巨体は、さながら無数の鎌(かま)首(くび)をもたげた怪物だ。

「……ヤマタノオロチ!?」

　思わず護狼はそう呻(うめ)いた。まさにそんな名前がぴったりの、胴体にベルゼビュートを取り込んだ「龍(りゆう)」だった。しかも次に「龍」は、明らかに護狼を狙っている。

「え。うわー!?」

　必死に砂地を転がることで、護狼は「龍」の一撃をどうにかかわした。

　かわりに階段にいたアスタロトが、『にゃはうっ!?』と悲鳴を上げて退(たい)避(ひ)する。地響きを立てて太い触手が、尻尾のように振るわれて、階段のコンクリートすら砕いていた。

「アスタロト？　だ、大丈夫かよ？」

『だ、ダメなのだー！　全身に２８号を纏(まと)ってないと、素早く動けないのだあああ』

　簡易仕様(コンパクトモード)では、どうやら運動能力が落ちるらしい。黒猫の魔王少女は帽子を押さえるだけで、精一杯の様子だった。

　それを虚像越しに捉(とら)え、サタンが《ほう》と愉快そうに目を細めた。

《面白いのう。本来は宿主を喰らい尽くすだけのものじゃが……一度は失った自我を、取り戻しかけたせいかの？　よもやこうして暴走するとはのう～》

「！　そんな――！」

　暴走。まさにその言葉がふさわしい状況だった。ベルゼビュートを取り込んだ「龍」は、特に護狼たちには執(しゆう)着(ちやく)しない。ただ狂ったように、その手足を暴れさせる。砂が抉られ、近くにあった消波ブロックや護岸の土砂が吹っ飛んだ。そこに目的意識はない。

　ただ、護狼はぞっとした。暴れるたびにものすごい音が辺りに響く。それはすぐに、町の人々を呼び寄せてしまうだろう。

「ちょっと待て……こんな！　こんなのって！」

　巻き込んでしまう！　口の中に入った砂を吐き捨てて、護狼は必死に立ち上がる。その手に握りしめたのは、胸から提げていた十字架だった。賢者少女から受け取った唯一の武器だ。ただし使いこなせるかなんて、護狼には自信がない。無我夢中の行(こう)為(い)だった。

　砂浜から階段の伸びる斜面へと移動して、その上にある道路を目指そうとした「龍」の前に回り込む。尻込みしたアスタロトのいる階段を駆け上がり、斜面の途中に躍り出た。そこで十字架を、二つの銃に変えようとして――しかし、「龍」の触手が先に伸びた。邪魔になる護狼をはたき落とそうと、薙(な)ぐように放たれる。

「う、わあああああああああああ―――――――っ!!」

『ゴロちゃん!?』

「げほっ、ご、ゴローさまあ！」

　階段の下の方にいたアスタロトと、ずぶ濡れで海から飛び上がったルシフェルとが、護狼の名を呼ばわった。銃を展開する間もない。もうダメだ！　という叫びだ。

　だが――その瞬間、眩(まばゆ)いまでの輝きが、護狼の手の中にあふれていた。

　へ？　と護狼は己の目を疑う。分離の間に合わなかった十字架を、両手で握りしめたまま固まっていたのだ。

　けれどもその十字架の端から、真っ白な光の刃が生まれていた。それが叩(たた)きつけられようとした「龍」の触手を、あっさりと斬(き)り飛ばす。

「なにこれ？　え、これって前にアリアが使ってた『聖(せい)剣(けん)モード』ってヤツ？　でも」

　賢者少女が形成したのより、遙かに長い刀身だ。護狼は自分でもあっけにとられた。

　神を信じたわけではない。ただひたすら、「なんとかしなきゃ！」と願っただけだ。

「これが……神の力？　いや、勇者の、俺の力ってことなのか？」

　その刃はなんと一メートル以上の長さまで伸び、煌(こう)々(こう)と輝いていた。しかも斬った触手の断面は、腐るように崩れていく。切れ端などは一瞬で消滅した。「龍」がおののいたのだろうか、斜面を上がりかけた位置で止まり、夜空に向かって咆(ほう)吼(こう)する。

　空気が震え、護狼はさすがに足がすくんだ。戦えるのか？　剣を手にして思案する。

（いや、やるしかない！　この剣で彼女を、ベルゼを木の中から引きずり出すんだ！）

「俺がやるんだ。俺しかいないんだから！　って、あ、あれっ？　ちょ、おいー！」

　ところが決意とは裏腹に――構えた十字架の先から、光の刃は失われた。まるで夜の闇に溶けるように消えていく。

　何度か十字架を振っても、二度と刃は生まれない。

「こんなときに！　さ、さっきのはたまたまできたってこと？　いや、ものすごく必死にならないとダメだってのか？　あああ、なんでなんで！」

　焦(あせ)る気持ちが悪いのか、十字架はまったく反応しなくなる。二丁の銃に分離して、「龍」に向かって撃とうとしても無理だった。弾が出ない。どうやらさきほどの力の発(はつ)露(ろ)は、本当にたまたまできただけのようだ。

　――そんな無(ぶ)様(ざま)な護狼を狙い、「龍」が再び進み出す。

　今度はいくつかの触手をまとめて、護狼が逃げられないよう一斉に叩きつけようと、思い切り振りかぶった。

　（潰(つぶ)される!!）

　護狼は死を覚悟した。迫り来る触手はどれも、明らかに避けきれるものではない。

　だが――。




「ハ！　よく持ちこたえたな、護狼っ！」

　突然、聞き覚えのある逞(たくま)しい声がした。そして斜面の上から滑り降りるように参上するのは、迷彩服にベストを合わせた、父の士輝だった。

「え……父さん!?」

　どうしてここに？　危ない！　いろんな思いが護狼の中で交(こう)錯(さく)する。何より「龍」の触手たちが今、眼前に押し迫っていて――。しかし、護狼ははっとした。

　颯(さつ)爽(そう)と現れた父は、にやり、と不敵に笑っていたのだ。そして。

　――ものすごい轟(ごう)音(おん)が、斜面全体を揺るがした。護狼と、その間に飛び込んで来た父とを狙った触手が五本も、まとめて叩きつけられたのだ。ところが。

「げほっ、ごほっ……え、な、なんで？」

　巻き上がる砂(すな)埃(ぼこり)に咳(せ)き込んだものの、護狼は無事だ。いや、その前に立つ士輝も平然と、触手を振り下ろした「龍」を眺(なが)めていた。父や、自分が避けたわけではない。偶然「龍」の攻撃が、幸運にも外れただけだ。驚(きよう)愕(がく)したのは何も護狼だけではなかった。二人の魔王少女たちや、間近で虚像を通して見ていたサタンまでもが絶句する。

《貴様はいったい？　なんじゃ今のは！》

「あんたは――銀色の髪に金の瞳？　もしかしてサタンかい？　こいつは美人だな」

　虚像のサタンに睨まれても、士輝はへらへらと笑っていた。荒ぶる「龍」に向かい、丸腰の片手を上げて挨拶までする。

「オレは村雲士輝。いわゆる《四代目》勇者ってヤツさ。以後、お見知りおきを」

《貴様がバアルを退(しりぞ)けた勇者か！　今のは、どうやってかわしたのじゃ！》

「ん？　別に、避けちゃいないさ。あんたが一番近くで見てただろ」

　サタンの問いに、父は無精髭を弄(いじ)りつつ佇(たたず)んでいた。「龍」がもう一度攻撃しようと、叩きつけた触手を持ち上げた。父の背後で護狼が顔色を失う。

「父さん！　危な……！」

「平気だ。あ、お前にはちゃんと見せてなかったっけな？　勇者の戦い方ってヤツを」

「！　へっ？」

「見逃すなよ？　ハ！」

　無数の触手がまたもや一斉に振り下ろされる。だが、父に言われたとおり、護狼はしっかりと目にした。

　叩きつけられた触手は、斜面のあちこちを砕き、抉る。破壊音が護狼と父とを揺るがした。――けれども、一発も当たらない。どれもが父を狙っていたはずなのに、当たる直前、すべてが不自然に軌(き)道(どう)を変えた。

　いや、それは互いの触手がぶつかり合ったり、または突風か何かが原因で――。

「え、ええええええええええ？」

「そういうことだ。お前も少しは勇者の力を引き出せたようだが……本質は、そんなもんじゃねえっての。そう、当たらねーんだよ、このオレには」

《馬鹿なっ!?　あり得ぬぞ!!》

　護狼と同じく、改めて目撃したサタンが動揺する。

《これがわらわたちの魔法と真逆の、神の力じゃというのか!?》

「魔法が自然現象を自在に操る能力なら――神の力は、そんなものすべてを無視する力なのさ。生き返ったりするのも、その片(へん)鱗(りん)だろ？　世界の法則を簡単に曲げちまう」

　父が勇者の力の本質を語る。そうか、と護狼もようやく理解した。

（生き返ることが、片鱗？　おまけってこと？　じゃあ、それって……！）

「オレたちが代々受け継いでるのは、人間の中で、最も《幸運(ラツキー)》ってヤツなのさ。それも常(じよう)軌(き)を逸したレベルでなッ」

　さて、と今度は父の方から動いた。悠(ゆう)然(ぜん)と歩を進めたのだ。目の前にいる「龍」に向かって――。ただしその直前、背後に向かって何やらジェスチャーを送っていた。それが「サポートしろ」の仕草だと気付いたのは、護狼の手から十字架が奪われたときだ。

「！　あ、アリアっ？　いつの間に！」

「遅れました。説明は後です――Hallelujah(ハレルヤ)！」

　音もなく斜面を上から降りてきて、十字架を手にしたのは、あの賢者少女だった。彼女は一瞬で十字架を二丁の銃字架(クロスガン)に変える。そして間髪いれずに光の弾を発射した。

　もちろん狙うのは、士輝の前に立ちはだかる巨大な「龍」だ。ベルゼビュートを内包した「龍」の触手が千切れ飛んだ。

　虚像と黒く輝く宝具の貼り付く胴体が、さすがによろける。その隙(すき)になんと父は散歩でもするかのように、倒れかけた「龍」の体を踏みしめて、埋もれていた虚像の中に手を突っ込んだ。不気味に輝く宝具を摑んだのだ。

「要は、こいつが原因なんだろ？　なら、取っちまえば終わりだな」

《なんじゃと？　フ、愚(おろ)かじゃな。種はバアルの娘と一体化しておるのじゃ。無理に引き剝がせば、それこそ体を内側から引き裂くぞ？》

　虚像のサタンが驚きながらも、士輝の行為を嘲(あざ)笑(わら)う。

　けれども父は躊(ちゆう)躇(ちよ)しない。「ふうん」と鼻で笑うだけだ。

「まーだわかってないみたいだな。その確率ってのは、どれくらいだ？　サタン」

《？　なに？》

「だから、死ぬ確率だ。一〇〇パーセントか？　ハ！　んなわけねえ。必ず、死なずに無傷で助かる可能性ってヤツは存在する。ゼロじゃねえ！　わかるか？　それこそ、数億分の一でも、数億万分の一であっても――偶然、起きることはある」

　父が無造作に、力を込めて宝具を引き抜く。サタンの虚像が掻き消えた。ぶちぶちと音を立てて、「種」から伸びていた細い触手が千切れる。

　おおおん！　と空気が抜けるような咆吼を上げたのが、「龍」の最(さい)期(ご)となった。

「奇(き)蹟(せき)を起こせるからこそ、勇者なのさ」

　地響きを立てて、「龍」だったモノの巨体が砂浜に沈んだ。同時に太かった触手のどれもが、しおれるように干からびていく。その中から、赤毛の魔王少女の体が露出した。

　砂の上に横たわった彼女は、もちろん「う、あ……？」と反応を見せて――。

















「ベルゼ――――――っ!!」

　枯れた『檻(おり)の木(き)』から、ようやく解放されたベルゼビュート。その彼女に向かって駆け寄ろうと、護(ご)狼(ろう)は転がるように斜面を降りた。

　だが、砂に足を取られてもたついたとき、「あっ？」と周囲の異変に気が付く。

「ゴローさま、囲まれてますわ！　へぷしっ」

　濡(ぬ)れ鼠(ねずみ)のルシフェルが護狼の側(そば)に舞い降りてきて、くしゃみをしながらも指(し)摘(てき)した。『にゃはっ？』とアスタロトも壊れた階段の上で振り仰ぎ、声を上げる。

　護狼たちのいる砂浜をぐるりと取り囲むように、幾(いく)人(にん)もの兵士たちの姿があった。彼らは誰(だれ)もが、闇(やみ)に紛(まぎ)れる黒っぽい装備に身を包み、粛(しゆく)々(しゆく)と行動する。

　斜面の上の国道では、真っ黒に塗られた車が何台も待機していた。それだけではなく、よく見れば真っ黒な海の沖にも、何(なん)艘(そう)かの船まで出ている。

「ど、どういうことだよ？　完全に包囲されてる？」

「……すでにこの一帯は、『組織(チーム)』の手により封(ふう)鎖(さ)中だということです」

　状況を簡潔に告げたのは、二丁の銃を十字架に戻しながらやってきた、賢者のアレクトリアだった。そういえば護狼は彼女がなぜこのタイミングで現れたのか、まだ訊(き)いていないことに思い至る。

「アリア、いったい？　というか……『組織(チーム)』って。父さん？」

「ハ！　お前は『組織(チーム)』を舐(な)めすぎなんだよ、護狼。ヘリで逃げた賢者の嬢(じよう)ちゃんを確保することなんざ、そう難しくはねーっての」

　奪い取った、サタンの虚(きよ)像(ぞう)を失った宝(ほう)具(ぐ)を手に、父の士(し)輝(き)が答えた。

「それに、国道を車がほとんど通らないのをおかしいとは思わなかったか？　走ってたのは全部、うちの車だ。近隣住民の避難もこっそり終わってるぜ」

　すべては事態を収拾するためだ。そして賢者少女まで拿(だ)捕(ほ)し、協力させたというところか。――いや、まだ「組織(チーム)」の作戦は終わっていない。

　くい、と父が顎(あご)先(さき)で指示を出す。すると斜面の上から、数名の兵士が降りてきた。小銃を構えた彼らは護狼の前を素通りして、砂浜に倒れたままのベルゼビュートを取り囲んで――。

「！　ちょっ、なにしてんだよ！」

　それは反射的な行動だった。護狼は兵士たちを掻き分け、慌てて赤毛の魔王少女を抱きかかえる。守るように波打ち際まで引きずった。

　ベルゼビュートは意外なほど、「女の子」の体をしていた。黒い鱗(うろこ)の多くが剝(は)がれ落ちた彼女は、護狼一人で動かせるほどに軽い。

「おい、ベルゼっ。大丈夫か、なあ？」

「ゴ、ロー……」

「ベルゼはこんな状態だぞ？　それを、捕まえるっていうのか？」

　意識がまだ朦(もう)朧(ろう)としているベルゼビュートを抱きしめて、護狼は兵士たちに問いかける。兵士たちは困惑した様子だ。《五代目》勇者の護狼に銃口を向けるのは、さすがにはばかられるのだろう。誰もが背後にいた、《四代目》の士輝を見やって――。

「護狼。お前な、自分のやってることわかってんのか？」

　父が呆(あき)れたように言った。それはいつぞや、白い世界でやり合ったことの再現か。

　それでも護狼は絶対に退(ひ)かない。勇者として、もちろん今回の事態がどれだけ深刻なのかはわかっていた。けれども。

「……彼女が悪いんじゃない！　実際、なにもしてないじゃないか！　だいたい父さんだって見ただろ？　ベルゼは、他の魔族に仕組まれただけでっ」

「だから？　だが、ケジメはつけなきゃならねーだろうが」

　それはベルゼビュートに向けてのものだけではないらしい。父はちらり、とルシフェルやアスタロトにも目を向けた。

　それだけでよく訓練された兵士たちが、どこからともなくわらわらと数を増やす。父は当然のこととして、「組織(チーム)」としての対処をするつもりなのだ。最後に、護狼に向けてひどく冷たく言い放つ。

「それとも、オレにかなうと思ってんのか？　護狼ッ」




　――ゆっくりと、力が戻りつつあった。同時にベルゼビュートは、鱗を失った半裸の肌に直接触れる、手のぬくもりを感じ取る。もちろん勇者の少年のものだ。

　だが同時に、彼が震えているのにも気付く。

（……ゴロー……？）

　それは怒りか、恐怖からか。取り囲む兵士たちの輪の中に、ベルゼビュートも見覚えのある男性がいた。かつて自分と幼い護狼とを引き合わせた、勇者の男だ。

　それが護狼の父であることは、ベルゼビュートでも理解できた。その父親が、息子の護狼を本気で睨(にら)み付けているのだ。もしも、自分が父である大魔王に同じことをされたら？　逆らうなんて考えられない。しかし。

「ベルゼは、悪くないんだっ」

　護狼が自分を決して放さず、主張した。どきん、とベルゼビュートの心(しん)臓(ぞう)が跳ねる。

「そうさ。だから俺は譲(ゆず)れない！　ベルゼは――そこにいるルシフェルやアスタロトも、俺の生徒だ！　責任は俺にあるよ。特にベルゼは、俺がわかってやれなかったから！　ううん、昔会っていたことを俺が忘れてなかったら！　彼女はきっと独りだって思ったから。魔界で、みんなに拒絶されると思ったから逃げてきただけなんだよ。でも、違うんだっ」

　なあ？　と護狼が、他の二人の魔王少女に目を向けた。

　ベルゼビュートも瞳だけを動かして、ルシフェルとアスタロトを見る。『にゃはー！』とアスタロトが手を振った。ルシフェルはつん、とそっぽを向いていたけれど。

「人間の血を引いているから？　この際はっきり言っておきますわっ、そんなの少なくともわたくしには、ちっとも関係ありませんのよ!!」

　そう告げた銀(ぎん)髪(ぱつ)の魔王少女の言葉は、ちゃんと胸に届いていた。――そして。

「父さん。俺は勇者を継ぐことを選んだよ。でもそれは十年前に彼女が泣いていて、もう誰も泣かせたくないって思ったから、なんだ。それで俺は魔界で教師をやることも決めたんだよ！」

　護狼が自身の原点を語る。故(ゆえ)に、彼はベルゼビュートを引き渡そうとはしなかった。

「それが俺の選んだ道だよっ。……俺なりの、勇者なんだ！　そこは絶対譲れない！」

「護狼、お前……」

　少年の父がいっそう、眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せた。しかし護狼がしっかりと睨み返す。

「それに魔族だから、人間だからとか関係ないよ！　そりゃ人間とは常識が違ってて、苦労させられることもあるけど、それでも――大切な、かけがえのない生徒なんだ！」

　はあっ、はあっ、と少年の息が切れる。全力の啖(たん)呵(か)だった。

　すべては、ベルゼビュートのためであって――。

「……ハ！」

　やがて破(は)顔(がん)したのは、なんと少年の父親の方だった。彼はいきなり背を向ける。

「やーめた！　面倒くせえや」

　へ？　とびっくりしたのは少年ばかりではない。取り囲んでいた、いかめしい武器を手にした兵士たちも同様だ。しかし護狼の父親は、「撤収すっぞ」と周りに命じる。

「なんたって……勇者どうしがやりあっても、決着が付かないからなー。《幸運(ラツキー)》と《幸(ラツ)運(キー)》がぶつかっても、不毛なだけさ。なあ？」

　最後は手近な兵士の一人に絡(から)んで、無理矢理「は、はあ」と頷(うなず)かせたりもする。そんな彼の命令は絶対のようで、噓(うそ)のように砂浜に集まっていた兵士たちが、きびきびとした動きで撤収を開始した。

　もちろん完全に引き下がったわけではなく、何人かは離れたままで警戒は続けていたけれど。――それでもベルゼビュートにだってわかることだ。本気でやり合えば、少年が叩(たた)きのめされるのは明白だった。護狼は勇者の力を、まだきちんと引き出せていないのだから。

　けれどもあえて見逃したのはきっと、親としての思いだろうか。

　護狼もそのことを感じ取ってか、ほう、と安(あん)堵(ど)の吐(と)息(いき)を漏らした。

「わかってるよ、父さん。……『勇者として死にな』とか、『必要なことは言ってある』とか。ほんとは『組織(チーム)』の立場より、俺のことちゃんと考えてくれていたんだよね……」

　ただし、ちょっと気がゆるみすぎたかもしれない。

「あっ、しまっ!?」

「へぶっ！　ぺっ、ぺっ……な、なにをするか、キサマ―――！」

　抱きかかえていた護狼の腕が、ついゆるんでベルゼビュートの体を落とした。そのまま白い砂の上に、ベルゼビュートは顔面から突っ込む。もちろん思い切り彼を非難した。

　だが、いつものように反射的に殴ろうとした手は止まる。なぜか護狼を前にして、体全体が火(ほ)照(て)ってしまった。この勇者の少年ときたら、振り上げた腕に怯(おび)えることなく、復活したこちらをまじまじと見てきたからだ。

「よかった、ベルゼ！　もう動けるのかよ、ははっ」

　彼はとても無(む)邪(じや)気(き)な笑顔を見せた。その様子にベルゼビュートは、いっそう赤くなるしかない。辺りが夜の闇に包まれていたのは幸いだった。

　しかし人間にはわからなくとも、夜目の利(き)く魔族は別だ。

『にゃむー？　ベルベル、赤くなってるのだあ～？』

「ちょっと、なんですのベルゼ！　あなた、人間の血が流れているからってだけで、わたくしのゴローさまと有利にことを進められると思ったら大違いですわよ!?」

　アスタロトとルシフェルがそう言いながらやってくる。さらに、賢者の少女まで加わった。当然十字架を手にして、だ。

「ご心配なく。人間でしたらワタシがおりますのでっ」

　いつものやり取りが始まる。あまりにいつもどおりすぎて、ベルゼビュートは砂の上にぺたんとお尻(しり)をつけたまま、しばし呆れ返るくらいだ。

　けれども、やがて――小さいけれど。ベルゼビュートは確かに、くすりと微笑(ほほえ)んだ。
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「まーったく、やれやれだぜ」

　さっきまでの深(しん)刻(こく)な空気もどこへやら。『にゃふ？　ベルベル、なんで笑ってるのだ？』「ちょっとベルゼ、わたくしが邪魔されてるのが楽しいですのー!?」といったわいわいとしたやり取りに、兵士たちに待機指示を出していた士輝もさすがに苦笑いする。

「こっちはわざわざ気を遣って時間がかかるように、賢者の嬢ちゃんから捕まえにいったってのに。まあいーや、どうにか丸く収まりそうだし。ややこしい書類の処理とかは八(や)坂(さか)に押しつければいいし、残ってんのは……ああ、あんたがまだいたか？」

《くだらぬ！　なんじゃ、これは？　よもや、わらわの策が失敗じゃと？》

　士輝がちらりと目を向けた、自分の手の中。そこにはさきほどベルゼビュートから引き抜いた、煌(きら)めく黒い宝石が一つ握られていた。

　その表面から、銀髪の美女の虚像は消えていたが――いまだに魔界と繋(つな)がっているらしい。そしてこちらの様子も見えているのか、舌打ちまで聞こえてきた。

《人間ごときに！　しかも、ルシフェルまでもがこのわらわに反抗するとは――》

「いつまでもガキ扱いするなよ。子供ってのはな、いつかは親を越えてくもんだぜ？」

《……わらわを越える？　そんなこと、億万の年月が過ぎ去ろうともあるはずが》

「ところでよ。大人ってのは、ガキと違って自分のやったことのツケは払うもんだ」

　黒い宝石を弄(もてあそ)びながら、士輝は話を切り替えた。《は？》と訝(いぶか)しむ声が届く。

《わらわを、なに？　フフ、これは愉快なことを言うものじゃな、勇者というものも》

「そうかい？」

《やれるものならやってみるがよい。じゃが、わらわは魔界におるのじゃぞ？　いったいどんな手を使うつもりじゃろうの？》

「さあ、そいつはオレにもわかんねーけどよ」

　士輝は顎に生えた無(ぶ)精(しよう)髭(ひげ)を撫(な)でつつ、にやりと笑った。

「少なくともオレは、願ったぜ。勇者の――あり得ないくらい運のいいオレが、な？」




「なんじゃと？　貴様……」

　その言いように、浮(ふ)遊(ゆう)する魔法の絨(じゆう)毯(たん)で、魔界の海の上にいたサタンは少し動揺する。

　――漆(しつ)黒(こく)の空が突如、白く染まったのはその直後だ。いきなり何の前触れもなく、魔界の空に輝く三つの月たちが重なっていた。

　そして腰掛けた玉(ぎよく)座(ざ)の背後に、とてつもなく巨大な魔力の塊(かたまり)が現れる――。

　はっと振り返ったそこに、二本の黒い角を持つ少年魔族が浮かんでいた。赤毛に赤い瞳をした、全身に漆黒の鱗を纏(まと)う子供だ。しかし大人の色香を持つサタンに匹(ひつ)敵(てき)するほどの気品が、着こなした豪華なマントなどからも、自然と醸(かも)し出(だ)されている。

　いや、何よりあふれ出る魔力はすさまじく、サタンすら圧倒するほどのものだ。

「バアル!?」

　サタンは少年の体を持つ、大魔王の名を呼んだ。瞬間、バアル・ゼブブの短い腕がすっ、と伸びた。無造作に摑(つか)んだのは、いつもきれいにくしけずっているサタン自(じ)慢(まん)の髪の毛だった。いや、頭を丸ごと鷲(わし)摑(づか)みにする。

「ああ……あああああああああああああ!!」

　それだけで、もう振りほどくことなどできはしない。その細腕からは想像もできないほどの握(あく)力(りよく)で、サタンは玉座から引きずり下ろされた。そのまま絨毯の正面に映していた人間界の光景に、バアル・ゼブブが軽々とサタンの体を押し込んだ。

　するとそこに生まれたのは、無理矢理にこじ開けられた、人間界へと繋がる亀(き)裂(れつ)だった。




　なに？　突然砂浜に、空間の裂け目が発生する。

「これ、まさかっ。魔界との!?」

　何度か目撃したせいで、護狼は直感的に理解した。

　だが、おかしい。魔界から繋がる「穴」は、人間界では富(ふ)士(じ)樹(じゆ)海(かい)に張られた特殊な結界によって、その内部に押しとどめられるはずなのだ。けれどもそんなことなどお構いなしに、父の持つ黒い宝具のすぐ側で、ぱくりと「穴」が開ききる。

　とたんにあふれ出すのは、人間の護狼でも感じ取ることのできる、ぞっとするような力の気配だ。もちろん側に集まっていた魔王少女たちも、一(いつ)斉(せい)にびくり、と反応した。

「この魔力は、お母さまっ？」

　そしてルシフェルが思わず叫んだ。――彼女の言うとおり、「穴」から後ずさるようにして出て来たのは、銀髪の美女魔族だった。ただし、異様な登場の仕方だ。

　現れたサタンは何と、頭を誰かに摑まれて、無理矢理押し出されていたのだ。

　そうして一緒に、サタンを軽々と片手で持ち上げていた相手も「穴」から出てくる。

　瞬間、さらにびりびりと肌に感じる圧力が増大した。

「な、なに、これっ？」

　護狼はうわずった声を上げてしまう。いいや、護狼だけではない。隣(となり)ではアレクトリアが、「くっ！」と顔を歪(ゆが)めた。すぐ側にいて平気そうなのは、父の士輝くらいだ。けれども周りにいた兵士たちの何人かは、目眩(めまい)を覚えたように次々と、砂地の上で膝(ひざ)を折った。あたふたと這(は)うようにして、できるだけ遠くへ逃げる。

　それほどまでの力を伴(ともな)い、やってきたのは――赤毛の少年魔族だった。

「父、上……？」

　まだ砂の上にへたり込んだままのベルゼビュートが、そう呟(つぶや)くまでもない。この場にいた誰もが直感的に理解する。

　背後の「穴」を一(いち)瞥(べつ)しただけで閉じたのは、サタンさえも凌(りよう)駕(が)する存在――。
















「よう、バアル。なーるほど、オレの運はこうきたか」

　最強の大魔王バアル・ゼブブに向かい、宿(しゆく)敵(てき)である《四代目》勇者の父が話しかけた。

「……。ああ」

　大魔王が口を開いた。見た目も声の質感も少年のそれである。しかしたった一言発するだけで、周囲の空気が引き締まり、黒い海すら潮(しお)騒(さい)の音を鎮めた。

　気が付けばベルゼビュートやルシフェル、アスタロトの三人が、砂浜で跪(ひざまず)いていた。

　それに値するだけの魔族が今、ここにいるのだ。

　そしてバアルに頭を摑まれたサタンが、完全に狼狽(うろた)えていた。

「な、なんじゃ？　バアル、わらわに対してこの仕打ちは無礼であろう！　貴様は……」

「――サタン。なぜ、余の娘を狙(ねら)った？」

　それでも精一杯の虚(きよ)勢(せい)を張ろうとするサタンに、バアル・ゼブブが睨みをきかせる。「ひっ！」とサタンが反射的に、その金色の二つの瞳を煌めかせた。異性を惑(まど)わす《魅(み)了(りよう)》の輝きを浴(あ)びせかける。

　だが、バアル・ゼブブの眼前に収束した黒い「絶対支配」の光は、赤い瞳の前に掻き消えた。サタンの力はまったく効き目がない相手なのだ。

　だからいっそう不機嫌に、バアル・ゼブブがその腕に力を込める。

「!?　い、痛い、痛ーい！　ば、バアル、やめるのじゃ！　やめっ……ああああ！」

「答えよサタン。余は訊いておるのだ。ベルゼにここまで執(しゆう)着(ちやく)した理由をな」

　大魔王は何もかもお見通しのようだった。本気で頭を砕(くだ)こうとする。じたばたするサタンだが、どうあがいても抜け出せない。さすがにもう誤(ご)魔(ま)化(か)すこともできなくて――。

「うっ、うわああああ―――――ん！」

　いきなり彼女は号泣した。娘のルシフェルが、ぎょっとするくらいの泣きっぷりだ。

「だ、だって、だって～～～！　みんなバアルが悪いのじゃ！」

「なに？　余がどうかしたか？」

「！　こ、これじゃ！　すっかり忘れておるじゃろう！　わらわがベルゼビュートを狙ったのは――そなたが、人間なんかと子供をつくったからじゃあ！」

　今度は逆に、サタンが怒る番だった。きょとんとした大魔王の手をようやく振りほどき、乱れた髪もそのままに、サタンはついに真(しん)相(そう)を暴(ばく)露(ろ)した。

「妻はわらわのはずなのに！　大魔王の座をそなたに譲る条件で、夫になったのを忘れたのか!?　バアル！」

　――はい？　その場にいた護狼が、ベルゼビュートが、ルシフェルやアスタロトやアレクトリアまでもが時を忘れた。

「妻と……夫お？　えっ」

　護狼がどうにか声を絞り出す。つい、傍(かたわ)らの銀髪の魔王少女を見やった。

　ところがなんと彼女どころか、その横にいるベルゼビュートでさえ唖(あ)然(ぜん)としている。

「おい、さすがにちょっと待て。確認させてくれよ？」

　ようやく口を挟んだのは、サタンとバアル・ゼブブの脇(わき)にいた、父の士輝だ。

「もしかして、バアルとサタンって……け、結婚してたのかよ？」

「そうじゃッ！」

「……そんなこともあった、と思う」

　きっぱりと答えたサタンと違い、大魔王バアル・ゼブブの反応は曖(あい)昧(まい)だ。

　だから、サタンがブチ切れた。「はああ？」と背の低いバアルに今度は詰め寄る。

「これだから！　そなたはいつもそうじゃ――！　わらわのことなんかどうでもよくって、いつも別荘の浮遊城にこもって会いにもこんし！」

「うん？　大魔王になってから、三回くらいは会いに行ったはずだが」

「二回しか会っておらぬわ！　しかもうち一回は、新婚初夜で……わらわがどんなに寂しい日々を過ごしていたか、そなたにわかるか？」

「いや、言われなかったし……」

「魔王のわらわがそんなの言えるわけないじゃろうッ！　そしたら勝手に人間界まで出向いて、子供を連れて帰ってくるし！　その報告で来たのが二回目じゃ！　ええい！」

「ああ、そういえば前も、そんなこと言われた記憶があるな。今思い出したが」

「忘れておったのか？　なんでわらわは、こんな男に惚(ほ)れてしもうたのじゃ！　ううっ」

「《魅了》の効かない唯一の異性だったから、だろう？　それくらいは覚えているぞ」

「そうじゃ！　わらわの相手にふさわしいのは、魔界中捜してもそなたくらいで――って、それは覚えておるのか？　だったら顔くらい見せにくるのじゃ！」

「いや。だって、面倒だし」

「はああああ？　こやつ―――――!!」

「別に余やベルゼがいなくとも、退屈はしなかっただろう？　そのために二回目に会ったときには、お主と子もつくったし」

　ぎゃーぎゃー騒ぐサタンに、バアル・ゼブブがちらりと目を脇に向けてそう言った。

　彼の視線の先にいたのはもちろん、サタンと同じ銀色の髪を受け継いだルシフェルだ。

　え？　と護狼たちは、いろいろなことをまとめて把(は)握(あく)する。

「つまり……これってベルゼとルシフェルが、母親違いの姉(し)妹(まい)ってこと!?」

「我とルシフェルとが、だとッ？　まさか！」

「そんなことってありますのー!?　いえ、でもまあ……ディアボロス家はそうですし」

『にゃっふー！　アーちゃんちは、お母ちゃんいーっぱいいるのだあ～！　ベルベルとルシフェルんとこと、同じだったのだ！』

　異(い)母(ぼ)姉妹、という関係性は魔界ではそう特異ではないのか。ルシフェルとベルゼビュートは互いに見つめ合うものの、やがて――ふん！　と同時にそっぽを向いた。

「だからなんだ？　父上の話っぷりを聞く限り、我の方が先に生まれたようだがな！」

　ベルゼビュートが口火を切ると、「あ、あーら」とルシフェルが反論する。

「魔族と人では生まれ方が違いますわ。同じような見方は浅はかですわよ、ベルゼ」

「というか、なんだ？　結局は父上に対する、嫉(しつ)妬(と)心(しん)からしたことか？　くだらんッ」

「わ、わたくしのお母さまを侮(ぶ)辱(じよく)すると許しませんわよ！　お母さまの気持ちは、どこのどなたとは違って、わたくしなら察しがつきますわ。そう！　大魔王さまとサタンの血を引く、完(かん)璧(ぺき)で美しくも気高いわたくしにこそ、次の大魔王がふさわしいと考えて」

「おいルシフェル、今、我の父上を悪く言ったか？　どこの誰だとッ？」

「うふふ、耳が悪いのかしら？　それとも頭？　わたくし、どこのどなたとは言ってませんわ。だってわたくしのお父さまでもありますのよ？」

「うぐっ！　そ、それは……！」

「ああ～、でもわたくしがまさか、こんなすばらしい血(けつ)統(とう)の持ち主だったなんて！　魔界一の美(び)貌(ぼう)と気品を生まれながらにして備えるのも、納得ですわっ。……ベルゼと姉妹というのは気に入りませんけどね！」

「フン！　そんなものは、我も同じだッ！」

　結局、やっぱり、つんとそっぽを向き合う二人だった。――そんな魔王少女たちや、サタンと大魔王の様子を見て、あからさまにうんざりするのは父の士輝だ。

「要するにあれか？　これって……ただの痴(ち)話(わ)喧(げん)嘩(か)じゃねーか？　つーか、バアル！」

「うん？　なんだ、シキ」

「とどのつまり、お前が全部悪いんじゃねーかよ！　こら！」

　ぽこんっ。サタンに詰め寄られて動けないバアル・ゼブブを後ろから、父が無造作にはたいた。あの大魔王を、である――。いかな少年の姿をしている魔族とはいえ、正面にいたサタンでさえ、あまりのことに言葉を失う。見ていた護狼たちどころか、遠巻きに囲む「組織(チーム)」の兵士たちでさえ、さすがにざわついた。しかし。

「ああ、びびらなくていいっての。オレとバアルはいつもこんな感じだからよ。ハ！」

　周囲のどん引きぶりに気付いて、父が笑う。

　ついでに大魔王のやわらかそうなほっぺたを、ぐにぐにとつまんで弄んだ。

「……。シキ、痛ひ」

「いいじゃねえか、オレとお前の仲だろ？　ま、お前らと同じってことだな、護狼」

　バアル・ゼブブの頰(ほお)から手を離し、急に父が真顔になった。

「え。父さん？」

「とにかくこれで終了だな。この場はな。だが護狼、後始末は意外とやっかいだぞ？」

　つい、と顎で父が指し示したのは、この場にいる三人の魔王少女たちだった。

　その意味を護狼はすぐに理解する。それはつまり、これからのことについて、だ。

（父さんが言うように、今回の騒ぎはとりあえず終わったけど。でも）

　人と魔族の問題は片付いていない。改めて見回せば、「組織(チーム)」の兵士たちが相変わらず、慎(しん)重(ちよう)に取り囲んでこちらを見ていた。彼らは、護狼や士輝とは違い、何の力もない人間だ。そしてこの世界では、そんな人々が大半なわけで――。

　だからこそ――人は、自分たちより強者である、魔族を恐れる。拒絶しようとする。

　この構図は、そう簡単には変わらない。けれども。

「いや、悩むまでもないよ。そうだろ、父さん？　だって《勇者心(こころ)得(え)》その４９９にも、こうあるもの。『勇者は自分で決めたことは、自分できっちりやり遂げろ』ってね」

「ハ！　そいつは、オレの最後に決めた心得だな？」

　父が笑った。そう、そして５００から始まった、護狼の心得に繋がる言葉でもある。

　だから、護狼は振り返り、三人のうちの一人を見据えた。ルシフェルとアスタロトと違い、自分の意志で逃げてきた、ベルゼビュートを。

「帰ろう」

　護狼は赤毛の魔王少女を誘った。十年前のあの日、あのとき。茜(あかね)色(いろ)の空の下で、彼女に差し出すことができなかった手を、今になってやり直す。

　ベルゼビュートの赤い瞳に、わずかだが戸(と)惑(まど)いが浮かんだ。

　けれども彼女は泣いていない。その涙はとうの昔に消えていた。

「……わ、わかった。ゴロー」

　少しはにかみながらも彼女はしっかりと答えて、護狼の手をそっと握った。




††




　かくして、護狼や魔王少女たち、それに大魔王とサタンたちは「組織(チーム)」の本部へ向かうべく、輸送ヘリにて収(しゆう)監(かん)される。しばらくは富士樹海につくられた地下施設内で過ごし、二日後に迫った満月の夜には、魔界へ強(きよう)制(せい)送(そう)還(かん)ということになった。

　ベルゼビュートや護狼たちには、「お咎(とが)めなし」の沙(さ)汰(た)が下る。もちろん「組織(チーム)」トップの父の士輝が、勝手に決めたことだ。

「わ、私の立場というものも考えたまえ！」

　そう副(ふく)総(そう)監(かん)の八坂が文句を言ったものの、あっさりと封(ふう)殺(さつ)される。

　だが、もちろんかわりに固く約束させられたのは――魔王少女たちはもとより、大魔王バアル・ゼブブやサタンが一切暴れないというものだった。

　すなわち残りの二日間、人間界にやってきた魔族たちは、おとなしく地下施設の隔(かく)離(り)区(く)画(かく)で過ごすはめになる。

　それに付き合うのは、もちろん教師として魔界に戻ることを決めた護狼だ。

「って。くそ、勝手なこと書きやがって、鏡(きよう)介(すけ)はっ」

　――しかしその夜、護狼は携帯電話を片手に、そんな悪(あく)態(たい)を吐(つ)くことになる。

【やっと見つけた女の子なんだろ？　だったら、いいからアタックしろい！】

　一応、問題が解決したことだけメールで、友人の鏡介に送ったのだ。ところが返ってきたのは、そんな勘(かん)違(ちが)い返信だった。ぼかして書いたせいもあるだろうが、護狼は変にどぎまぎする。暑苦しさを感じて、自然とあてがわれた部屋から外に出た。

　そこは隔離区画だが、いつかの狭いお座(ざ)敷(しき)ではない。吹き抜けのホールで三階層が繋がった、父の個室ほどではないが、ホテル並みの空間だった。

　そのホールの端に、無料の自動販売機コーナーがある。そこへジュースでも飲もうと向かったとき。

（？　うわ、ベルゼっ？）

　ホールを囲むように張り出した、回廊の手すり。その二階のコーナー部分で腰掛ける、部屋着のパジャマを着たベルゼビュートの姿があった。メールのこともあり、護狼はなぜか隠れてしまう。いや、一瞬見た彼女の顔が、どこか物(もの)憂(う)げだったからだ。

「ベルゼ」

　だがそのとき、上からベルゼビュートを呼ぶ声が聞こえた。

　はっと護狼が見上げた、ホールから見える三階部分。その廊下の手すりからマントをなびかせ、赤毛の魔王少女のもとへと飛び降りてきた魔族がいた。

　ベルゼビュートの父親なのに彼女より幼く見える、大魔王バアル・ゼブブだ。

「あ。父上……どうかなさったのですか？」

「いや、サタンが暑苦しいからな。逃げてきた」

　大魔王が簡潔に答えた。しかし、以降沈(ちん)黙(もく)が生まれる。

　バアル・ゼブブは寡(か)黙(もく)な魔族のようだった。娘と一緒にいるというのに、自分からはしゃべろうとしない。ベルゼビュートも日頃会わない父とは、何を話したらいいかわからないようだった。

　なにしてるんだ？　と護狼はさすがにじれて、咄(とつ)嗟(さ)に隠れた階段の陰から、慎重に覗き見る。せっかくの二人きりの時間なのに、腰を下ろしたベルゼビュートに、バアル・ゼブブは背を向ける形になっていたのだ。

　――しかし、大魔王はそこから動こうとしなかった。「お前はどうした？」とも訊かない。それでベルゼビュートには十分だったのだろう。彼女はそっと手を伸ばし、父親のマントの端を握りしめた。それだけの時間がしばし、ゆるりと過ぎ去る。

「……いつかと、同じだ」

　やがて、ぽつりとベルゼビュートが呟く。その声はどこか弾(はず)んだ音色をしていた。

「十年前に、魔界へ連れ帰ってくれたときと。父上」

「そうか」

　バアル・ゼブブが短く返す。うん、と赤毛の魔王少女が頷いた。そして、笑う。

「こんなに小さな父上の背中なのに……あのときは、大きく見えて。ううん、今でも」

「そうか」

　やはり大魔王は素っ気なく返答した。けれども、そこに一つ付け加える。

「ベルゼ。余が素っ気ないと思うか？」

「？　えっ」

「言っておくが、これは余の生まれ持った性(しよう)分(ぶん)だ。気にするな」

　バアル・ゼブブが振り返らずに、娘に告げた。いまさらだが、大切なことを。

　そして彼はなぜだか、ふいに視線を動かす。その目にばっちり見つかってしまうのは、ホールに隠れた護狼だった。いや、大魔王が見ていたのは護狼ではなく――。

「お主もだ、ルシフェル。余の態度は誰であっても変わらない。覚えておくがいい」

「へ？　なに、俺じゃなくて？　って……あ、あー！」

「!!　き、気付いてましたのっ？　さすがは大魔王さまっ！」

　振り返って護狼がつい声を上げてしまう。そこに、いつの間に近づいたのか――大きめのＴシャツ一枚という恰(かつ)好(こう)の、銀髪の魔王少女が貼(は)り付(つ)いていたのだ。護狼の後ろで階段脇に身を隠し、どうやらベルゼビュートと大魔王とを見ていたらしい。

　遅れて見られていたのに気付き、赤毛の魔王少女が「き、キサマら！」と憤(ふん)慨(がい)する。

「我と父上の語らいの時間を、盗み聞きするとは！　恥を知れッ！」

「あの！　俺はただ、今回のことでやっぱり、ベルゼが落ち込んでるかなーって……いや、もうその勢いがあれば大丈夫だよね？　はは、は」

「ふーん。あなただけのお父さまじゃありませんわ！」

　言い訳をする護狼とは違い、ルシフェルは階段の陰から出て胸を張る。

　Ｔシャツの下でぶるん、と震えたふくらみが、いつも以上に堂々としていた。

「お父さま、ご心配なく！　完璧な血筋のわたくしに、心遣いなど不要ですわっ。まあ、どこかの半魔さんには、甘やかしがいるかもしれませんけれど。ふふふ」

「――それは我のことを言っているのか？　キサマ、だいたい人間の血のことは言うなッ！　その我にあっさり叩きつぶされて、恥を掻くのはそっちだぞ！」

　さっきまでのしんみりとした態度はどこへやら。赤毛の魔王少女はひょい、と身軽に二階から飛び降りてくる。護狼をちょうど挟む形で、ルシフェルと対(たい)峙(じ)した。

「お、おい？　ちょっと待ってよ、ベルゼ、ルシフェル？」

「ああら、心配しなくても魔界に戻ったら口が裂けても言いませんわっ！　ベルゼは繊(せん)細(さい)で、臆(おく)病(びよう)ですものね？　ですから今のうちに、思いっきり言わせてもらいますわ！」

「なんだと？　……ああ、甘えたいのはキサマの方だな？　こそこそ隠れていたのが証拠だッ。そうだな、父上との思い出がある我が、羨(うらや)ましかったのだろう？　ははーん」

「な、なんですって！　今のはぐさっときましたわ、ぐさっと！」

「クク、図星だったからだな！　だいたいキサマときたら――」

「あの……やめようぜ。だいたい、姉妹どうしでいがみ合うなって」

　つい護狼はそう仲(ちゆう)裁(さい)した。しかし、それはこの二人には禁句でしかなくて――。

「なっ、だ、誰が誰と姉妹だ！　ゴロー！」

「やめてください、魔界でも絶対に言ってはいけませんわ！　そんな最低最悪のこと!!」

　ごきゃんっ！　護狼はこともあろうに、同時に二人から張り倒された。ルシフェルの突き飛ばしとベルゼビュートの拳(こぶし)とが、見事に護狼の体を吹っ飛ばす。

　骨の砕ける音を聞きながら、護狼は派手にホールに舞った。




（って、おいー！　な、なんで俺が殴り殺されるんだよ!?）

　白い世界に飛ばされて、護狼は嘆(なげ)く。もちろん付き合わされるのは、父の士輝の魂(たましい)だ。

『な、なにやってんだ、お前？』

　護狼の側に現れた光の塊が、いきなりのことに呆(ぼう)然(ぜん)としていた。

『また殺されたのかよ。あー、運で避けられないとは、やっぱりまだまだだな護狼』

（父さん。俺に《幸運(ラツキー)》の引き出し方、教えてよ？　もう死にたくない！）

『ん？　って言われてもなー。けっこう適当だぜ、勇者の力って』

　懇(こん)願(がん)した護狼だったが、やはり父はあんまりアテにならない。

『まあ慣れだな、慣れ。ほら、《勇者心得》その２９８にもあるだろ？　「そのうちなんとかなるだろう」ってな。ハ！』

（俺はっ、今すぐなんとかしたいんだよ～～～！）

　白い精神世界の中で、護狼は心の底から叫んだ。
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「まったく護狼のヤツときたら……」

　士輝は、一瞬の意識の途絶から覚(かく)醒(せい)する。

　そこはさきほどまでと同じ、「組織(チーム)」本部施設の自分の部屋だ。窓がないかわりに埋め込んだ巨大な水(すい)槽(そう)から、部屋を染めるブルーの明かりが放たれている。

　そんな光を浴びながら、今夜も士輝は遅くまで眠れそうにない。デスクの前に貼り付いたまま、ノートパソコンで延々事務作業を続けていた。こんなときのためにいる八坂にほとんど押しつけたものの、それでも《四代目》自らがやらなければいけないことも多いのだ。

　だがそこに、ふいに誰かの気配を感じ取る。

「！　……なんだよ、ノックぐらいしろっての」

　陽(かげ)炎(ろう)のごとく音もなく、すっといきなり現れたのは――少年の姿をした大魔王バアル・ゼブブだった。

　突然やってきた彼は、しかし悪びれることはない。隔離区画から出ているのに。

　生まれつき魔界の頂点に君(くん)臨(りん)するほどの魔力に恵まれた大魔王は、些(さ)末(まつ)なことなど気にしないのだ。――けれども、意味のないことはしない。

「どうした？　バアル。オレになにか用か？」

「……。繋がっていたのか、シキ」

「ん？　ああ、今のか？　ちょっと、護狼とな」

　バアル・ゼブブは勇者の特性も知っていた。だから包み隠さず士輝も教える。

「ハ！　護狼が死んだのを見て、ついでにオレがどうなってるのか見に来たのか？」

「そうだ。下での騒ぎでサタンが起きて、見つかりそうになった、というのもあるが」

「？　なんだ、逃げてきてんのか」

「だが、少し興味深かった。お主たちのことが」

　大魔王が珍しく、口数多く士輝に吐(と)露(ろ)する。

　そんなときは大抵、思うところがあるときだ。士輝の方が、この孤(こ)高(こう)の魔族の心情を察してやる必要があった。

「オレと、護狼か？　バアル、そこに座れよ。話がしたいなら、人間の作法に倣(なら)いな？」

「わかった」

　素直に彼は承諾して、部屋のソファに腰を下ろす。デスクチェアに座る士輝と、ちょうど向かい合う形になった。で？　と士輝は大魔王を促(うなが)す。

　バアル・ゼブブはしかし、しばらく難しそうな顔をした。その間、護狼は急(せ)かさず待つことにする。この大魔王は不器用なのだ。自分の感情を素直に表に出すことができない。そういう生き方をしてきたためだ。

　だがやがて、彼はぽつりと本音を漏らした。

「お主らがうらやましい……」

「あん？　そりゃまた、どういう」

「離れていても、いつでも繋がることができる。余にはできぬことだ」

「……。ベルゼビュートとは、ちゃんと話ができたのか？」

　言いたいのはきっと、親子の繋がりのことだろう。自分も親である士輝にはわかった。

　そうして、大切なことを知っている。――バアル・ゼブブは《禁止》の魔法の使い手だ。サタンの《魅了》の力が届くことを禁じたり、二つの世界が離れているのを禁じて、無理矢理跳び越えてきたりもできる。それが及ばないのは士輝の《幸運(ラツキー)》くらいだ。

　だが強大すぎる力を持って生まれたが故に、「禁じる」こと以外のやり方を知らない。うまくできない。バアル・ゼブブが誰に対しても素っ気ないのは、大事にしているものの何かさえ、うっかり禁じてしまいそうだから――。

　だからこそ彼は、娘たちに極力関(かか)わらないようにしてきたのだ。それでも、あの赤毛の魔王少女を特別に思っている。

　なぜならルシフェルとは違い、彼女の母はとうの昔に他界しているからだ。

「お主こそ言わなくてもよいのか？」

　するとふいに、バアル・ゼブブが士輝に訊く。

　それは見透かしたような一言だった。士輝は苦笑するしかない。

「オレが護狼にか？　なにを？」

「母のことだ」

「いまさらどう言うんだ？　ベルゼビュートと護狼の母親は同じでした、なんてよ」

　ハ！　と士輝はデスクの上に頰(ほお)杖(づえ)をついた。それはもう、今となっては自分と大魔王しか知らない事実だ。ただしこのことが、勇者と大魔王との今の関係に繋がっていた。

「……フツーに考えたら、『ベルゼビュートはお前の妹なんだぞ』とか、言っておくべきなんだけどな。ほら、でも人間とは違うやり方で生まれただろ？　ベルゼビュートは」

「ああ。余の魔力と……彼(か)の者の、勇者の力。それを混ぜて成したのがベルゼだ」

「知ってる。だからオレも、お前に対して嫉妬したりしねーんだよ」

　だいたい士輝にその権利はない。「入(い)り婿(むこ)」だから。《四代目》勇者の士輝は自(じ)嘲(ちよう)する。

　そう、最強と言われる士輝ではあったが、村(むら)雲(くも)家(け)に生まれた者ではなかった。

　日本人が勇者の血筋を受け継ぎ、四代目にして男子ができなかったのだ。それでいて女は、勇者の力を秘めたまま扱えなかった。かわりに、初めて契(ちぎ)った相手に《幸運(ラツキー)》の力を受け継がせる。士輝はそのために「組織(チーム)」が育て上げた、勇者候補の一人だった。

「オレを選んだのもアイツなら、バアルを受け入れたのもアイツだよ。まったく」

　大した女だぜ。今は亡き自分の妻に、士輝は水槽を眺めつつ思いを馳(は)せた。

　魔界から出て来たバアル・ゼブブとやり合ったのも、月がこんな淡い青色に輝く夜だった。傷つきながらも逃げ出した大魔王は、しかし妻と出会ってかくまわれたのだ。

　――そして、魔族と人とが手を取り合う未来のために、彼女は自らの命を削った。バアル・ゼブブと奇跡を起こし、ベルゼビュートを生んだのだ。

「ややこしい話なんだよなー。でも、どのみち人間の概(がい)念(ねん)で言う、兄妹ってのとは違うだろ？　だいたい魔族の価値観に合わせてたら、こっちがついていけねーっての」

　だから、あえて言わないのだ。それにこれは、妻との約束でもあった。

『新しい時代を……護狼にゆだねてあげてね』

　病院のベッドの上で、最後に妻に言われたことだ。故に士輝は今から、自分を頼らせないように息子をあえて突き放している。それは「強く育って欲しい」という、父親としての密(ひそ)かな願いでもあった。ふ、と自然と笑みが漏(も)れる。

　あの砂浜で赤毛の魔王少女を抱え、士輝に反抗した護狼の姿を思い出したからだ。

「……ま、大丈夫さ。うちのガキはな。それより――バアル、お前はどうなんだよ？」

「なんだ」

「お前の方こそ、娘のどっちにも言わないつもりか？　寿(じゆ)命(みよう)が迫ってるって話」

　真顔になって士輝は訊く。そのことは、避けようのない事実だからだ。

　予知の魔族ルキフゲスが「一年後に新たな大魔王が」というのはつまり、今の大魔王であるバアル・ゼブブが死ぬことだった――。

　立っているだけでサタンすら圧倒する、絶大な魔力を持つバアル・ゼブブ。だがかつて士輝が戦ったときより、ずいぶん弱体化していた。すべてを拒絶し、敵の存在すら《禁止》する絶対強者はそこにはいない。

　原因はベルゼビュートをつくるときに、己の魔力の半分以上を注ぎ込む真(ま)似(ね)をしたからだ。その無理が、「寿命」という形で今、バアル・ゼブブを蝕(むしば)もうとしていた。

（いや、だからこそ……言えねえか。娘には）

　馬鹿な質問をしたものだ。士輝は自分で少し呆れる。同じことを、妻もしたのだ。

　――人と魔族が無理矢理子を成す、ということは無茶だった。だからバアル・ゼブブも妻も、命を捧(ささ)げることになったのだ。だが。

「そのうちわかる」

　バアル・ゼブブはあくまで素っ気ない反応をした。あまり気にしていないらしい。

　士輝としては呆れるばかりだ。

「いいのかよ？　自分のことだぜ。……ちょっとくらい言ってもだな」

「お主がいる。後で説明しておくがよい」

「オレ任せかよ？　まったく、こいつは～。やるけどよ！」

「それに、サタンにも知られた。気付かれぬよう、なるべく接触は避けていたのだがな」

「サタンに？　ああ……しょうがねえか」

　勘付かれるのも無理はない、と士輝も思った。なぜなら本来、バアル・ゼブブがその気になれば、来たときと同じようにどこでも自在に「穴」を生み出すことができる。

　だがそれを避けて、帰りは満月の夜を待とうとしているのだ。それほどまでにバアル・ゼブブは弱っていて――。しかし。

「おかげで最後に一つ、やるべきことができてしまった」

　死期を控えた大魔王が最後に、そう呟いた。

















　そして、満月の夜が訪れる――。

　護(ご)狼(ろう)たちは樹(じゆ)海(かい)の中に、輸送ヘリで運ばれた。ついでに食料などが詰まった、大型のコンテナも一緒だ。

　それを軽々と小柄なバアル・ゼブブが持ち上げる。さりげなく手伝うのは、黒い鱗(うろこ)で身だしなみを整えた、赤毛の魔王少女だった。

「じゃーな、元気できっちりやってこいよ！　護狼ッ！」

　迷(めい)彩(さい)服(ふく)姿の父の士(し)輝(き)が、上昇する輸送ヘリの閉じようとしていくハッチから、最後にそう声をかけた。《パンデモニウム学園》での、護狼の任期は丸一年。教師としてもちろん、残りの十ヶ月をうまく勤め上げろ、ということだ。

　なにをいまさら、ともう普段着になってしまったジャージの襟(えり)を直しながら、護狼は苦笑いする。ヘリの機影を見送って、隣(となり)に立つ修道服を着た賢者少女と、つい顔を見合わせた。

　もともと「組織(チーム)」とは無関係に、勝手に魔界に乗り込んで来たアレクトリアだが――。彼女は今回の件を通して、正式に副担任として魔界に戻ることになったのだ。

「でも……ほんとにいいの？　アリア」

　しかし、ここにきて護狼は一応、彼女に確認する。

　それこそいまさらでしかなくて、アレクトリアは水晶色の瞳を丸くしたが。

「そうですね。ままならないことは多々ありますが、今は副担任ということで我慢しておきます」

「はい？　我慢って……」

　いったい？　と聞き返したかったが、賢者の少女はにっこりと微笑(ほほえ)むばかりだ。

　含みがある雰(ふん)囲(い)気(き)に、護狼はむしろ、あえて残りの言葉を飲み込む。

『にゃっはー！　ゴロちゃん、準備できたのだーって、アーちゃんが～！』

　そのとき、ちょうどアスタロトの用意が整った。コンテナとは別にヘリから降ろされたのは、「組織(チーム)」が回収し、彼女が修復した《魔法生物(クリーチヤー)》２７号だった。

　今回は無理矢理「穴」を広げないので、乗り込む必要もないのだが。着ぐるみ姿に戻ったアスタロトは直せたのが嬉(うれ)しかったのだろう、『にゃほーい！』と一人で乗り込んだ。ツギハギだらけで一回り小さくなった、胸(きよう)部(ぶ)装(そう)甲(こう)も開いたままの２７号を操って、その腕を動かす。

　そして、そこにいた護狼やアレクトリア、ベルゼビュートにルシフェル、バアル・ゼブブとサタンたちを先導した。

『――んじゃあ、アーちゃんが「穴」を空けちゃうのだーって！　いくのだあ～！』

　かくして、丸い月が輝く下で、鈍(にび)色(いろ)の装甲が手を伸ばした。樹海の木々が作り出す暗(くら)闇(やみ)の中に、ずぶりと２７号の両腕がめり込んだ。

　護狼たちの前に、二つの世界を結ぶ、黒い亀(き)裂(れつ)が開かれる。

　そうして護狼と賢者少女は２７号に摑(つか)まって、ルシフェルは母であるサタンとともに、ベルゼビュートはバアル・ゼブブと二人でコンテナを運んで――。




　順番に「穴」から出て来た護狼たちを出迎えたのは、もちろん《パンデモニウム学園》の風景と、集まった数十体の魔族たちだ。

「やはり、帰って来られたぞ！」

「ベルゼビュートさまは……ご一緒だっ！」

「って、さ、サタンさままで？　なぜ!?」

「……ひゃあああ！　だ、大魔王さまが―――っ!!」

　ところが「穴」の繋(つな)がった学園の正門前広場で、最後に続いたサタンやバアル・ゼブブの姿を見たとたん――魔族たちは大騒ぎだ。誰(だれ)もが腰を抜かすほど驚く。

　待望のベルゼビュートの帰(き)還(かん)に歓(かん)喜(き)し、「お戻りになられたでござるか！」「んぅー、ベルゼビュートさまあ～！」と駆けつけた、ザガンやフェネクスも慌ててきびすを返したほどだ。

　それほどまでにバアル・ゼブブの存在感は、魔界では圧倒的だ。ただし――訳がわからず混乱する魔族たちに、いちいち説明する真(ま)似(ね)はしない。コンテナをその場に投げ捨てるように降ろすと、ちらりと赤毛の魔王少女だけを見やった。

　そして。

「帰る」

　それだけを娘に告げて、大魔王はマントをなびかせ、さっさと歩く。一人冷静に跪(ひざまず)いて迎えた、家(か)臣(しん)のルキフゲスの方へと向かった。

　なんて素っ気ない？　横で見ていた護狼でさえ心配になる別れだった。――だが、ベルゼビュートは気にしていない。去っていく父親の背中を見送って、そっと頭(こうべ)を垂れるだけだ。

　おそらく二人で話ができたあの夜だけで、彼女には十分すぎることだったのか。

　かわりにバアル・ゼブブを追いかけるのは、本部施設にいるときからずっとべたべたしていた銀(ぎん)髪(ぱつ)の美女魔族、サタンだった。「パイモン！」と彼女も支度をさせるためか、忠(ちゆう)実(じつ)な下僕(しもべ)を呼びつける。しかし。

「い、嫌ですーっ！」

　動(どう)揺(よう)する魔族たちの中から、そんな返事がもたらされた。もちろん声を張り上げたのは、あのオレンジ髪の少女型魔族だ。その全身には、医者魔族のブエルが施(ほどこ)したものだろうか、治(ち)癒(ゆ)の術印が刻まれた包帯が巻かれていた。

「あ、あなたさまにこき使われていては、ぼくの体が保ちません！　今後は、ルシフェルさまにお仕えさせていただきますので！」

　肌に刻んだ自(じ)慢(まん)の《署名(サイン)》の模様さえ、包帯に隠れて見えない姿で、パイモンは必死に銀髪の魔王少女の背後に回った。そればかりか「ほら！」と命じて召集するのは、自らが契約を交わした他の魔族だ。

　人魚型魔族のウェパルに、赤黒い霧の魔族のロノヴェが集まる。最後に遅れてやってくるのは、鹿の角を持つ雷使いの少女魔族、フルフルだ。

「なんじゃと？　貴様……」

　さすがにサタンがむっとして、その金色の二つの瞳を輝かせようとする。が、先に宣(せん)言(げん)するのはパイモンの方だった。

「効きませんよ、サタンさま！　ぼくはもう、これからは女として生きていくことを決めましたからっ。ほら、胸もちょっとふくらんできましたし！」

　自らの性別を好きに選べる「彼女」は、包帯の隙(すき)間(ま)からささやかなふくらみをアピールした。それは異性に作用する、サタンの《魅(み)了(りよう)》の強制力から逃れる術(すべ)だ。

　なるほど、集めたウェパルもフルフルも女である。ロノヴェだけは性別不詳ではあったが、おそらく性を超越した存在なのか。契約の配下でありながら、男であるクラゲ型魔族のフォルネウスがいないのが、パイモンの本気度を示していた。

　――ただし、いきなりサタンの盾(たて)として使われたルシフェルは、まったく了(りよう)承(しよう)していない。

「なんですの、パイモン!?　あなた、わたくしの言うことなんて今まで一度もっ」

「ですから、家臣になってあげるって言ってるんです！」

　ルシフェルのドレスのスカートにしがみつき、パイモンが必死になって食い下がった。

「次期大魔王になるのでしたら、家臣の一魔や二魔増えてもいいじゃないですか！」

「う。そ、それはまあ、そうですけれど……」

　そんな口車に乗せられて、ルシフェルは頷(うなず)いてしまう。はっ、と不(ふ)機(き)嫌(げん)そうな母に気が付くが、もう手遅れだ。

　いいや、彼女は最初こそあたふたするが、やがてしっかり腹を据えた。

「い、いいですわ、パイモン！　わたくしが面倒見て差し上げます。……ということでお母さま、よろしくて？」

　まだ多少どぎまぎしつつも、銀髪の魔王少女が宣言する。彼女自身、次期大魔王候補として思うところがあるのだろう。

　いや、サタンと大魔王の血を引く彼女に、退路など最初からないのだ。「ほう」とサタンが目を細める。

　まずい。護狼や、周囲のどの魔族もすぐに察した。サタンからすさまじいプレッシャーが、今にも放たれそうになって――。

「そっ、そうだ！　そういえば授(じゆ)業(ぎよう)の結果がまだだっけ？　……今回いろいろあったけど、授業参(さん)観(かん)での成績優秀者は――ルシフェルにする！　ベルゼのために人間界にまで乗り込むとかいろいろ、『らしくない行動』を一番してくれたからだあっ！」

　そのとき、護狼はふいに思いついて宣言した。

　――その言葉は、事態の収束を願っていた多くの魔族に、「おお！」と素直に受け入れられる。

「では、ルシフェルさまが新たな『くらすいいんちょ』だ！　ばんざーい！」

「おめでとうございます～！」

「これで次期大魔王の座に、近づかれましたね！」

　拍手喝(かつ)采(さい)。銀髪の魔王少女はいきなり、学園中の魔族たちに囲まれた。「わ、わたくしが？」と戸惑っていたルシフェルも、やがて満面の笑みになる。

「やっと、やっと……！　そうですわ、わたくしこそが……次期大魔王にふさわしいのですわー！　もっと、億千は褒(ほ)め称(たた)えなさい！　うふふふふ！」




「……な、なんじゃ、まったく」

　ものすごく盛り上がる魔族たちについていけず、サタンの怒りはうやむやになる。

　ただし、喜ぶ娘を目にするのも、悔(くや)しげな赤毛の魔王少女の横顔も悪くなかった。

　だからサタンは軽く鼻で笑っただけで、あえて誤(ご)魔(ま)化(か)されることにした。

（子は親を越える、か……ふん）

　いつぞや勇者の人間に言われた言葉を思い出して、もてはやされるルシフェルをそのままに、すっと離れる。

　そんなことより――《パンデモニウム学園》の分厚い城壁さえ素通りし、魔界の空を歩いて去ろうとするバアル・ゼブブを慌てて追った。六枚の翼で飛(ひ)翔(しよう)し、どうにか追いつく。そして、小柄な大魔王の腕を取った。

「？　歩きにくいぞ、サタン」

「よいじゃろう、これくらい。わらわと約束したはずじゃ」

　喧(けん)噪(そう)の続く学園を後にして、サタンはこれでもか、とくっついた。

　いや、「最後の時間をともに過ごそう」と切り出したのは彼の方だ。

「残されておるのは、わらわたち魔族からすれば、瞬(まばた)きほどの時間でしかないがの」

「……人に合わせれば、それなりの時間だ」

「ふん、戯(ざ)れ言(ごと)を」

「お主にもわかるだろう？　かつて、人であったのだから」

「！　それは……言うでない！　もう、何千年も昔の話じゃっ」

　たしなめたサタンだが、バアル・ゼブブの言うとおり。どの魔族よりもわかっている。サタンは人を超え、魔族に成り上がった唯(ゆい)一(いつ)の者だから。

　――しかし魔法という強大な力を得たサタンは、人間の世界から疎外された。

　だからついには決別し、「魔界」という自分だけの新たな世界を構築したのだ。

「……。しかし、変わろうとしておるのじゃな、わらわの魔界は」

「ああ――それを見届けられそうにないのは、余は残念だがな。さて、うまくいくか」

「大丈夫です」

　すると、見透かしたように告げる者が一魔いた。少し離れて、無言で付き従っていた盲(もう)目(もく)の魔族、ルキフゲスだ。

「誰が次期大魔王になるかはまだ見えませんが。それでも二つの世界は一つに……」

　彼の予言は必ず当たる。そして主(あるじ)に噓(うそ)を吐(つ)くこともない。だから。

「そうか」

　短くバアル・ゼブブが頷く。まるで興味のないような反応だが、側(そば)にいたサタンは見逃さなかった。

　彼が珍(めずら)しく上機嫌に、唇の端(はし)をわずかに歪(ゆが)ませたのを――。




『さて、まずはよくやったと言っておくか。アスタロト』

　にやりと口元を歪ませてしゃべるのは、身(み)の丈(たけ)五メートルもの魔族、ディアボロスだ。

　ただし毛皮に覆(おお)われた全身から露出した、傷だらけの顔ではない。ほくそ笑んで語るのは「本体」の方。――普段はベルトのように腰に巻き付く、大(だい)蛇(じや)の頭がしゃべったのだ。

　まだ銀髪の魔王少女への祝(しゆく)福(ふく)で騒がしい、《パンデモニウム学園》の噴(ふん)水(すい)広場――。そこから開いたままの正門を通った外に、巨大な船が停(てい)泊(はく)している。アスタロトが作った《魔法生物(クリーチヤー)》９号だ。

　こっそりとみんなの中から抜け出した黒猫の魔王少女が今、その船の中でこっそり父と会っていたのだ。

　だがそんな彼女を出迎えたのは、他に誰も見ていないのをいいことに、本性を現したディアボロスだった。

（なに？）

　アスタロトが離脱したのに一人勘付いたアレクトリアは、船のやわらかい甲(かん)板(ぱん)を踏みしめて、気配を消して聞き耳を立てる。

　それは護狼にかわり、決して魔族を信用しないよう、努めているからできたことだ。鈍感な船自体にも感謝しつつ、アレクトリアは慎重に様子を窺(うかが)う。

　いつもの調子とはうってかわって、ディアボロスの大蛇がげらげら下品に笑った。

『このオレサマも、役に立ったものだろう？　「穴」まで開ける手伝いをして……そう、今はまだ信じ込ませておけばいい。ディアボロス家が本当は、お前の代で大魔王の座を狙(ねら)っているとは考えていない、と思わせておけ』

　それはとんでもない、腹黒い会話だった。大蛇はとても満足げに騙(かた)り続ける。

『アスタロトよ、オレサマの血を引く、稀(き)代(だい)の魔族よ。言(こと)霊(だま)を封じて日に日に高まっていく魔力は、必ずやあのベルゼビュートやルシフェルでさえ凌(しの)ぐだろう。そのときを、父は楽しみに待っているぞ？』

　アスタロトはその声に答えない。そっとアレクトリアが船内を見ると、大蛇の前でいつもの調子が噓のように、おとなしく傅(かしず)いていた。

（まさか、騙(だま)されていた……？）

　すべてが丸く収まったはずだった。護狼は《パンデモニウム学園》の教師に戻り、ベルゼビュートは自らの弱さを乗り越え、ルシフェルも母の前で面目を保った。

　だが、この黒猫の魔王少女は――。

『その調子で、最後はすべてを力でねじ伏せ、ディアボロス家の悲(ひ)願(がん)を達成するのだぞ。それこそ機会があれば……ベルゼビュートもルシフェルも、皆殺しにしろッ！』

　ぞっとするような一言が大蛇から吐かれた。反射的にアレクトリアは、胸に下げた十字架を摑み取る。吐き気がするような野心に、今すぐにでも乗り込んで、何発か撃ち込んでやりたい気持ちになった。

　だが、その前に――腰に戻った大蛇に向かって一礼したアスタロトが、身軽にジャンプし、船の中から甲板まで上がってくる。

　――その瞬間、彼女は父に見られない位置に降りたって、振り向いたかと思うと。

　べー。頭にのっかる着ぐるみの黒猫に、大きく舌を出させたのだった。

　それはアレクトリアがつい先日たまたま教えた、日本式の「アカンベー」だ。

『にゃふっ？』

　そうして彼女は、アカンベーをしたままアレクトリアと目が合った。

　しばし、二人に沈黙が訪れる。見た？　見た。という会話を、お互いに視線だけでやり取りして――。

「……。少しは教育も、役に立っているということだと解釈しておくことにします」

　今にも二丁の銃字架(クロスガン)を抜き放ちそうだったアレクトリアは、胸に十字架を戻した。船内にいるディアボロスには気取られないよう注意しつつ、黒猫の魔王少女を手招きし、一緒に船からそっと降りる。

　そして。

「今回のことは、一応、聞かなかったことにします。ですが、なにかあった場合は容(よう)赦(しや)しません。神に誓(ちか)って！」

　騒がしい護狼たちのもとへと戻りながら、アレクトリアは釘(くぎ)を刺した。

　その横をついて来ながら、アスタロトがこくん、と小さく頷いた。

『別にゴロちゃんとかに言っても構わないのだ、ってアーちゃんがー』

「えっ？」

『最初からアーちゃんは言ってるのだーって。大魔王の座なんかには興味ないのだ！』

「それは……さて、信じていいものやら」

『ちょっとお父ちゃんがうるさいだけなのだ。……でも、ゴロちゃんは譲(ゆず)らないのだ～、ってアーちゃん思ってるみたいなのだ』

「は、はい？」

　ついでに言われた一言の方が、よほどアレクトリアには意外で――とにかく、歩きながらもあっけにとられる。けれども、どうやら本気のようだ。

　んべっ、と今度は黒猫と一緒に、普段無表情のアスタロト本体が舌を出した。

　だから――。

（負けません……！）

　アレクトリアは決意する。

　いや、それはあの砂浜の夜に、密(ひそ)かに誓ったことだった。

「――なあ、アリア。やっぱり君は違ったんだな、俺が昔会ってたコじゃなくて」

　すべてが終わって、輸送ヘリを待つ間のこと。唐(とう)突(とつ)に護狼がそう謝ってきた。

「でもおかしいな。アリアとはなんか、会ってた気はするんだよな」

　それだけ言って、彼は笑った。そう、彼はまだ思い出してくれてはいない。

　アレクトリアの父親が、方針の違いで《四代目》に勝負を挑んだ十年ほど前。一緒に連れてこられたものの、手持ちぶさたで浜辺をうろついていた、金髪を帽子で隠した自分を――野球に誘ってくれたことを。

　それが護狼との馴(な)れ初(そ)めであり、賢者の跡を継ぐために普通の生活を捨て去った自分の、大切な思い出だった。

　だからたとえ彼にとって、ベルゼビュートが特別な存在であったとわかっても、アレクトリアは諦(あきら)めない。

　絶対に譲らない、と決めているのだ。

「……ワタシがいるかぎり、他の誰にも抜け駆けはさせませんが、なにか？」

　アレクトリアはにこやかに微笑んで、黒猫の魔王少女に中指を立てた。




†




　サタン、バアル・ゼブブ、ディアボロスにルキフゲスといった父兄たちが、《パンデモニウム学園》から立ち去った翌日。

「んー！　また学園での日々かあ～！」

　ぐっすり寝てから目覚めると、見慣れた漆(しつ)黒(こく)の空に赤、青、緑の三つの月が浮かんでいた。

　護狼は新品のジャージに袖(そで)を通し、気分一新、穴の修(しゆう)復(ふく)された寝(しん)室(しつ)を出る。修道服に着替えて起きてきた、隣室の賢者少女とともに学園の食堂へと降りた。そこで久しぶりに、朝食を取りながら今後の授業についての話をする。

　だが、以前なら頭を抱えるほどだったそれは、今ではさほど深刻ではない。

「そうだよ、アリア。だってここにはもう、教室があるんだぜ？」

　補充したばかりの食料から、シリアルとフルーツの缶(かん)詰(づめ)を取ってきて、護狼は手早く食事を用意した。今日ばかりはのんびり食べてる場合ではなくて、嬉(き)々(き)としてアレクトリアに話しかける。「はあ」と彼女が生返事をしたものの、気にも留(と)めない勢いだ。

「いやー、授業参観って大変だったけど、今思うとやってよかったよなあ。だってあれがなかったら、ここにまともな教室なんてできっこなくて。うんうん！」

（まあ退屈そうではあったから、同じようにやるのは難しいかもしれないけど。でもっ）

　護狼の胸はやる気に満ちあふれていた。なにしろ今までの苦労を振り返れば、感動すら起こすレベルなのだ。

　しかし。

「……あの、お言葉ですが。《勇者心得》その５０を思い出されてはどうかと」

「ん？　なに、アリア？　その５０って……確か。『明日は昨日とは必ず違う』だっけ？」

　護狼も好きな、前向きに受け取れる心得の一つだった。

　けれども、どうして今その話をするのか？　護狼は首を傾(かし)げるばかりだ。

　だから、アレクトリアがミルクのコップから口を離して淡々と告げた。

「そうですね。《五代目》さまはお疲れになっていましたから、昨夜は早々にお休みになられたのですよね」

「うん？　そうだよ、だって……ルシフェルとかがまた乗り込んできたりしたら、眠れなくなるし。休めるときには休んでおかないと」

「ですから、知らないのも無理はありません。まだ見てないのですもの。あの後――教室がどうなっていたか、なんて」

　彼女が胸の前で十字を切った。え？　と護狼はさすがに、とても嫌な予感がして――。




「って、あああああ……！　マジか？　マジなのかー！」

　恐る恐るやってきた中央塔の大広間で、ついに護狼は現実と対面した。

　そこに、見覚えのある教室の痕(こん)跡(せき)はまるでなかった。机や椅(い)子(す)は破壊され、辺りには様々な食材が飛び散っている。

　そうしてあちこちで、ぶっ倒れるように寝ているのは学園中の魔族たちだ。

「むにゃむにゃ……うふふふ。もっと、たっぷりと、わたくしを祝うのですわ～～～」

　大広間のど真ん中。そこで仰(あお)向(む)けに寝転んだ銀色のドラゴンのお腹を寝床に、まだ夢の中にいるルシフェルが寝言を漏らす。

　他にも隅(すみ)の方ではアスタロトが、二本の尻尾(しつぽ)を丸めてすやすやと眠っている。その側ではパイモンが、フルフルが、グラシャが――アルコール臭いグラスを手に酔(よ)い潰(つぶ)れていた。料理人のザガンの魔法で作り上げたワインを、みんなで散々飲んだのだ。

　つまりこれらは大宴会の跡(あと)である。

　――状況は護狼もすでにアレクトリアから聞いていた。護狼が寝入った後で、まだ興奮冷めやらぬルシフェルが「クラス委員長」権限を発動したのだ。要は朝まで『自らの勝利を称える宴(うたげ)』を催(もよお)したわけだ。それは、父兄のいなくなった解放感から、アレクトリアでは手が着けられない有様となったらしい。

　結果、大広間にあった教室を構成していた備品のすべては、嵐のごとく破壊されて――。

「ご愁傷様です、と日本では言うのでしたか？」

　アレクトリアがそれだけを告げて、「ぶっかける水でも汲めるものを持って来ます」と、ショックを受ける護狼をあえてそっとしてくれた。大広間から彼女は出て行く。

　残された護狼は改めて、この凄(せい)惨(さん)な死(し)屍(し)累(るい)々(るい)の状況を眺(なが)めるばかりだ。

「が、『学(がつ)級(きゆう)崩(ほう)壊(かい)』……!?」

　物理的な意味を多分に含めたその言葉で、思わず今の状況をまとめた。

　そのとき、むくりと起き上がった魔族がいた。少しまだ酔いが醒(さ)めていない感じで、ぺたんと床にお尻(しり)をつけたままの、赤毛の魔王少女である。

「んー？　なんだ……ゴローか？」

「べ、ベルゼっ。お前まで参加してたのかよ？　こんな、こんなことって」

「？　怒っているのか？」

「そりゃ怒りたくもなるさ！　うう～」

　護狼は情けなくて、さすがに涙がこぼれそうになる。

「せっかく授業をしようと思ったのに、肝(かん)心(じん)の教室がこんなことに……うああっ！」

「あー、ならしばらくやらなくていいぞ、ゴロー」

　ふいに言われた軽い言葉に、「へ？」と護狼はきょとんとする。

　しかし、ベルゼビュートに悪びれる様子はなかった。

「みんな、もう授業サンカみたいなのは嫌でな。あんなのは我だって保たぬぞ。だから勢いで、景気よくいろいろ壊したわけで。うむ、だが壊しておいて正解だったな！」

　からからと明るくベルゼビュートが笑った。

　だが、もちろん護狼は納得できるはずもない。

「わざと？　授業が、嫌で？　おいー！　ちょっとそこに座れ、ベルゼ！」

「な、なんだ？　座っているぞ。泣いているのかキサマ？　人間というのはほんとに」

「そりゃ泣くっつーの！　いくらなんでも、こんなことされたら！」

「わ、悪かったな、ゴロー」

　護狼の剣(けん)幕(まく)に、ベルゼビュートがさすがに謝る。いや、と彼女はさらに少し考えた。

「……ごめんなさい、だったか？　こういうときは」

「え？　あ……それは」

　いつぞや、護狼の教えたことだ。赤毛の魔王少女が小声ながらも、確かにそう呟(つぶや)いた。

「ベルゼ、お前。ちゃんと俺の授業、聞いてて？」

「ふ、フン！　それくらいは当然、我も学習しているぞっ」

　それは酔っぱらっていたせいなのか。だから彼女は首を振り、自分の意識をはっきりさせた。ようやく床から立ち上がる。

　――なのに。

「ゴロー」

「ん、なに？　……え」

　軽くやわらかい感触が、護狼の唇(くちびる)に当たった。それはまるで幻のような、一瞬の出来事だった。よろけたように見えたベルゼビュートが、しかしそっと、確かに口づけをしたのだ。

　噓や冗談でないのは真っ赤になって護狼を見つめる、彼女の顔が雄(ゆう)弁(べん)に語っていた。

「な、あ……？」

「間抜け面をするな。我だって驚いているし、い、今の気持ちをどう表したらよいかわからん」

　ええと、とベルゼビュートが胸を押さえて考える。そして。

「あ、ありがとう、か……？」

「へ？　ベルゼ？」

「うん、そうだぞ。我は、キサマに感謝しているのだ。いろいろとっ」

　たぶん。最後に彼女はそう締めくくる。それ以上のことはきっと、ベルゼビュート自身にもまだ理解できていないようだ。

　だから、あんぐりと口を開けたまま動けない護狼に、やがて彼女はむっとした。そうして真っ赤な顔のまま、舌を出してアカンベーをつくる。

「！　お、お前なあ？」

「フン！　あまり調子に乗るなよ、ゴロー！」

「というか、それは俺が教えたんじゃないからなっ」

「あれ、そうだったか？」

「覚えてないのかよ！　俺はむしろ、やっちゃダメって言ったの！」

『うー、うるさいのだあ～、ってアーちゃんがー』

　さすがにそんなやり取りに、大広間にいた魔族たちが次々と目を覚ました。アスタロトが肉球の手で伸びをする。フルフルが起きたはずみで、周囲に角から電撃を軽く放った。しびれてばっちり覚(かく)醒(せい)するのは、「こぽぽっ！」と呻(うめ)いたクラゲ型のフォルネウスだ。

　さらにその隣でザガンが、双子魔族のマルパスとハルパスが起き上がる。ヒョウ柄の服を着こなした仕立屋のシトリーがあくびをした。――やがてドラゴンのブネも瞼(まぶた)を開く。

　もぞり、と動くと腹からずり落とされるのは、もちろんその上にいた銀髪の魔王少女だ。

「って、きゃああ!?　なんですのなんですのなんですのー！」

　起きたら起きたで、見ていられない光景になる。ほとんどが二日酔いのようで、青白い顔をしていた。ルシフェルなどは真下にいたパイモンを押し潰す形で、「どきなさいな！」「お嬢(じよう)が降ってきたんでしょ！」と醜(みにく)いやり取りを繰り広げた。

　そんな散々な魔族を見ていて、護狼は――。

「お待たせいたしました。あ……もういらなかったようですね」

　そこにアレクトリアも戻ってくる。アカンベーを教えた張本人だ。どこから持って来たのか、その手には巨大な「たらい」のような代(しろ)物(もの)が抱えられていた。

「いや、いる」

　そのたらいを護狼はひったくる。そういえば大柄なディアボロスの皿として用意されたものだったか。だが、もちろん皿として使うためではない。――金属製の薄い底を、護狼は思い切り手のひらで叩(たた)いた。

　ものすごい音が、大広間に反響した。二日酔いの魔族たちが悶(もん)絶(ぜつ)する。

　しかし構わず、護狼は教(きよう)壇(だん)のあった位置に移動した。黒板がもぎ取られ、教卓も齧(かじ)られたようになくなったそこで、護狼はみんなをぐるりと見回す。

　そう、自分のくそったれな生徒たちを。

　だが、それでも――。

「ええい！　いいから授業をやるぞ！」

　護狼は威勢良く叫んだ。ええー、という声があちこちから漏れたが、無視だ。

　たらいを出席簿のように振り回し、教卓だったものに叩きつけ、またやかましく音を鳴らす。

「うるさーい！　言うこと聞けよなっ！　……俺がお前らの、先生なんだから――!!」




























　あとがき




　――『勇(ゆう)者(しや)ノ心(こころ)得(え)』、完結です！

　ひびきです。最後までお付き合いくださり、ありがとうございます。

　最終巻は気合い三〇〇パーセントといった感じで、届けさせていただきました！

　というか、その……。気合いがずいぶん、空回りしたと言いますか（苦）。

　どうしても魔王少女たち全員に、ちゃんと見せ場を用意してあげたかったんですよね。それで、いろいろ盛り込んでみたわけですが。

「もっちろん、ベルゼがメインで！」

「ん？　となると必然的にもライバルの、ルシフェルもきちんとしなきゃ！」

「おっと……アスタロトには、最後の最後でとんでもないシーンを。ふふふ」

「そしてもちろん、アリアもしっかり絡(から)ませるよ！」

　と、いったことだけでなく。

「最後には、やっぱり親たちが出てこないとね？」

「よし、授(じゆ)業(ぎよう)参(さん)観(かん)やっちゃおう！」

「……それだけじゃなくて、人間界にも行かせたいんだよなあ～。課外授業とか、やってみたかったしー」

「おっと、大魔王の出番はどうしよう？」

「んで、士(し)輝(き)にも本気バトルして欲しいし！」

「さーて、サタンのことについても最後に触(ふ)れておかないと」

　などなど――ど、う、し、て、も、書きたいことが山盛りでー！

　……で、やらかしてしまいました、私……。

　締め切りがどんどん迫ってきても、ちっとも原(げん)稿(こう)が仕上がらないということに（吐(と)血(けつ)）。あああ、担当のＳさん、その節は大変申し訳ありませんでした……。もう平謝りです！（汗）

　そして、「なんで書いても書いても終わらないの!?」という元(げん)凶(きよう)に、最後まで書き上がってから気付かされることとなりました。

　なんと……四〇〇字詰め原稿用紙換(かん)算(さん)で、まさかの四七〇枚になっていたり！

　し、死ねる!!（※いつもは三七〇枚くらいです。てへ）

　いやはや、その後どうにか一〇〇枚ぶんを削(けず)ったり詰(つ)めたりして――こうして、なんとか無事に、皆さんにお届けすることができました。

　うん、その。本当は、書いてる最中に、なんとなく「これ、多くない……？」って薄(うす)々(うす)勘(かん)付(づ)いてはいたんですよ。

　ただ、書かなきゃいけないシーンは、絶対に外せないし――。

　なので、気付かなかったこと（！）にして、あえて最後まで枚数チェックだけはせずに書き進めていたのでした。あは、は……。

　いや、ほんと、現実を知ると心が折れるときもあるので！（←ダメ）

　ただまあ、思ったよりもベルゼビュートやルシフェル、アスタロト……それに、なにより護(ご)狼(ろう)くんが自然と動いてくれたのは、嬉(うれ)しい誤(ご)算(さん)でした。

　まあそういうのが、枚数を増やした原因でもあるのですけれど。いえいえ、そのぶんきっちり盛り上がってくれたと自(じ)負(ふ)しております！

　そして、そんなキャラクターたちをデザインしてくれた、雪(ゆ)月(づき)さんにも改めて感(かん)謝(しや)を！

　一巻こそ私だけのイメージで動いていたキャラたちですが、今はばっちり雪月さんの絵でしゃべっています。三冊で締めることになりましたが、この最終巻が盛り上がったのは、雪月さんのおかげです。ありがとうございました！

　そして、この最終巻では担当Ｓさんの粋(いき)な計(はか)らいにより、見開きの挿(さし)絵(え)まで入っていたり？

　こういうのはやっぱり、作者としても嬉しいですね～。

　そうそう。個人的にちょっと残念に思ったのは、せっかく雪月さんがデザインしてくれたのに、脇(わき)役(やく)にはシーンをあまり与えられなかった――ということでしょうか？

　ベルゼビュートたちだけでページを消(しよう)費(ひ)しましたので、どうしても手が回らなかったんですよね。ううう。すみませーん！　グラシャにしろフルフルにしろ、好きなキャラはたくさんいるんですけれど。どうしても、ままなりませんでした……。

　ただしこれまでに登場した脇役は、名前だけでも一応、きちんと書いてあります。せめてものフォロー、ということで――。わ、忘れてたキャラがいたら、ごめんなさい！（大丈夫だと思いたい）

　あと……私がこの巻で、書きたくても書けなかったのは『水着』のシーンでした。

　ああ、悔(くや)しい！　プロット段階では一応、エピローグあたりに入れようとは思っていたのですよう～！　青空の下ではしゃぐ魔王少女たちとか、いいじゃないですか？

　でも実際に挿入すると、どうにも不自然になっちゃうんですよね……。や、だって、そんな雰(ふん)囲(い)気(き)になりませんし！

　いやはや、まだまだ未(み)熟(じゆく)者(もの)です。

　そんなこんなの私ですが、また次作でお会いできればな、と思っております。

　がんばりますので、よろしくお願いしますね！




　――などと締めくくろうと思ったのですが。なんとまあ、あとがきの枚数にまだ余(よ)裕(ゆう)があるとのことですので……つらつらと適(てき)当(とう)に、箇(か)条(じよう)書(が)きでも？




●しょーなん

　護狼くんの出身地として今回、湘(しよう)南(なん)海(かい)岸(がん)という具体的な地名を出させていただきました。

　が、あんまり描(びよう)写(しや)を気にしないでください（苦笑）。もちろんある程度調べてから書いていますが、ストーリーに都(つ)合(ごう)のいいように、細かな部分で改変していますので。

　……特に、実際に近くにお住まいの方がいましたら、なまあたたかーい目で見守っていただけるとありがたいです。ごめんなさーい！




●震災

　そして、東日本では大変な震災が３月に起こりました。

　私は関西に住んでいるので大丈夫でしたが、あまりの被害に絶(ぜつ)句(く)するばかりです。

　月並みな言葉しか出てきませんが――亡くなった方々のご冥(めい)福(ふく)を祈るとともに、被災地の少しでも早い復(ふつ)興(こう)を願っております。




●１９９

　――そして、こんなときだからこそ、ヒーローの力が必要なわけで。

　いえ、今年の『海(かい)賊(ぞく)戦(せん)隊(たい)ゴーカイジャー』は、なかなかがんばっていると思います！

　当初は「海賊が戦隊に？」なんて、反発もあったようですが……なかなかどうして、ちゃんとヒーローしてると思いますよ。

　私なんかすっかりはまって、玩(おも)具(ちや)を買いあさっていたりします。あははー。

　そして夏の映画では、なに？　１９９戦隊ヒーロー、大集合？

　ＣＧで、全戦隊のロボまで登場とか!?　うひー、ど、どうなってるの？（笑）

　もう前売り券も押さえたので、今から観る気まんまんです！　楽しみ～！




●暴れすぎ！

　で、『仮面ライダーオーズ』劇(げき)場(じよう)版(ばん)では、なんとあの『暴(あば)れん坊(ぼう)将(しよう)軍(ぐん)』とコラボ!?

　もうね……何度、宣伝用の画像を見ても、「偽もの」にしか見えないんですよ！

　だってあの、吉(よし)宗(むね)公(こう)ですよ？　「松(まつ)平(だいら)健(けん)」さんですよ？　な、なんでオーズと一緒に刀を構えてるんですか？（しかもちゃーんと「峰(みね)打(う)ち」になってるんですよ！）

　うーん。やっぱり「成(せい)敗(ばい)！」の台詞(せりふ)の後に、オーズが斬りかかっていくんでしょうか？　どきどき。って、でもお子様はどのみちポカーンとしちゃうでしょうねえ。




　といったところで、そろそろ行数も限界ですね。

　では、また～。




２０１１年６月　ひびき遊(ゆう)
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ひびき遊

Yu Hibiki




２００３年に富士見書房よりデビュー。関西在住。

最近、アニメ『ＴＩＧＥＲ＆ＢＵＮＮＹ』を毎週楽しく観ています。さっそく主役の「ワイルドタイガー」がフィギュアになるとのことで、予約開始となりました！　……が、見事に瞬殺!?　受け付け開始一日で、どこも在庫ナシに？　えええ（汗）。発売日に店頭で抑えられるかしら……。







イラスト

雪月 佳

Kei Yuduki




愛知県在住。２月６日生まれ。

イラストレーター兼某社で２ＤＣＧグラフィッカーとして毎日描き散らしております。

将来の夢はたくさんの猫と暮らすこと。現在家に遊びに来る野良猫集団と縄張り争いを展開中。現在の戦績は０勝５敗。いつか喉をゴロゴロ言わせてやりたいと思います。
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